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きがしは

八尾市は大阪府の中央東部に位置し、東は生駒山地、南は羽曳野丘陵に囲

まれ、中央部の南東から北西にかけては、旧大和川が形成 した三角洲状の沖

積平野が広がっています。生駒山地の西側斜面や羽曳野丘陵の先端部には、

古 く旧石器時代にまで遡ることのできる恩智遺跡や八尾南遺跡があります。

一方、平野部には弥生時代前期まで遡ることのできる遺跡が、点々と位置し

ています。

今回報告の運びとなりました中田遺跡は、八尾市中央部の中田・八尾木北・

刑部一帯に所在しており、すでに昭和40年代後半に大規模な発掘調査が行わ

れた所です。中田遺跡では、これまでに、大阪府教育委員会・八尾市教育委

員会 。当調査研究会などによって、60件以上にのぼる数多くの調査が行われ

ています。それらの調査の結果、中田遺跡は弥生時代前期から近世に至る複

合遺跡であることが明らかにされています。

今回ここに集録 したものは、中田遺跡第 5次調査・第 6次調査・第 8次調

査・第24次調査・第28次調査の 5件で、第 5次調査では古墳時代前期、第 6

次調査では弥生時代中期から近世～近代、第 8次調査では平安時代後期から

室町時代、第24次調査では平安時代末期、第28次調査では平安時代末期～鎌

倉時代の遺構や遺物が検出され、中田遺跡の豊富な内容が明らかにされまし

た。

最後になりましたが、これらの発掘調査費用は、すべて事業者負担で行わ

れたもので、事業者皆様方のご理解 。ご協力のもとに調査業務が遂行できた

ことを感謝いたします。

平成 7年11月 30日

財団法人 八尾市文化財調査研究会
理事長 木 山 丈 司



と、本書は、財団法人八尾市文化財調査研究会が、平成 2年度から6年度にかけて、中田遺跡

内で実施した発掘調査の一部の報告書を集録したものである。

1、 本書に集録した発掘調査報告書は、下記の目次のとおりである。

1、 本書に集録した発掘調査報告書は各調査員が作成し、文責等の詳細はそれぞれの例言に著

したが、本書をまとめるにあたっては、成海佳子が編集作業を行った。

1、 本書に掲載した地図は、大阪府八尾市役所発行の2500分の 1(昭和61年 8月 編集)・ 八尾

市教育委員会発行の『八尾市埋蔵文化財分布図』(平成 5年10月 )を元に作成した。

1、 本書で用いた高さの基準「T.P.」 は、東京湾標準潮位である。

1、 本書では磁北・真北を併用している。

1、 遺構は、以下の略号で表した。

掘立柱建物 :SB、 井戸 :SE、 土坑 :SK、 溝 :SD、 柱穴・小穴 :SP

l、  ヨ島葦茂じ雹圧三しD和百ナミは、 1/6000、  1/5000、  1/300、  1/200、  1/150、  1/60、  1/50、  1/40、  1/10、

1/8、 1/6、 1/5、 1/4、 2/3を使用した。

1、 遺物実測図については、断面の表示によって、以下のように分類した。

弥生土器・土師器 。瓦器 。瓦 。木製品 :白、石製品 :斜線、須恵器・陶器・磁器 :黒

1、 各調査については、実測図・写真などのほか、カラースライドも作成している。広く利用

されることを希望する。

目   次

はしがき

埋蔵文化財分布図

I 中田遺跡 (第 5次調査)……………………Ⅲ…………………………………………………… 1

Ⅱ 中田遺跡 (第 6次調査)…………………………………・―・……………………………………・21

Ⅲ 中田遺跡 (第 8次調査)……………………………Ⅲ…………・………………………………………37

Ⅳ 中田遺跡 (第24次調査)…………・……………………………・………………Ⅲ…………・………85

V 中田遺跡 (第28次調査)………………………………………………………………………………95
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I 中田遺跡第 5次調査 (NT90-5)



例 ロ

1、 本書は、八尾市八尾木北 1丁目37番地 2で実施した関西電力鉄塔建て替えに伴う発掘調査

の報告である。

1、 本書で報告する中田遺跡第 5次調査 (NT90-5)の発掘調査業務は、財団法人八尾市文

化財調査研究会が、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第68号 平成 2年 3月 6日 付)

に基づき、関西電力株式会社から委託を受けて実施したものである。

1、 現地調査は、平成 2年11月 26日から12月 4日 (実働 8日間)にかけて成海佳子を担当者と

して実施した。

1、 調査面積は約謝 afを測る。

現地調査には、岡田聖―・坂下 学・ 松下哲也 。宮崎寛子が参加した。

1、 内業整理には、上記に加えて、機上サカエ・高柳恵美・村井俊子・山内千恵子が参加した。

1、 土器の胎土および石材の鑑定については、奈良県立橿原考古学研究所研究嘱託 奥田 尚

氏にお願いし、土器の胎土について、御玉稿を賜った。

次
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6 土器の表面に見られる砂礫…………………………………………………… (奥田 尚)…・17
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I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)

I 中田遺跡第 5次調査 (NT90-5)

1 はじめに

中田遺跡は、八尾市中央部の中田。八尾木北一帯に所在しており、南は東弓削遺跡・西は矢

作遺跡・北西は成法寺遺跡 。北は小阪合遺跡と接している。当遺跡は昭和45年、区画整理事業

に伴って発見されたもので、弥生時代後期から中近世に至る複合遺跡であることが明らかにさ

れている。それ以後も断続的に調査が実施されており、その結果、弥生時代前期に遡る遺構・

遺物も検出され、古墳時代前期が当遺跡の中心となる時期であることが明らかにされている。

今回の調査地である八尾木北 1丁目は、中田遺跡の北西側にあたり、これまでに近隣では3

件の調査が行われている。調査地の北東40m地点 (⑮)では、八尾市教委が平成元年度に発掘

調査を行っており、古墳時代後期の遺物を含む土坑を検出している。また、南東50mで市教委

が平成 2年度に行った調査 (①)で も、 6世紀中葉を主とする良好な遺物包含層を確認してい

る。また、当地の西40m地点で当研究会が行った第16次調査 (⑬)では、古墳時代前期布留式

期の古相と同新相の二時期の遺構面が確認されている。(第 2図・調査地一覧表参照)

今回の調査は関西電力鉄塔建て替え工事に伴うもので、当調査研究会が中田遺跡内で実施し

た発掘調査の第 5次調査にあたる。
水田

2 調査の方法と経過

調査面積は80雷であるが、西側との敷地境界 。

北側の既存の鉄塔との位置関係から、調査区は、

当初市教育委員会から指示された位置とは、若干

異なっている。現地調査の期間は平成 2年 11月 26

日から12月 4日 までの8日 間である。

掘削に際しては、現地表下0.7～0.8mの旧耕土・

床土等を機械掘削した後、以下03～ 0.5mの 遺物

包含層などを手掘りとした。調査の結果、平安時

代以降の農耕に伴う上層遺構と、古墳時代前期

(布留式古相)の下層遺構を検出した。

なお、地区割については、中心杭によって 4分

割し、小区画の地区を設定した。各小区画の名称

は南西部から時計回りに 1区～ 4区と呼んだ。 第 1図 調査区設定図 (S=1:500)

―
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中国遺跡調査地一覧表 (平成 7年 3月 31日現在)

番号 調査主体 所 在 地 面積 (lf) 調査原因 調査期間 文献 発行           発行年 備考

大阪府教育委員会 中日 1～ 5 道路敷設 中国遺跡発掘調査概要       大阪府教育委員会

中田遺跡調査会 中田 区画整理 2 中国遺跡 く北区〉発掘調査概要   中田遺跡調査会

中田遺跡調査会 中田 4 区画整理 3 中田遺跡 く南区〉発掘調査概要   中田遺跡調査会
中倒遺跡調査センタ 中田 電話線埋設 4 中国遺跡 i中 国遺跡調査報告 I   中田遺跡調査センター   1974 5
八尾市教育委員会 青山町 3・ 中田5他 遺跡範囲確認 5 中国遺跡 :中 国遺跡調査報告Ⅱ   八尾市教育委員会     1075 3
八尾市教育委員会 八尾木北 5・ 6他 送水管敷設 6 八尾市文化財報告 3        八尾市教育委員会     1976 4 東弓肖1遺跡
八尾市教育委員会 刑部 3 変電所建設 7 八尾市文化財報告 4        八尾市教育委員会     1979

八尾市教育委員会 刑部 3 電気管路埋設 8 八尾市文化財報告 7        八尾市教育委員会     1981 3
八尾市教育委員会 電話線埋設

八尾市教育委員会 中国 1-39 倉庫・事務所 O 八尾市文化財紀要 2        八尾市教育委員会     1986 12

大阪府教育委員会 中日 1・ 八尾木北 5 公共下水道 85年反 10 中田遺跡発掘調査概要       大阪府教育委員会     1986 3
市教委 (86532) 八尾木北 6-166 共同住宅 H 八尾市文化財調査報告17      八尾市教育委員会     1988 3
市教委 八尾木北 5他 公共下水道 12 八尾市文化財調査報告18      八尾市教育委員会     1988 3
研究会 GT87 01) 中田 1-20・ 39 共同住宅建設 880222-88001〕 13 ⑪八尾市文化財調査研究会報告16  働八尾市文化財調査研究会 1988 12

市教委 (63393) 中田 4 公共下水道 14 八尾市文化財調査報告21      八尾市教育委員会     1990 3
市教委 (89381) 刑部 3-5-2他 事務所・住宅 15 八尾市文化財調査報告20      八尾市教育委員会     1990 3
研究会 (NT89 0の 中田 2～ 4 公共下水道 891013-891127 16 all八尾市文化財調査研究会報告28  働八尾市文化財調査研究会 1990 12

市教委 (01221) 中田 3・ 八尾木北 公共下水道

研究会 仙 T8900 八尾木北 4～ 5 公共下水道 17 all八尾市文化財調査研究会報告35  Cl八尾市文化財調査研究会 1992 10

研究会 (NT89 00 八尾木北 5 公共下水道

市教萎 (89484) 八尾木北 2-41-2 倉庫・ 事務所 900112

市教委 (O009) 中田 8-と 1。 12 店舗・ 事務所 18 八尾市文化財調査報告22      八尾市教育委員会     1991 3
市教委 (90540) 中田 4-142の 一部 共同住宅建設

市教委 (90260) 刑部 4-407-2・ 4・ 8 社屋・ 住宅

市教萎 (90330) 刑部 3-53-1 倉庫建設

市教委 (00427) 八尾木北 2-15-18 工場付住宅

研究会 (NT90‐ 00 八尾木北 1-37-2 送電鉄塔建書 今回報告

市教委 (90412) 八尾木北 2-56-2 共同住宅建設

研究会 (NTOO‐ 061 八尾木北 3・ 刑部 2 公共下水道 今回報告

市教委 (90520) 八尾木北 1-40他 工場建設

研究会(NT91 0つ 八尾木北 0-340他 共同住宅建設 19 働八尾市文化財調査研究会報告34  働八尾市文化財調査研究会 1992 0

市教委 (91■ 41) 八尾木北 6 公共下水道 20 八尾市文化財調査報告26      八尾市教育委員会     1992 3
市教委 (91293) 中田 3 公共下水道 910914～ 910929

研究会 (NT91 00 八尾木北 5-98他 温泉旅館建設 今回報告

研究会 GT01 00 中国 1-3 共同住宅建設

市教委 (91353) 八尾木北 2 公共下水道 21 八尾市文化財調査報告28      八尾市教育委員会     1993 3
市教委 (91354) 八尾木北 2 公共下水道

市教委 (91503) 中田 5-75-107 公共下水道

研究会 GT02■0 八尾木北 3 河川改修工事 22 平成4年度け八尾市文イ研調査研究会事業報告 働八尾市文化財調査研究会 1993 3
研究会 い T92■ 1) 刑部 3 公共下水道 23 Cll八 尾市文化財調査研究会報告39  働八尾市文化財調査研究会 1903 12

市教委 (92312) 中国 1 公共下水道

市教委 (92314) 八尾木北 6 公共下水道

研究会 6■ 92 共同住宅建設

研究会 い T92 八尾木北 5 電気管路埋設 930128-930303

研究会 (NT92 八尾木北 6 公共下水道

研究会 6T02 D 刑部 2 公共下水道

市教委 (92598) 中国 1～ 4 公共下水道 930311-990316 24 八尾市文化財調査報告30      八尾市教育委員会     1994 3
研究会 6re3‐ 八尾木北 1-38他 共同住宅建設 25 働八尾市文化財調査研究会報告43  Cll八 尾市文化財調査研究会 1994 10

研究会 鰤 T93 刑部 4-357 共同住宅建設

研究会 GT03_ 刑部 8 電気管路埋設

研究会 (NT98‐ 八尾木北 6 河川改修工寧 991012～ 991201 26 平成田疲帥 (尾市文化財調査研究会事業報告 働八尾市文化財調査研究会 1994 5

研究会 6T93211 八尾木北 6 公共下水道

市教委 (93289) 八尾木北 5 公共下水遭

研究会 (NT98 21) 刑部 3 公共下水道 031020-931022

市教委 (93855) 中田 1・ 3 公共下水道

研究会 6Te3 2D 刑部 3・ 八尾木北 6 電気管路埋設

研究会 (NT93 20 防火水稽

研究会 (NT94‐ 2つ 刑部 4-210-1 共同住宅建設 今回報告

研究会 (NT94 20 八尾木北 6 公共下水道 27 平成Э4FCallr、尾市文イ膀爛査研究会事業報告 lll八尾市文化財調査研究会 1995 5

研究会 (NT94 20 中国 1-20他 共同住宅建設

研究会 (NT94 2り 八尾木北 6-19 共同住宅建設

研究会 (NT94 2al 刑部 2 公共下水道 今回報告
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I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)

第 2図 中田遺跡調査位置図 (S=仕 6000)
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3 調査概要

1)層序

調査地の現地表面の標高はT.P.+9.4～ 95m程度で、旧状は水田である。基本層序は、上層

から第 1層灰黒色礫混 じり粘土 (旧耕土)、 第 2層茶褐色礫混じり粘土 (床土)、 第 3層黄褐色

礫混 じり粘土、第 4層黄色シルト、第 5層黄灰色粘土、第 6層暗灰黄色粘土、第 7層赤褐色礫

混じり砂質土、第 8層黄灰色～青灰色シル ト、第 9層青灰色～灰色粗砂の 9層を確認した。

第 1層灰黒色礫混 じり粘土は、調査直前まで耕作されていた上で、層厚は0.15～ 0.2mを測

る。第 2層茶褐色礫混 じり粘土は第 1層に伴う床土で、層厚は0.15～ 0.3m、 西側の上部には

0.05～ 0。 lmの厚さでグライ化 した土層が見られる。

第 3層黄褐色礫混じり粘土には、礫とともに中世～近世の陶磁器片や土師器片 。瓦片などが

若干含まれており、層厚は0.1～0.2mを測る。

第 4層黄色シルトは洪水層の可能性があり、層厚は0.05～ 0.2mを 測る。第 5層黄灰色粘土

の上面には波状痕跡がみられ、第 4層によって埋没 した水田耕作土の可能性がある。第 5層の

層厚は02～0.3m、 上面のレベル高はT,P.+89m前後である。

第 6層暗灰黄色粘土は層厚0.05～0.15m、 粘性が強く土器類の小破片が若干含まれている。

第 7層赤褐色礫混じり砂質シルトは古墳時代前期の遺物包含層で、層厚は0.1～0.3mを測り、

遺物の包含量は多い。調査区北西部では、グライ化し、暗緑灰色を呈する部分がある。上層遺

構は、この層上面から構築されている。

第 8層黄灰色～青灰色シルトが古墳時代前期の遺構面で、層厚は0。 2～ 0,4mを測る。上面の

レベルはT.P.+8.4～ 8.6mを指し、北側が下がっている。

第 9層青灰色～灰色粗砂は部分的に確認 した土層で、河川内堆積土の可能性があり、含水量

が多く、層厚は05m以上を測る。

2)検出遺構

上層遺構

SK101:調査区北端中央部 (2区～ 3区)で検出した。上面の形状は北西―南東に長軸を持

つ隅丸長方形で、長径1,9m・ 短径0.9mを測る。断面の形状は逆台形で直線的に掘 られ、深さ

は06m、 底は平坦である。内部には、上層から①灰色粘土 。②青色粘土のブロック。③青色

粘土と灰色シルトのブロック・④青黒シルト～微砂の 4層が堆積 している。

SD101:調査区北部 (2区～ 3区)で検出した。ほぼ東西に伸びるもので、中央北端はSK101

に切られている。断面の形状は逆台形～V字形で、検出長7.Om・ 幅0.5～0.6m・ 深さ0,4～ 0.5

mを測る。内部堆積土は暗緑灰色粘土である。
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SD102

I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)

TP+90m

SD101

∞
Ｐ

∩

∽

躯
一躯

区
一区

４

一
１

1 灰黒色礫混粘土 (旧耕土)5 黄灰色粘土
2 茶褐色礫混粘土 (床土) 6 暗灰黄色粘土
3 黄掲色礫混粘±     7 赤掲色礫混砂質シルト
4 黄色シルト       8 黄灰色～青灰色シルト

0    1    2m

―
垂直 S=1:50)第 3図 平面図・壁面図 (水平S=仕 100、

SD102:調査区南西部 (1区 )、 SD101か ら南20～ 2.2mで検出した。SD101に並行 して伸び

るもので、東端はSD103と ほぼ直角に交わる。断面の形状は半円形で、検出長2.5m・ 幅03～

0.5m・ 深さ02mを測る。内部堆積土は暗灰色粘土である。

SD103:調査区南西部 (1区 )、 SD102の東端から南北に伸びている。断面の形状は半円形

で、検出長2.5m。 幅03～ 0,5m・ 深さ02mを測る。内部堆積土は暗灰色粘土である。
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A 寸
■
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A′

TP+85m

①

②
灰茶色粘土

暗灰色粘質シル ト

第 4図  S K201平断面図 (S=1:20)

SP101:調査区中央部南西より (1区)で検出した。長径068m。 短径055m・ 深さ035m

程度で南北にやや長い円形のピットで、断面はU字形を呈し、柱痕は認められなかった。内部

堆積土は灰色シルト混じり粘土で、炭化物が少量出土している。

下層遺構

SK201:調査区南西隅 (1区)で検出した。南側・西側は側溝に一致したため全体の形状は

不明であるが、東西1.8m・ 南北0.6m程度の楕円形を呈するものと考えられる。断面の形状は

ゆるやかな二段の掘り形をもち、底部中央は浅く窪み、深さは0.3m前後を測る。内部堆積土

は、上層の①灰茶色粘土と下層の②暗灰色粘質シルトに分かれる。遺物は①層から遺存状態の

良い土器がきわめて多量に出土している。器種は庄内系の甕・布留傾向甕が十数個体とほとん

どを占め、直口壷 。小型壺・小型鉢 。大型鉢・高杯などが少量ずつ含まれており、紀伊・阿波・

吉備など他地方の土器も若干認められる。その他の遺物としては、砥石 (26)の他、径 2～ 3

cm程度の白色の円礫 (いわゆる白石)をはじめとして、礫が少量混在している。
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I 中国遺跡第5次 (NT90-5)

3)出上遺物

SK201出土遺物

広口壷 (1)は、直立する頸部をもつもので、回縁部は水平近くに大きく開く。頸部には内

外ともにヘラによる面取りが残され、やや粗いつくりである。胎土は I類型一石川に分類され

る。直口壷 (2・ 3)は ともに日縁端部が欠損後研磨されているようで、(2)は 口縁端部に

径 3 cm前後の打ち欠きおよび頸部に0 4cmの小孔 2個が穿たれている。 ともに茶褐色を呈する

・　
＼
　
く

一一

ヤ・一一

冬 ＼ へ 、キ

第 5図 出土遺物実測図-1(S=1:4)
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河内 (生駒西麓)の上器で、分析結果からもⅡ類型一河内の砂礫を使用していることが明らか

となった。複合口縁壺 (4)は淡灰褐色の色調や形態は、他地方の特徴をもつが、使用された

砂礫のタイプはⅡ類型―河内に分類される。

小型壷 (5～ 9)の うち (5)は、口径13cm・ 器高8,9cmと やや大型で、極めて精緻なつく

りである。体部の最大径は上位
1/3に あり、そこに鋭い稜線が一周する。その他の小型壷はおお

むね日径 9 cm・ 器高 7 cm前後におさまるものと考えられ、(6・ 9)にみられるようにヘラケ

ズリの痕跡が顕著に見られる。含まれる砂粒のタイプは (5)がⅣ類型―播磨、 (7)が I類

型―在地とされたが、他は砂粒が細かく分類不可能であった。

小型有段鉢 (10)、 小型器台 (11)は この時期に通有の器形であるが、ともに火をうけたた

めか煤が付着し、器表面の剥離する部分がある。(10)は I類型―吉備 ?、 (11)は I類型―在

地に類別される。高杯 (12)は丈高の柱状部に比し、小さく開く裾部がつくもので、裾端部は

先細となって狭い面を有する。柱状部の内外面には、ヘラによる面取りや絞り目の痕跡が残る。

砂礫からはⅡa吉備に類別さnる。

大型の鉢 (13)は器表面の剥離・風化が著しく、日縁部に径10cm程度の打ち欠きがあり、日

縁端部も壺 (2・ 3)の ように研磨されている可能性がある。形態・色調などから山陰系のも

のとされており、砂礫からもⅣ e山陰に類別される。

甕 (14～ 25)に はさまざまなものが見られる。まず、いわゆる庄内甕の系譜を引くもの (14・

15。 17)、 次いで同様の形態を有するがタタキロの見られないもの、またはあっても細かいハ

ケ調整でタタキロが消えているもの (16・ 18・ 19)、 いわゆる布留式甕の傾向をもつもの (20・

21)、 複合口縁を持つもの (22・ 23)、 長胴で粗いハケ調整、内面に指頭圧痕を残すもの (24・

25)の 4種がある。

庄内甕の系譜を引く甕 (14015)は、ともに茶褐色～黒褐色の色調を呈するもので、Ⅱ類型

河内の砂礫を使用する。

(14)は きわめて扁平な体部のみ遺存するもので、外面の調整は左上がリクタキの後右上り

のハケ、内面底部には指押えの圧痕があり、ヘラケズリは下半を左下から右上、上半を右から

左へと行っている。内面底部には炭化物が付着し、外面の腹部以下には煤が厚くこびりついて

いる。

(15)は球形に近い体部に「 く」の字形に屈曲して日縁部にいたるもので、屈曲部内面の稜

線 。日縁部の外反はともににぶい。日縁端部はわずかにつまみ上げられ、外傾する面を作る。

外面の調整は、上位が右上がリタタキ、下位が左上リタタキの後連続しない左傾～縦ハケ、内

面のヘラケズリは下半が左下から右上へ、上半肩の部分が右から左方向である。外面の腹部以

下および口縁部に煤が厚く付着する。
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I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)
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2(S=1:4)第 6図 出土遺物実測図一
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(17)は淡褐色を呈し、接合部の段が顕著に認められるもので、体部の形態は、肩が張り、

底は平たい。日縁部の屈曲は鈍く、端部近くで外反し、わずかにつまみ上げられ、直立気味の

側面を作る。外面は右上がリタタキの後左傾のハケ調整を施すが、下半の接合部はなでられて

いる。内面は底部および胴部中位の接合部を指押えの後ヘラケズリを行うが、ヘラケズリの方

向は、底部が下から上 。体部下半が左下から右上 。中位が左から右・体部上半左下から右上、

肩部を右から左と5方向に行われている。口縁部内面には横方向のハケが施される。日縁部に

は打ち欠き、体部中位には長径2.Ocm・ 短径1 7cmの穿孔がある。煤や炭化物の付着はなく、未

使用のようである。胎土はⅣ類型で、播磨に比定される。

(16)は肩から丸みを持って屈曲し、日縁部に至るもので、口縁端部は丸みを持って立ち上

がる。外面には右上がリタタキがあるが、その後ていねいな左傾のハケが施されるため、わず

かしか残らない。内面のヘラケズリは左下から右上方向で、日縁部内面には横ハケが施されて

いる。胎土は (17)と同様、Ⅳ類型播磨である。

(18・ 19)は ともにほぼ球形の体部を呈するもので、胎土はⅡa類型河内である。 (18)の

日縁部の形態は (15)に似ており、外傾する狭い面を作る。外面は右上がリタタキの後左傾の

ハケ調整であるが、タタキロはごくわずかしか見られない。内面底部に指押えの圧痕、ヘラケ

ズリは下半が左下から右上、上半が右から左方向、口縁内面には横方向のハケが施される。

(19)は表皮の剥離が甚だしく、調整は不明瞭である。外面はハケ、内面には底部の指押え

とヘラケズリが見られる。

布留式甕の傾向をもつ甕 (20・ 21)は ともに淡褐色を呈し、胎土はⅣ類型加賀である。形態

はほぼ相似形で、やや上方で張る扁平な倒卵形の体部から内湾する口縁部、日縁端部は内に巻

き込み、上方に水平な狭い面ができる。外面の調整はともに縦ハケの後中位上半に連続しない

横ハケ、内面は底部指押えの後ヘラケズリ、肩部のみなでられる。指押えの圧痕は、 (20)で

は底部のみに残るだけであるが、(21)で は体部中位にまで及ぶ。

複合口縁を持つ甕 (22)は、いわゆる吉備系の甕の形態を有するが、(23)イま肩に鋭い稜線

が一周し、特異な形態を呈している。砂礫の観察では (22・ 23)と もにⅣ類型播磨の特徴を示

している。

(24・ 25)は外面の粗い縦ハケ、体部上位にまで及ぶ内面の指押えの圧痕、短く折れる日縁

部などから阿波の甕の特徴を有するもので、砂礫の観察からも片岩を含むⅧ類型阿波のもので

ある。

砥石 (26)は長楕円形の石材を使用しており、両端は折損、上面 。下面の平坦面が主な使用

面で、側面にも細かい使用痕が無数にある。現存長33.3cm。 最大幅11 7cm。 厚さ49～ 5 6cm、

石材は泥岩である。
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I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)

∝m

第7図 出土遺物実測図-3(S=1:4)

SK201内部からは、土器類以外に礫が10数個出土 している。中には偶然混入したものも含ま

れているであろうが、調査地付近にない石については、運ばれ、土器とともに SK2011こ おさ

められたものと考えられる。なかでもめだつものは、石英質片岩である。石英質片岩は、いわ

ゆる「白石」と呼ばれるもので、古墳などのある特定の場所に敷きつめられることの多いもの

である。産地は紀ノ川・吉野川下流域に限定される。

― H―



SK201か ら出土した白石は10個で、大きさは最小のものが短径 1.5clll・ 長径2.Ocm。 厚さ0.6cm、

最大のものは短径2.5cm。 長径4,Ocm・ 厚さ1.2clllを 測る。その他同様の大きさの石英および石英

質砂岩が各 1個ずつ出土している。このほかに、他の地方から持ち運ばれたと考えられるもの

には、紀ノ川流域を産地とする絹雲母片岩 (1個)、 石川流域を産地とする礫岩 (1個 )、 坊岩

(2個)等がある。在地のものと考えられるものには、安山岩・閃緑岩・ チャート (各 1個 )、

アプライト (3個)がある。

第 7層出土遺物

甕には、遺構出土のものと同様、庄内甕の系譜を引くもの (27～ 32)、 布留式甕 (33・ 34)、

阿波の甕 (35・ 36)な どが見られる。庄内甕の系譜を引く甕は、いずれも日縁端部のつまみあ

げは鈍 く、球形に近い体部を持つものである。阿波の甕は、外面の調整が粗い縦ハケ、内面に

は指頭圧痕が体部上位にまで及んでいる。

壷には、大型広口壷 (37)を はじめとして、直口壷 (38～ 41)、 小型壺 (42・ 46・ 47)、 複合

口縁壷 (43)がある。直口壷には大型 (38・ 39)。 小型 (40041)の 2種があり、小型壷には、

精製された器種 (46)や、やや粗雑で器肉の厚い (47)、 特異な形態の (42)な どがある。

二段に屈曲する鉢には浅いもの (44)と深いもの (45)があり、小型器台には受け部が浅い

皿形を呈する (48)と椀形の (49)が、高杯には杯部が椀形の (51)と段を持つ (50がある。

砥石 (56)は折損面以外の 5面に使用痕を持つもので、縦6.Ocm×横7.8cm× 高さ5,Ocmの直方

体を呈する。石材は流紋岩である。

4 まとめ

今回の調査では、SK201か ら古墳時代前期 (布留式古相)の甕を主とする良好な一括資料が

得られた。土器に含まれる砂粒の分析から、阿波、吉備、播磨、山陰、加賀、河内、石川下流

域、在地の各地域が抽出され、広範囲に及ぶ地域間の交流が明らかになった。今回の分析結果

からは、庄内甕の系譜を引くものは河内 。播磨に、布留甕の傾向を持つものは加賀に、その産

地がおおむね限定されたようである。

一方、SK201か ら出土したものには、日縁部を打ち欠いたもの (壷 第 5図 -2・ 3、 鉢―

13、 甕 第 6図 -17)や穿孔を持つもの (壷 第 5図 -2、 甕 第 6図 -17)も見られること

や、白石 (図版五)が含まれていることなどから、SK201が墓に関連する施設、あるいは祭祀

の場であったことが考えられ、ここが、この時期の中田遺跡の重要なポイントであったといえ

る。
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第 8図 出土遺物実測図-4(S=1:4)
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5 出土遺物観察表

番号 器種・部位
出土

地点
法量 (側 ) 色調 胎土 焼成 形態 。調整の特徴 備考

】
広口壷
日縁部

SK201 回 径 暗茶褐色
密～
やや粗

良好
直立する頸部から水平近 くに屈曲する日縁部、端
部は丸 く終る。
指押え、ヘラによる面取 り後 ヨコナデ。

生駒西麓

2
直□壷
回縁部

SK201 回 径  205 茶褐色 粗 良好

□縁端部は外傾する面を持つ。 ヨヨナデ。
口縁端部・頸部下端は打ち欠き ,研磨の可能性あ
り、頸部に 2孔 (径 3 mm)を穿つ。

生駒西麓
表皮剥離する

3
直□壷
回縁部

SK201 回 径 茶褐色 粗 良灯
直線的に開く日縁部、端部はわずかに巻き込む。
外面縦ハケ・ 内面横ハケ後 ヨヨナデ。
日縁端部打ち欠き。研磨の可能性あり。

生駒西麓

4
複合口縁壷
回縁部

SK201 回 径  189 淡灰褐色 密～
やや粗

艮好 茫窒日7講爺息原蜃手を善准得唇ユる上段回縁部
ヨヨナデ。

回縁部外側面
に煤付着

5
士霊型
形
小
完 SK201 径

高
回
器 淡赤褐色 密 良好

体部中位には鋭い稜線が一周する。口縁部は内湾
気味に伸び、端部は反 り、尖る。
日縁内面に暗文状の放射状ヘラミガキを施す。
ヘラケズリ後細かいヘラミ方キ、内面体部ナデ。

体部中位に煉
付着

小型壷
ほば完形

SK201
日 径  107
器 高  73 淡赤褐色

精良～
密

良好

浅 くて張りの弱い体部から内湾気味に伸び、端部
近 くで外反気味に開 く回縁部、端部は尖る。
ヘラケズリ後細かいヘラミガキ、内面体部ナデ。

7
壷
部
型
縁
小

日
SK201 口 径  109 淡赤褐色～にぶい褐色

密 良好
内湾気味に伸びる日縁郡、端部は尖り剣味に終る。
ヘラミガキ、ナデ、ヨコナデ。

壷
部
型
縁
小
日

SK201 回 径 にぶい褐色
密～
やや粗

良好
内湾気味に伸びた後、端耶は反 り、尖る。
ヘラミガキ、ナデ、ヨコナデ。

9
小型霊
回縁～体部

Sk201 最大径  71 赤褐色 密 良好

浅 くて張りの少ない体部から、日縁部は内湾 して
開 く。
ヘラケズリ、細かいヘラミガキ、内面体部ナデ。
ヘラケズリは内外の体部 上位まで及ぶ。

10 小型有段鉢
回縁～体部

SK201 径
暗赤褐色～
にぶい褐色

密 良好
深い体部、日縁部の屈曲は鈍い、日縁端邸は尖る。
ヘラケズリ後細かいヘラミガキ、ナデ、ヨコナデ。

日縁端部に煤
付着

11
小型器台
脚部

SK201 据 径  H0 淡茶褐色 密 良好
円錐形の脚台、端部は尖る。 1孔残存。
ナデ、ヘラミガキ、 ヨコナデ。

据端部に煤付
着

12 高杯
脚部

SK201 据 径  115 淡褐色～にぶい褐色
密 良好

丈高の柱状部からゆるやかに開き、内湾気味の裾
部に至る。端部は下へ巻 き込む。
外面ヘラによる面収 り後 ヨヨナデ、内面絞 り、指
押え、横ハケ後 ヨコナデ。

裾端部に黒斑

13 大型有段鉢
□縁～体部

SK201 回 径  379 灰褐色
中核灰黒色

粗 良好
縁祭寿ぢ変暫;外

へわずかにつまみ出される。日
外面ハケ、 ヨヨナデ、内面指押え、ヘラケズリ、
ハケ、ヨコナデ。

山陰系
表皮剥離する

14 甕
体部

SK201 最大径
体部高

茶褐色～
黒褐色

粗 良好 嵐篭姥王寡牙

'9甲

髪客倭冴瀧興屏令島尋矮蔀指
押え後ヘラケズリ (下半左下→右ム 上半右→左)。

庄内系
体部中位以下
に厚 く煤付着

15 甕
日縁～体部

SK201
径
径大

回
最

茶褐色～
黒褐色

粗 良 好

球形に近い体部、日縁部は外反 し、端部のつまみ
上げは強 く、外傾する面を持つ。外面肩部上位右
とり。下位左上 リタタキ後乱方向ハケ、内面ヘラ
ケズリ (肩部右→た 。腹部以下左下→右上 )。

庄内系 外面
口縁部・体部
下半に煤付着

甕
回縁～肩部

SK201 □ 径  143 淡赤褐色 やや粗 良好
回縁部は先細となり、端部は丸 くつまむ。
外面右上り極細 タタキ後縦ハケ、内面ヘラケズリ
(左下→右上)日縁部横ハケ。

17 甕
完形

SK201
回 径
器 高
最大径

淡褐色～
にぶい褐色

やや粗 良好

体部は扁平な倒卵形、辰はやや平たい。外面右上
リタタキ後左傾のハケ、内面底部・腹部指押え後
ヘラケズリ (底部下→上・腹部左下→右上・ 肩部
右→左)、 内面口縁部横ハケ。

回縁部・体部
に打ち欠き

甕
ほぼ完形

SK201
口 径
最大径
器 高

淡赤褐色～
黄褐色

やや粗 良好

球形に近い体部。底はやや尖り気味。
外面右上 り極細タタキ後左傾のハケ、内面底部指
押え、ヘラケズリ (下半左下→右上・上半右→つ 、
口縁部横ハケ。

腹部以下に爆
付着

19
甕
体部

SK201 最大径  238
体部高  219

赤褐色～
茶褐色

粗 良好
球形に近い体部。
外面ハケ、 ヨコナデ、内面指押え、ヘラケズリ

表皮剥離

甕
完形

SK201
径
径
高
大
回
最
器

淡褐色～

淡赤褐色
密～
やや粗

良 好

最大径はやや上位にある。日縁部は内湾 し、端部
は内に巻き込み、上端は狭い平面をなす。外面縦
ハケ後肩部に横ハケ、内面底部に指押え後ヘラケ
ズリ (下位右→左・ 中位右下→左上)、 肩部ナデ。

布留系 腹部
以下に煤、内
底面に炭化物

―-14-―



I 中田遺跡第 5次 (NT90-5)

番号 器種 。部位
土

点

出

地
法量 (cm) 色 調 胎土 焼成 形態 。調整の特徴 備考

饗
日縁～体部

SK201
径
径
高
大
存

回
最
現

淡褐色～
淡赤褐色

密～
やや粗

良好民奪命二こ客ξ::ξると阜ξ言:常考蟄h青二
部
内
物

腹

化ヽ
煤
炭

ヤ糸
に
に

留
下
面

布
以
底

甕
回縁部

SK201 日 径  126 淡褐色 やや粗
～粗

良好 満吾倉な普慈良界縫習れ哲藤部
は内傾気味で、外

ナデ、 ヨコナデ。

占備系 口縁
部外側面に煤
表皮剥離する

甕
日縁部

SK201 口 径  138 灰褐色 やや粗 良好 會B拿属毎きどξζ::F舞誓貰哲7肇イ!雹禁
甕
体部

SK201 最大径  214
現存高  196 灰褐色

密～
やや粗

良好 暴含侯算FS'雰兵9ヨ員Ⅲイlナデ。内面指押
阿波系
外面下半に煤
付着

甕
図上で完形

SK201
回 径
最大径
器 高

灰褐色
密～
やや粗 良好二:き言弓寺毘£貴i畠毒葺援々な手!与鳥詳

面
底
着

外
内
付物ヽ

系
煤
化

波
半
炭

阿
下
面

甕
日縁～肩部

1区～
3区

日 径  148
最大径  194 暗茶褐色

やや粗
～粗

良好 艶 ケ?覆笞伝唇賞́:含吾R:7暇寺
庄内系
肩部以下に爆
付着

甕
回縁～肩部

3区 回 径  146
最大径  200 茶褐色

やや粗
～粗

良 好 夕啓争写ど:と:三者糧写喜猛再貪写:亀ERを 庄内系
甕
回縁～体部

2区 日 径  137
最大径  203 茶褐色 相 良好 翻   嬰庄内系 外面煤、内面下半

炭化物付着

甕
回縁部

1区 日 径  147 淡茶褐色 やや粗
～粗

良好

部

ｏ

端

つ持ヽ
部
を
縁
面
回
い
る
狭
す
る

曲
す
屈
傾
＞
ｏ

に
外
左

形

ヽ
↓

字
れ
右

の

りヽ
く

ヨ
げ
リ

く
上
ズ

Ｆ

み
ケ

，り
゛
０
フ

か

つ
ヘ

部
に
面

体
内
内

庄内系

甕
日縁部

1区 回 径  144 茶褐色 粗や
粗
や

¨
良好 算きとこサ;ケξ「髯,F賽含畳:争曇子]°

端
庄内系
外面に煤付着

甕
完形

2区
径
径
高
大
回
最
器

茶褐色
粗や
粗
や

一
良好 斎蓄岩とうヲ夢拿稜2陰泳二

写写辞誤:狙↑
庄内系 外面
煤、内面下半
炭化物付着

甕
回縁部

3区 回 径  158 赤褐色 やや粗 良好 農寧著吾霜毒号F部、端部は内に肥厚してやや内
ヨコナデ。

布留系
表皮剥離する

甕
日縁部

2区 回 径  153 淡褐色 やや粗 良好 宇憲法汽署と思箸計ヽ端部
は内外に肥厚吹内傾

ヨコナデ。
布留系

甕
回縁～体部

3区 回 径
最大径

にぶい褐色
密～
やや粗 良好現宮稔真::自gそ専:B二:;3阜il[今権 着

る
付
す
煤
離

系
に
剥

波
面
皮

阿
外
表

甕
日縁～肩部

1区 回 径  141 にぶい褐色 密～やや粗 良 好 そξ::::::!ますと[目雪肯↓蕉,こ客會,F4色 |;腎丸F夕阜i音塀号ξ
外面太・細 2種のハケ、内面指押え後ナデ。

阿波系
内外に煤付着
表皮最1難する

大型広回壺
日縁部

1区 □ 径  230 赤褐色～
茶褐色

密～
やや粗

良好 昇き:3詈酵癸,P得∃なξFζ ]景啓�著Fは
直口壷
回縁部

1区 口 径  '35 灰褐色
中核は灰色

やや粗 良好 環糧誓猛管「魚尋綴賛ラで琴攣全今字r彗看亨義 黒斑 あ り

直日壷
回縁部

lⅨ 回 径  180 茶褐色 粗 良好 鏑習fゝ免(霧憲ン垢昇守盲ヨデ雰評ヽ端部は外
ヘ内面に赤色顔
料付着 ?

直回壷
回縁部
(柵吹 働

1区～
2区 頸部径  61 灰褐色 やや粗 良好 突つ尋塔年1咎をヶ嬰∫日縁部、端部は欠損。 表皮剥離する

直回壷
口縁部

2区 回 径
赤褐色～
明橙色

密～
やや粗

良好

-15-



番号 器種・部位
土

点

出

地
法量 (cm) 色調 胎 土 焼成 形態・ 調整の特徴 備考

42 壷
回縁～肩部

2区 回 径  146
最大径  160 灰褐色

密～
やや粗

良好

扁平な体部から「 く」の字形に屈曲する口縁部。

辣書機尖夕尋梵缶資9券ズリ後ナデ、日縁部横ハ
ケ。

内面体部・ 外
面腹部に黒斑

複合回縁壷
回縁部

4区 回 径  174 明橙色 やや粗 良好 可星a日縁離律皇野轟晶七褒2を
外反気味に開

ヨコナデ。
表皮剥離する

小型有段鉢
口縁～体部

1区～
4区 回 径  174 や色

色
褐
橙
赤
明 粗

”
や
雷
や 良好 警ぢ僣譜ぞ́粂訴誓丸好霧ぢ́

後、強く外反して
ナデ、 ヨコナデ。

表皮黒1離する

合議々除鈴 2区 口 径  145 明橙色～
淡褐色

密 良好 奮泄餡薄含ゑ魏で≧看F繁錦螢炎腎
外反してさ

細かいヘラミガキ、 ヨコナデ。
外面に煤付着

小型霊
口縁～体部

3区
径
径大

回
最

にぶい褐色 密 良好 夕笞掃暴奮賃参ξ阜雪]賞魯写豊卜台儀景暴号【
ガキ。

小型壷
底部

2区 底 径  31 嗜茶褐色 密 良好
半球形の体部下半のみ遺存、わずかに平たい底を

療吾絶かいヘラミガキ、内面ナデ。
黒斑あり

小型器台
受部

2区～
3区 日 径  91 増赤褐色

中核―灰色
密 良好
き壌黒欝髯窮季欺譜赤只写暫家音意すi弯 !堀皐鼻|ど
の接合部で欠損。
細かいヘラミガキ、ナデ。

小型器台
受部

2区 回 径  100 灰褐色 密～
やや粗

良好 苫撥顎8蓮薮ちゞ誓薄嫁P高象低吾猿き傘潔ら発歯
調整不明。

表皮剥離

小型器台
脚部

2区 裾 径  99
色褐
色
い
褐
ぶ
淡
に

や
密 良好 寮畜難采弱手側書チ夢ぎ舗爺毛kにハケ。

杯
部
高
杯

2区～
3区 日 径  48 淡褐色 密～

やや粗
良好
半球形の杯部、端部は丸 く終わる。脚部との接合

舜舎

'婆

F杓面ナデ後暗文状の放射状ヘラミガキ。
表皮剥離

高杯
裾部

4区 裾 径  18 淡褐色 やや粗 良好 争蟄Fζ :学 :号啓笞避爵壱曼麟f手絡惑撃」i

高杯
杯体部

3区 杯底径
赤褐色～
明橙色

密～
やや粗

良好 奏ぢ〔募写畢斉ぞ景魯獣〔争露禁指昆gふ塚争
反

高杯
脚柱状部

2区 脚頂径  23 暗赤褐色 密～
やや粗

良好
ゆるやかに開 く脚柱状部のみ遺存、杯部 。裾部と

外蓄貪習花&客各撮ち後ハケ、内面絞り後ナデ。
表皮剥離する

高杯
脚裾部

1区 裾 径  122 淡褐色～にぶい褐色
密～
やや粗

良好
直線的に開 く脚裾部。端部は突る。 1孔残存。
内面ハケ。
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I 中田遺跡第 5次(NT90-5)

6 土器の表面に見 られる砂礫

奥田  尚

中田遺跡から出土した庄内式期の土器の表面にみられる砂礫を肉眼で観察 した。中田遺跡で

は非常に多くの搬入土器が報告されている。今回の観察結果も従来の結果と同じように吉備、

播磨、阿波、加賀と各地からの土器が集まっている。観察方法は、最初に裸眼で全体を観察し、

観察良好な部分を倍率30倍の実体鏡で観察した。観察は砂礫の種類、粒径、粒形、量等に注意

して行った。石英と長石が噛み合っているから花南岩とした砂礫であっても大きなものであれ

ば、花南閃緑岩あるいは片麻状花聞岩のようになる場合もある。また、見えている部分だけで

の判断であるため粒径については長径を示 していると言い難い。粒径は目測によりmm単位で行っ

た。また、量についても日測により行った。

構成砂礫種は岩石片として花聞岩、閃緑岩、流紋岩、砂岩、泥岩、チャート、片岩、火山ガ

ラス、鉱物片として石英、長石、黒雲母、角閃石、輝石である。これら砂礫種の特徴について

述べる。

花蘭岩 :色は灰白色で、粒形が角、粒径が最大 9 mmである。石英 。長石、石英 。長石・黒雲

母が噛み合っている。

閃緑岩 :色 は灰白色で、粒形が角、粒径が最大 6 mmである。長石 。角閃石、角閃石・黒雲母

が噛み合っている。

流紋岩 :色は灰色、灰白色、暗灰色、茶褐色、淡茶褐色、赤茶色である。粒形が角、亜角、

亜円、粒径が最大 6■■である。石基はガラス質である。

砂岩 :色は灰色、茶褐色で、粒形が亜角、粒径が最大 l mmで ある。細粒砂からなる。

泥岩 :色 は灰色で、粒形が亜角、粒径が最大 l mmで ある。

チャート:色は灰白色、灰色、褐色で、粒形は角、亜円、粒径が最大0 7mmで ある。

片岩 :色は褐色、灰色、灰褐色、灰白色透明、無色透明で、粒形が角、亜円、粒径が最大10

mmである。泥質片岩、石英質片岩、紅廉石片岩等である。

火山ガラス :無色透明、黒色透明で、粒径が最大0,7mmで ある。貝殻状、フジツボ状である。

石英 :無色透明、粒形が角、粒径が最大 l mmで ある。複六角錐あるいはその一部が認められ

るものがある。

長石 :灰白色、灰白色透明、無色透明で、粒形が角、粒径が最大 8 mmである。

黒雲母 :金色、黒色で、板状である。粒径が最大 6 mmである。

角閃石 :黒色、茶褐色で、粒形が角、粒状、柱状をなし、粒径が最大 8 mmである。結晶面が

認められるものがある。また、くさっているものもある。
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輝石 :褐色透明、黒色透明で、粒形が角、柱状をなし、粒径が最大0.3mmで ある。 自形をな

すものが多い。

以上のような砂礫種から源岩を予測した砂礫種構成を求めれば、流紋岩質岩起源と推定され

る砂礫からなるⅣ類型、閃緑岩質岩起源と推定される砂礫からなるH類型が多く、花南岩質岩

起源と推定される砂礫からなる I類型、片岩起源と推定される砂礫からなるⅧ類型がごく僅か

である。僅かに含まれる砂礫種から亜類型に区分すれば、 Ib類型、 I bd類型、 I bdg類 型、

Ha類型、Ⅳe類型、Ⅳegh類型、Ⅷh類型、Ⅷn類型の 8亜類型に区分される。

各類型について述べる。

I類型 :花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を僅かに含む

砂礫からなる ……………………………………………………Ⅲ…………・―…………Ⅲ………………・Ib類型

花蘭岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源と推定される砂礫、流紋岩質岩

起源と推定される砂礫を僅かに含む砂礫からなる …………Ⅲ……Ⅲ…………………………I bd類型

花南岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、閃緑岩質岩起源と推定される砂礫、流紋岩質岩

起源と推定される砂礫、チャートを僅かに含む砂礫からなる …………Ⅲ…Ⅲ…………Ⅲ… I bdg類型

H類型 :閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

閃緑岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、花南岩質岩起源と推定される砂礫を僅かに含む

砂礫からなる 。一………………Ⅲ…………………………………………………Ⅲ……… … ……Ⅱa類型

Ⅳ類型 :流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とする。

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、安山岩質岩起源と推定される砂礫を僅かに含む

砂礫からなる・……………………………………………………………………………………Ⅳe類型

流紋岩質岩起源と推定される砂礫を主とし、安山岩質岩起源と推定される砂礫、砂岩や泥岩、

片岩を僅かに含む砂礫からなる・……………………………………………………………Ⅳegh類型

Ⅷ類型 :片岩起源と推定される砂礫を主とする。

片岩起源と推定される砂礫からなる 中………Ⅲ………………………………Ⅲ………………Ⅷh類型

片岩起源と推定される砂礫を主とし、角閃石を僅かに含む砂礫からなる ………Ⅲ……Ⅷn類型

土器に含まれる砂礫の採取地を上器が出土 した大阪府八尾市中田を中心にして求める。中田

遺跡は大和川の沖積地に形成された遺跡で、東に生駒山地、西に上町台地が南北にのびている

ほば中央部に位置する。大和川は柏原市船橋付近で石川と合流 して北流する。このような地形

と岩石分布から流出する河川の砂礫は場所により若干異なる。山地から流出する谷川等の河川

の砂礫には比較的長石が多く、砂礫の供給地が遠くなる大和川では長石が比較的少ない。また、

上町台地近くの西部になればチャートが比較的多くなる。河内一帯の山地には花南岩類が広 く
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I 中田遺跡第5次 (NT90-5)

分布するため花蘭岩類を主とする砂礫となる。流紋岩質岩起源と推定される砂礫や片岩起源と

推定される砂礫を主とする砂礫は明らかに他地の砂礫である。

砂礫構成の特徴 (砂礫相)を基に砂礫の採取地を推定すれば次のようになる。

Ib類型で比較的長石が少ない砂礫構成は船橋以北の大和川の砂礫と推定され、中田遺跡付

近の砂礫とも同じである。 Ib類型で比較的長石が多い砂礫は生駒山地から流出する谷川の砂

礫に似ているものがある。場所は限定出来ない。 I bd類型に属する砂礫は自形の石英を含み、

角閃石に結晶面が見られ、閃緑岩に柱状で自形をなす角閃石が見られることから吉備足守川流

域の加茂遺跡付近の砂礫に酷似する。チャートや片岩も合めば旭川流域の百間川遺跡付近の砂

礫に酷似する。 I bdg類型に属する砂礫はチャートや砂岩を含み、比較的長石が多 く、 自形の

石英が僅かに含まれることから石川下流域の古市から玉手山付近にかけての石川の砂礫に酷似

する。Ⅱa類型に属する砂礫で角閃石が柱状で結晶面がみられるものが多く、閃緑岩に柱状自

形の角閃石がみられ、自形の石英もみられる砂礫は、吉備足守川加茂遺跡付近の砂礫と推定さ

れる。裸眼で白色の長石や黒色粒状の角閃石が目立ち、花南岩質岩起源の砂礫が少なく、角閃

石に風化しているものが多い砂礫相を示すものは河内とした砂礫構成である。このような砂礫

構成は砂礫が角張っており、閃緑岩の媒乱砂に中田付近の粘土を混ぜて胎土としたものである

と推定される。このような砂礫構成の土器は中田遺跡出上の弥生時代後期の大型器合に始まる

といえる。恩智神社東方で砂礫が得られる。このような砂礫構成を河内タイプとした。Ⅳe類

型の砂礫は播磨、山陰、加賀では砂礫相が若干ことなることから区分される。Ⅳegh類型の砂

礫は片岩やチャー ト等がおゝ くまれることから播磨付近の砂礫と推定される。Ⅷ類型の砂礫には

砂岩や泥岩、花蘭岩等が認められないことから吉野川下流の阿波付近の砂礫と推定される。

以上のように在地で採取される砂礫もあるが、吉備の足守川中流付近、播磨南部付近、吉野

川下流の阿波付近、加賀南部、近くでは石川下流域の砂礫で製作されたと推定される土器が中

田遺跡から出土 しているといえる。

-19-



試 料 番 号

器
 
種

岩
石

鉱
物

海 面 の 骨 片

類
型

花
闘
岩

閃
緑
岩

流
紋
岩

安
山
岩
砂
岩
・
泥
岩

片
 
岩
火
山
ガ
ラ
ス
石
 
美

長
 
石

雲
 
母

角
閃
石

l1
7 
石

裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
課
眼
30
倍
裸
眼
80
倍
襖
限
30
倍
裸
眼
30
倍
裸
眼
30
倍
操
眼
30
倍
裸
眼
30
倍

]
直
回
壷

Ⅵ
稀 角

M―
似 角

L―
甲
M―
中
M―
多

M―
稀

岩
li
g

2
直
口
壷

L―
柿 角
L―
稀 角
L―
稀 角

S稀
L‐
中
L―
中
M稀
綬
L―
怪
L―
多
■
,網

ａ 丙

Ⅱ 河

3
直
回
壷

稀 角
L―
稀 色

L―
補
L―
微
L―
中
M―
補 続
L:

― 多
L―
多

Ⅱ
a
河
丙

4
複
合
日
縁
壷

L―
僅 角

L―
柄 色

L‐
僅

L―
多

M―
中

5
小
型
丸
底
壷

稀 角
」 ． 雨

M―
僅 角

S微 E僅
S優

S稀
稀 斐

IV
e
盤
藩

6
小
型
丸
底
壺

S稀
S稀

S稀
締

S僅
砂
礫
細
粒

区
分
不
能

7
小
型
丸
底
壷

中 稀
Ｍ Ｅ

S僅
稀 続

S微
ｂ 舶
Ｉ 芹

8
小
型
丸
医
壷

S僅
S多

S撻
砂
躁
細
粒

区
分
禾
能

9
小
型
丸
底
壷

種
S稀
板

S中
整野
架経

小
型
有
段
鉢

M稀
色

稀 フ

Ｍ 目
M―
中

稀 締

中 中

Ｓ Ｅ
Ｆ

ｂ
ｄ

構

Ｉ 吉

11
小
型
器
台

M稀
角

M稀
貝

M―
中

M―
中

稀 板
微 僅

Ｓ Ｅ
Ｆ

Ib

12
高
杯

稀 色

S種
S中

S稀
灘 朧

ａ 備

Ⅱ 吉

13
鉢

L―
僅
亜
角
M‐
僅 角

M稀 員
フ

L―
中
E多
M―
微
L―
微

S
S稀 E中

ｅ 陰
Ⅳ 山

14
餐 庄
内

M稀
色

M―
稀 貝

M―
微
L―
僅
M―
中

M―
微
粒
板
L―
僅
L-
5

ａ ｛ ｎ

Ⅱ 河

15
甕 庄
内

― 初
L―
中
L―
僅

L―
中

ａ 内

Ⅱ 河

甕 岸
内

L―
中 角
L―
中 色

M―
郁 目
M―
健
し
― 中
M―
微
M´
僅

結

S微
S稀 E中

Ⅳ
e

暦
磨

17
甕 岸
内

物 角
」 亜

Lィ
中 色

L―
多
E僅
M‐
僅
M僅

S稀
粒
S需 EI

ｅ 磨
Ⅳ 藩

甕 庄
内

M稀
角

L―
稀
L―
獲
M―
優
L―
鶴 茄
M―
穫 綱
M―
微
L―
非

Ⅱ
a
河
内

19
甕 庄
内

襦 色

L―
繊

L‐
中
M―
稀 脂
M‐
僅
板
粒
M―
僅
L―
多

Ⅱ
a
河
内

甕 布
留
個
向

L―
中 角
L―
中
亜
角

Mi
M―
中
M―
僅
E中
S稀
M微

L―
微 板

M―
稀
S稀 E中

ｅ 省
Ⅳ 加

21
甕 布
留
傾
向

M至
{

Ｌ 亜
M―
僅
M―
健
E中

L―
健
M―
微 締
M斬
ホ

稀 好
IV
e
i口
準
雪

餐 吉
備

L―
補 儀
L‐
多 角

稀 角
Ｌ 亜

M稀 亜
円

M―
僅
M―
種
R樺
M―
微
M―
修
M―
襦 涌

需 ■
選
窪
h

甕 吉
備

M―
中 角
L―
中 在

M―
僅
優 僅
Ｍ Ｅ

M―
微

S稀 E非
ｅ 磨
Ⅳ 括

甕 阿
波

微 働

咋 隻

由 Ｔ フ

M―
健

S稀
ｎ 波
Ⅷ 阿

甕 団
滞

僅 〔

中 存
L‐
健

L―
微

ｈ 雄

Ⅷ 団

― ― ］ 〇 ― ―

僅 じ

鶉 蜘 抑
微
〓 瓢 ）

満 満

的
鋤
粒
径
０
５
ｍｍ
未

束
〓
束
状

一　一　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　　一　一

Ｓ 僅 Ｓ 状
殻
貝
ｍｍ以
上 期 耐 貝≡
２ｍｍ未
満０ ］ 蜘 板〓板
状

多

〓粒
径 却 〓粒
径 幅

Ｍ 多 Ｍ 舘
拠 中 ‐ｍｍ以
上 弾

径 が 径
」〓
粒 癖 」〓
粒 滉
］　の形ＥＦ〓
結晶面

裸 　 実 自
〓

裸
眼
=裸
眼
観
祭

30
倍
=実
体
鏡
の
倍
率
が
30
倍

―
=以
下
の
粒
径
が
あ
る

稀
=量
が
ご
く
こ
く
僅
か



Ⅵ    図



全景 (西から)

と共ごYF鞠 !｀ず甲瑚曝綴困

S K201遺物出土状況 (西から)

S K201完掘 (西から)



図
版
ニ

S K201出 土遺物



図
版
三

25

S K201出 土遺物



第 7層出土遺物



図
版
五

:■   ′|｀   ||

||||― lti

石英質

∝
鵬
翰

鴛

付∞

に

阻

ラ

（η
勒
』
穣
鮎

，

非

囀 ∞け ０

賠

ガ‰
，
鞘

絹雲母片岩

S K201出 土遺物 (26他 )、 第 7層 出土遺物



Ⅱ 中田遺跡第 6次調査 (NT90-6)



例

1、 本書は、八尾市八尾木北 3丁目～刑部 2丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 2年度

第22工区)に伴う発掘調査の報告である。

1、 本書で報告する中田遺跡第 6次調査 (NT90-6)の発掘調査業務は、財団法人八尾市文

化財調査研究会が、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第72号 平成 2年 8月 22日付)

に基づき、八尾市から委託を受けて実施したものである。

1、 現地調査は、平成 3年 1月 8日 から2月 15日 (実働 9日 間)にかけて成海佳子を担当者と

して実施したが、 1区～ 4区の調査区のうち、 2区・ 3区は坪田真一、 4区は高萩千秋が

補佐した。

と、調査面積は約1804fを測る。

1、 現地調査には、岡田聖―・濱田千年が参加した。

と、内業整理には、磯上サカエ。高柳恵美 。宮崎寛子・村井俊子 ,山内千恵子が参加した。
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Ⅱ 中国遺跡第 6次 (NT90-6)

Ⅱ 中田遺跡第 6次調査 (NT90-6)

1 は じめに

今回の調査は公共下水道工事に伴うもので、当調査研究会が中田遺跡内

で実施した発掘調査の第 6次調査にあたる。調査地である八尾木北 3丁目

～刑部 2丁目は中田遺跡の南東部に位置しており、遺跡内の北西部に位置

する第 5次調査地 (NT90-5=本書 I)と は400～800m隔たっている。

当地周辺では、大阪府教育委員会85年度調査地配40ト レンチ (本書 I第

2図―⑪)が 1区の北隣に接 しており、そこからさらに西100mに市教委

87年度調査地 (⑬)が位置している。さらに 1区の南側の楠根川では、92

年度・ 98年度に河川改修工事に伴う発掘調査が当調査研会によつて行われ

ている (⑫・① )。 また、 3区の南側に位置する刑部小学校を中心とした

地区では、1974年度以降多くの調査がなされており、多大な成果が上がっ

ている (本書 I 第 2図 。一覧表参照)。

2 調査の方法 と経過

今回の発掘調査は、公共下水道工事 (平成 2年度第22工区)に伴うもの

で、八尾木北 3丁目から刑部 2丁目に至る東西約450mの 道路下の工事の

範囲のうち、 4か所の立坑構築部分を調査対象としたものである。総調査

面積は約180ド、調査期間は平成 3年 1月 8日 から2月 15日 までの 9日 間

である。

4か所の調査区は、西から1区～ 4区と呼び、まず西端の 1区から調査

を実施した。 1区の調査終了後 3区の調査を行い、工事の進捗状況に合わ

せて、 2区、 4区の順に調査を行った。各調査区では、現地表下 1.3～ 1.5

mま での盛土や撹乱 。旧耕土などを機械掘削した後、以下の0,3～ 0.5m程

度の厚さの遺物包含層を手掘りとして、遺物・遺構の検出に努め、写真撮

影・図面作成などの記録保存を随時行った。調査終了後は、各調査区で工

事による掘削が終了する時点まで立ち会い、下層の状況を確認した。

1区は楠根川左岸に位置する調査区である。平成 3年 1月 8日 から機械

掘削を開始 し、 1月 12日 に現地表下4,2mま での掘削を終了 した。調査面

積は67∬である。

■

第
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2区は 1区から東約200mに位置する調査区で、平成 3年 2月 4日 に機械掘削を開始 し、同

日に現地表下3,8mま での掘削を終了した。調査面積は20ポである。

3区は 2区からさらに東約100mに 位置する調査区で、平成 3年 1月 16日 から機械掘削を開

始し、 1月 18日 に現地表下4.lmま での掘削を終了した。調査面積は74nfで ある。

4区は 3区からさらに東約100mに 位置する調査区で、平成 3年 2月 15日 に機械掘削を開始

し、同日に現地表下4.Omま での掘削を終了した。調査面積は17∬である。

3 調査概要

1)1区

調査期間 :平成 3年 1月 8日 ～12日

調査面積 :67雷

楠根川左岸の調査区で、北西側は大阪府教育委員会昭和60年度調査地No40ト レンチに接して

いる。現地表面の標高はT,P.+10.4mで、盛土は1.5～ 2.Omの厚さでなされている。西半分は

盛土以下が現在の楠根川の流路と一致 しており、調査区の中央部では盛土の直下 (TP+85

m前後)で楠根川右岸が認められた。

東半分の基本層序は、盛土以下第 1層灰茶色砂混じり粘土 (層厚0.15～ 0.2m)、 第 2層茶灰

色微砂 (層厚01～0.3m)、 第 3層黄白色～灰茶色微砂と粗砂の互層 (層厚0.05～ 0.3m)、 第 4

層青色～灰茶色シルト (層厚0,05～0,3m)、 第 5層黄灰色粗砂～礫 (層厚2.5m以上)である。

第 1層～第 4層 は流路に切られる形で東半分にのみ堆積する土層である。第 5層 は調査区全体

に堆積 しており、改修以前の楠根川旧流路と考えられる。

このうち第 1層上面で近世～近代の溝などを検出したが、いずれも楠根川改修直前までのも

のである。また、第 5層からは、コンテナ 1箱分の土器が出土 している (第 3図 1～ 22)。

近世～近代の溝 :調査区北側で検出した。東から西への流路をもつが、西側半分は楠根川の

流路によって上面が削平されている。検出レベルはT.P+8.65～ 8.85mの第 2層上面であるが、

構築面はそれよりも上方の可能性がある。北側の肩は現代 (楠根川改修以前)の水路によって

切られているが、上面の幅は、約1.9m程度、深さは1.05mを 測る。内部堆積土は、上から①

灰褐色微砂、②灰褐色シルトと微砂の互層、③灰褐色粗砂混じリシルト、④灰褐色シルト～微

砂と粗砂～礫の互層である。

第 5層出土遺物 :第 5層出土遺物の時期は、おもに古墳時代前期初頭 (庄内式期)であるが、

弥生時代中期 (Ⅲ様式期)の高杯 (22)な ども含まれている。

古墳時代前期初頭の土器には小型直口壷 (1)・ 細頸壷 (2)。 小型壺 (4・ 5)・ 小型器台

(6)・ 二段屈曲の小型鉢 (7)。 高杯 (8～ 10)・ 甕 (11～ 19)・ 底部有孔鉢 (21)な どの多 く
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GL,=TP+10.3m

Ⅱ 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

1 灰茶色砂混粘土
2 茶灰色微砂
3 黄白色～灰茶色微砂と
粗砂の互層

4 青色～灰茶色ンルト
5 黄灰色粗砂～礫

引

″

＋

う
９
ｏ
ヨ

(S=水平 1
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第 2図  1区平断面図 :100、 垂直 1:50)
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第3図  1区出土遺物実測図 (S=1:4)

の器種があり、吉備 (12・ 21)・ 阿波 (19)な ど他地方の上器がかなり含まれている。遺存状

態は比較的良好で、ごく近隣から河川内に流入したものと考えられる。

2)2区

調査期間 :平成 3年 2月 4日

調査面積 :20∬

1区から東方約200m地点に位置する調査区で、現地表面の標高は T.P,+10.4m前後を測る。

調査区南部のほとんどは撹乱をうけていた。北側で認めれらた基本層序は、盛土 (層厚 1.3～

且
ヽ
〃
方
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E 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

GL.=TP+104m

1 暗青灰色微砂混粘土
2 暗灰青色細砂混粘土
3 暗灰青色粘質シルト
4 暗青灰色粘質ンルト
5 灰褐色細砂～粗砂
6 灰褐青色粘土
7 暗掲色粗砂混粘質土
8 掲灰色細砂

A 灰白色細砂
B 暗灰褐色細砂混粘土
C 暗青灰色細砂混粘土
D 青灰色細砂混粘質ンル ト
E 暗青灰色糧砂混粘質シルト

①

②

③

青灰色粘上に粗砂のプロック

暗青灰色粘上に粗砂のブロック

褐灰色粘土混細砂

|

1::::::■ ■:::::::::::::● :IIII

第 4図  2区平断面図 (S=水平 1

0         1m

―
:100、 垂直 1:50)、 近世井戸断面図 (S=1:50)
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1.6m)以下第 1層暗青灰色微砂混じり粘土 (層厚0.15～ 0.4m)、 第 2層暗灰青色細砂混じり粘

土 (層厚0.2～04m)、 第 3層暗灰青色粘質シル ト (層厚0.3～ 0.35m)、 第 4層暗青灰色粘質シ

ルト (層厚0.15～0.25m)、 第 5層灰褐色細砂～粗砂 (層厚0.2～05m)、 第 6層灰褐青色粘土

(層厚0～0.lm)、 第 7層暗褐色粗砂混じり粘質土 (層厚0～0.2m)、 第 8層褐灰色細砂 (層厚0.

6m以上)で、このうち第 5層以下が埋没河川の上層である。

ここでは、調査区南東隅で近世井戸を検出したが、上面はほとんどが削平されているため、

構築面は不明である。

近世井戸 :井戸掘形上面の径は2m前後、深さ2.2m程度あり、井戸底は、湧水層である第

8層にまで達している。井戸側は、桶を積み上げたもので、 3段分が遺存していた。井戸側は

径065～ 0.75m、 高さ lm前後、板の厚さ1 5cm前後である。井戸掘り形の堆積土は、上から①

青灰色粘土に粗砂のブロック、②暗青灰色粘土に粗砂のブロック、③褐灰色粘土混じり細砂で

ある。井戸掘形内部から磁器碗 1点が出土 している。

3)3区

調査期間 :平成 3年 1月 16日 ～18日

調査面積 :74∬

1区から東350m、 2区から150m地点に位置する調査区で、現地表面の標高は T,P.+10.3

m前後を測る。調査区のほとんどでは、現地表から1～ 15m程度の深さまで撹乱が及んでお

り、旧状をとどめていたのは南東部のみであった。南東部では、盛土が0.65m程度なされてお

り、盛土以下第 1層旧耕土 (層厚0.2m)、 第 2層床土 (層厚0.05～ 01m)、 第 3層褐色礫混 じ

り粘質土 (層厚015～ 0.2m)、 第 4層淡褐色礫混じり粘質シルト (層厚015～ 0.2m)、  第 5

層淡褐色粘質シルト (層厚01～015m)、 第 6層淡青灰色シルト (層厚015～ 0.2m)、 第 7層

淡青灰色～青灰色微砂 (層厚0.3～ 0.4m)、 第 8層黄白色粗砂 (層厚35m以上)である。

このうち第 6層上面で、奈良時代の溝 SD301を 検出した。第 6層中からは、弥生時代中期

(Ⅲ様式期)～古墳時代前期 (布留式期)の土器類が少量出土しているが、いずれも摩耗をう

けた小片である。

SD301:調査区北東部で検出した。東部 。南部は削平されている。北東一南西に流路をもつ

もので、検出長3.2m、 検出幅2.Omを測る。 2段の掘り形を持つもので、深さは0.5mを測る。

内部堆積土は上から①褐灰色礫混じり粘土、②褐灰色粘土、③褐灰色礫混じり粘土、④青黒色

粘土と灰色微砂のブロック層である。このうち①層には炭が多量に含まれている。

① o②層からは、土師器杯 (23～ 31)・ 月ヽ型壷 (32～ 34)・ 短頸壷 (38・ 39)・ 甕または鍋

(35～ 37・ 40～44)・ 羽釜 (45)・ 鉢 (46・ 47)。 小型椀 (48)・ 小型高杯 (49)、 須恵器長頸壺

(53・ 54)。 壺 (55～ 59)・ 杯 (60～ 63)・ 甕などの多量の土器のほか、土錘 (50)・ 砥石 (Sl・

-26-



Ⅱ 中田遺跡第6次 (NT90-6)

S2)が コンテナに 2箱分出土している (第 6図・第 7図 )。 土錘 (50)は ややいびつな管状土

錘で、上端および下端の一部が折損している。表皮の剥離が甚だしく、紐ずれ等の使用痕は未

確認である。短径2 1cm。 長径2.3cm。 現存長7.2cm、 孔の径は l cm前後で、中心からずれた位置

に穿たれている。砥石 (Sl)は平面が台形を呈し、上端は折損する。横断面は台形、縦断面

は長方形を呈する石材で、平坦な 4面に使用痕が認められる。現存長8.4cm・ 最大幅6.3cm・ 厚

さ4.8cmを測る。砥石 (S2)は平面の形状が三角形、断面長方形を呈する石材で、上下の 2面

に使用痕が認められる。長さ7.5cm・ 最大幅8.6cm・ 厚さ2.7cmを測る。

第 6層出土遺物 :第 6層中からは、弥生時代後期の壺 (65)、 同中期の壷 (66)、 石鏃 (S3)

が出土 している。石鏃は有茎式で細身、断面の形状は薄い菱形を呈 している。長さ5.3cm・ 最

大幅1.3cm・ 厚さ0.5cm前後を測る。

~GL=TP+103m

―――――-10m

-9m

1 旧耕土
2 床土
3 褐色礫混粘質土
4 淡掲色礫混粘質シル ト
5 淡褐色粘質シルト
6 淡青灰色シル ト
7 淡青灰色～青灰色微砂
8 黄白色粗砂

A                           A′
TP+9m
″タ

①
②
③
④

褐灰色礫混粘土
掲灰色粘土
掲灰色礫混粘土

0         1m

―

青黒粘土と灰色微砂のプロック

第 5図  3区平面図 (S=1:100)、 柱状図 (S=1:50)、 S D301断 面図 (S=1:50)
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Ⅱ 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

T1   /52
＼
ゝ _」 コ 』

"レ

56

57

注 錦 8

哩 コJメ 55

63

〔ΞΞΞ三〔
三二三二二IΞ三二三二三二二

千

=========‐==F房

77[呂
【も
66

１／
一〕

第 7図  3区出土遺物実測図-2(S=1:4、 石鏃のみ 2:3)

―の

―-29-―



4)4区

調査期間 :平成 3年 2月 15日

調査面積 :17雷

東端の調査区で、 3区から東約100m

の地点にあたり、現地表面の標高はT,P.

+10.6m前後を測る。調査区内のほとん

どが水道管布設の際に現地表から0.9m

程度の深さまで削平されている。

基本層序は、盛土以下第 1層灰褐色砂

礫混じり粘土 (層厚0.2m)、 第 2層暗灰

褐色礫砂混 じり粘質土 (層厚0.3～0,4m)、

第 3層灰褐色粘土混 じり細砂 (層厚0.15

～0.2m)、 第 4層灰褐色細砂 (層厚0.15

～03m)第 5層淡褐色細砂 (3m以上 )

が確認できた。

=TP+10598m

)m と 悟倶宿竃簑縁整慈質土
3 灰褐色粘土混細砂
4 灰褐色細砂
5 淡掲色細砂
m 
① 暗灰色粘土 SP401

§ 悟そ:懲三粘土 IsK401
第 8図  4区平断面図
(S=水平 1:100、 垂直 1:50)

そのうち第 1層は鎌倉時代以降の瓦器

片を含む土層、第 2層 は古墳時代前期 (布留式期)の遺物を含む土層で、上面に奈良時代の小

穴SP401が切り込まれている。第 3層 は弥生時代後期 (V様式期)の遺物を含む土層で、上面

に古墳時代前期 (布留式期)の土壊 SK401が切り込まれている。また、第 5層 は 1区～ 3区

までの下層部分同様、埋没河川の堆積状況を示しており、弥生時代中期～後期の遺物 (第 9図

69。 70)が含まれている。

SP401:調査区北東部で検出した。北部は調査区外に至り、南部は削平されているため、平

面の形状は明確ではないが、検出部での東西幅30cm、 深さ30cmを測る。断面の形状はU字形を

呈しており、内部には①暗灰色粘土が堆積している。内部から、土師器鍋 (68)が 口縁部を下

に向けた状態で出土している。

SK401:調査区東部で検出した。SP401同様、南部は削平され、東部は調査区外に至るため、

平面の形状は不明であるが、検出部での南北の径約 lm、 深さ50cmを測る。断面の形状は半球

形を呈し、上から②暗灰色粘土、③灰褐色砂混じり粘土、④暗褐色粘上の 3層がレンズ状に堆

積している。底部付近から壷 (67)が 口縁部を下に向けた状態で出土している。壺は日縁部が

打ち欠かれており、底部には焼成前に小孔が穿たれている。

第 5層出土遺物 :第 5層からは、弥生時代後期の高杯 (69)、 同中期の甕 (70)が出土 して

いる。ともに遺存状態は良く、 1区の遺物同様、近隣の集落からの流出遺物と考えられる。
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Ⅱ 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

0         5          10cm

第9図  4区出土遺物実測図 (S=1:4)

4 まとめ

古墳時代前期初頭の遺構には、 1区の楠根川の旧流路、 4区の土媛 SK401が ある。前者は

大阪府教育委員会昭和60年度調査地陥40ト レンチで検出されているように、弥生時代から古墳

時代前期までの流路である。また、土器の出土状況もこの調査と同様の状況を示しており、近

隣の集落から流入したことが窺える。土壊 SK401は、日縁部を打ち欠き、底部に穿孔をもつ

壺 (第 9図 -67)が埋められていたが、この出土状況から、なんらかの祭祀にかかわる土器埋

納遺構と考えられる。また、 1区で検出された土器の一群には、他地方の特徴を持つものが多

く含まれており、この時期に他地方との交易や交流が広範囲に及んでいることを示唆している。

奈良時代の遺構には、 3区の溝 SD301、 第 4区の小穴 SP401が ある。SD301か らは、奈良時

代前期 (8世紀前半)の土器が多量に出土している。調査地付近一帯は「弓削行宮、由義宮=

西ノ京」の推定地として一般に広く知られている地域であるが、土器の所属時期はこれらの時

期よりもやや古く、両者の関係を追う必要があろう。また、小穴SP401か らは、土師器鍋 (第

9図 -68)が伏せられた状態で出土しており、下層遺構の上坑 SK401と 同様の土器埋納遺構

とも考えられる。

各調査区の下層部には砂・礫が06～3.5m以上堆積 しており、層中から弥生時代中期中頃

(Ⅲ様式期)～古墳時代前期 (庄内期)の遺物が出土していることから、当地一帯が古墳時代

前期 (庄内期)ま では河川の氾濫の影響を受けやすい不安定な土地であったことが推定される。
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5 出土遺物観察表

番号 器種・部位
出土

地点
法量 (cm) 色調 胎土 焼成 形態・調整の特徴 備考

1
小型直日壷
日縁部

区

層 ロ 径 黄褐色 やや粗 良好
外反 して開 く回縁部、端部は突る。
外面縦ヘラミガキ、内面ナデ。

2
体部

区

層 最大径  146 灰黒色 やや粗 良好
扁平な球形の体部、頸部は細 く締まる。
外面縦ヘラミガキ、内面指押え。

3
底部

区

層 にぶい褐色 やや粗 良好
尖 り気味の丸底。
外面縦ヘラミガキ、内面ナデ。

4 小型壷
区

層
回
器
径
高 明橙色 密 良好

浅い半球形の体部、直線的に伸びる回縁部、端部
はJこる。
日径は腹径を凌ぐ。
ナデ、ヘラミガキ、ヨコナデ。

外面に煤付着

5 小型壷
区
層
日
器
径
高 にぶい褐色 密 良好

扁平な倒卵形の体部、内湾する日縁部、端部は尖
る。日径<腹径
ナデ、ヘラミガキ、 ヨコナデ。

外面に煤付着

6 小型器台
脚部

区
層 裾 径  115 明橙色 密 良好

円錐形の脚部、端部は尖る。 4孔を有する。
外面ヘラミガキ、ナデ、内面ハケ、 ヨコナデ。

7 鉢
区
層 回 径  185 淡褐色 やや粗 良好 弄魯髯:'ヨ争ヨ層豪:萬∃実普〔暴甘:争 争ゝ外面表皮剥離

8 蔀
脚

区
層 回 径  171 暗茶褐色 やや粗

～粗
良好 η普懸拿で蜜菅!ゝ嘉鋭は磨写療たち響暴曇疑希霜
外面ヘラケズリ後ナデ、内面ナデ、ヘラミガキ。

粗製

9 高雹状部
区
層 明橙色 密 良好 衆岳貨9ぐ雰革覆紫γ?円醤矮り宮争雫軍チデ。

10 高杯
脚裾部

区
層 裾 径  162 黄褐色 密 良好 環畠民ぢ冬客二宮詈募ユ撮詈R,F写事s部

は尖

11
甕
回縁部

区
層 日 径  152 淡茶褐色 やや粗 良好

直線的に開 く口縁部、端部はつまみ上げられ、丸
みのある面を持つ。
ヨコナデ、内面横ハケ。

布留傾向

甕
口縁都

区
層 回 径  154 黒褐色 密 良好

外反気味に開 く日縁部、端部はつまみ上げられ、
外傾する面を持つ。
ヨコナデ、内面横ハケ。

庄内奎

甕
日縁部

区
層 回 径 172 暗褐色 やや粗 良好

体部からくの字形に屈曲 し、わずかに内湾気味に
開く日縁部、端部は内に巻き込む。
ヨコナデ。

向傾
着
留
付
布
煤

甕
日縁部

区
層 回 径 黄褐色 密 良好

外反気味に開 く回縁部、端部はつまみ上げられ、
外傾する面を持つ。
ヨコナデ、内面積ハケ。

庄内甕

甕
体部

区
層 最大径  127 にぶい褐色 やや粗 良好

球形に近い体部上半のみ遺存、鈍 く屈曲 して日縁
部に至る。
外面ハケ、 ヨコナデ、内面ナデ。

V様式系

甕
底部

区
層 底 径  36 嗜茶褐色 やや粗 良好

体部から突出する平底、底面中央はわず力Чこ窪む。
外面左上 リタタキ、内面 。外底面ナデ。

V様式系

17 甕
回縁～肩部

区

層 回 径  127 にぶい褐色 やや粗 良好
体部から外反 して開いた後上方へ拡張する日瓢
拡張部外側面には10条の直線文。
外面体部縦ハケ、内面・ 日縁部 ヨコナデ。

吉備の甕

甕
口縁～肩部

区
層 回 径 茶褐色 やや粗 良好

爺憩究ぞ者ま厩聖浮ち繊唇F味
に開く日縁部、端

外面水平タタキ後縦ハケ、内面ナデ、日縁部ヨコ
ナデ。

他地方の甕

甕
口縁～肩部

区

層 回 径  135 外面明橙色
内面緑灰色

やや粗 良好

強 く張る体部か ら一旦立ち上がり、強 く外反する
日縁部に至る。端部は尖り気味に丸 く終る。
外面縦ハケ、内面指押えナデ、ハケ、日縁部 ヨコ
ナデ。

阿波の甕

鉢
底部

区

層 底 径  34 黄褐色 やや粗 良好
底部はわずかに突出する平底、日縁部は内湾気味

外霧搭静寛ン姜F覺蓄農兵ヂP境
は不明瞭。
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Ⅱ 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

番号 器種・ 部位
土

点

出

地
法量 (cm) 色 調 胎土 焼成 形態・ 調整の特徴 備 考

有孔鉢
区

層
□ 径  130
器 高  53 黄褐色 やや粗 良 好

直日の小型鉢、日縁端部は尖 り気味に丸 く終る。
底部中央に焼成後の孔。
手づ くね成形後ハケ、ナデ。

吉備 ?の変

器

部

土
　
状

生
杯
柱

弥
高
脚

区
層 径  52～ 56 貢褐色 やや粗 良好

丈高の柱状部のみ遺存、杯部との接合は円板刃乳
外面縦ヘラミガキ、内面絞り日、指押え。

Ⅲ様式

土師器
杯
躯
ＳＤ３０∝

回 径  136
器 高  38 にぶい褐色 やや粗 良好

底部から外反気味に開き口縁部に至る。端部は内
に丸 くおさめる。
ナデ、ヘラミガキ。

土師器
杯
躯
ＳＤ３０鍵

回 径  117
器 高  30 淡褐色 やや粗 良好

浅い半球形、底部中央はわずかに窪む。日縁端部
は丸 く終る。
指押えナデ、 ヨコナデ。

土師器
杯

3区
SD301
①層

口 径  128
器 高  33 にぶい褐色 やや粗 良好

やや深い半球形、日縁部は直立 し、端部は外へわ
ずかにつまみ出される。
指押えナデ、 ヨコナデ。

土師器
杯
躯ＳＤ３０鍍

日 径  127
器 高  35 にぶい褐色 密 良好

半球形の体部、日縁部は外反気味で、端部は外へ

わずかにつまみ出される。
指押え、ナデ、ヨコナデ、内面放射状ヘラミガキ。

土師器
杯

3区
SD301
②層

口 径 にぶい褐色 やや粗 良好
26に似る。
ナデ、ヨコナデ。

土師器
杯

3区
SD301
①層

日 径  173 にぶい褐色 やや粗 良好 23に似る大型の器種。ナデ、ヘラミガキ。

土師器
杯蓋
躯
ＳＤ３０鋸

回 径  218 にぶい褐色 やや粗 良好
内湾して開く低い器形、回縁端部は下へ丸くおさ
める。
ナデ、ヘラミガキ。

土師器
杯

3区
SD301
②層

回 径  196
器 高  92 明橙色 やや粗 良好

平坦な底部から屈曲 し、直線的に開 く回縁部へ至
る、端部は外へわずかにつまみ出される。
ナデ、ヨコナデ。

土師器
杯
躯
ＳＤ３０瞬

□ 径  201
器 高  22 にぶ

い褐色 やや粗 良好
平坦な底部から内湾 して開 く回縁部へ至る。端部
は内へ巻き込む。
ナデ、 ヨコナデ。

器
壷
師
型
土
小
躯
ＳＤ３０鋸

回 径
最大径
器 高

にぶい褐色 やや粗 良好
やや尖り気味の丸底を持つ体部から、鋭い稜を持
ち、内湾 して伸びる日縁部に至る。端部は尖る。
手づくね成形後、ナデ、ヨコナデ。

黒斑あり

土師器
小型壷

3区
SD301
②層

回 径  84
最大径  86 に

ぶい褐色 やや粗 良好
張りの少ない体部から丸 く屈曲 して回縁部に至る。
端部は外に丸 くつまみ出される。
指押え、ナデ、ヨコナデ。

黒斑あり

土師器
小型壷
躯
ＳＤ３０鋸

日 径  100
最大径  108 にぶい褐色 やや粗 良好

体部からゆるやかに屈曲 して直立気味の日縁部に
至る。端部は薄 く尖る。
指おさえ、ナデ、ヨコナデデ。

器
甕
師
型
土
小

3区
SD301
①層

日 径  139 にぶい褐色 やや粗 良好
張りの少ない体部から外上方へ折れる短い日縁部

怒三ゑ巻望稜妹詩議策 9〔 内面ナデ、日縁部 ヨコ

ナデ。

長胴甕

器
甕
師
型
土
小
躯
ＳＤ３０鎚

回 径 明橙色 やや粗 良好 算啓擁真学本Bg:曇写贄笞罠:}妥予|:底3
横ハケ。

長胴甕

土師器
小型甕
陰部

躯
ＳＤ３０鉾

にぶい褐色 やや粗 良好 長胴甕

土師器
甕
躯ＳＤ３０銹

回 径  164 淡褐色 やや粗 良好 筆砥負史昭安嫁缶警島|二努紀呆祭憩缶季鳥Ъ評
ナデ、 ヨコナデ。

土師器
甕
躯
ＳＤ３０餌

回 径  184 淡褐色 やや粗 良好
38に似るが、日縁部は外傾する。
ナデ、ヨコナデ。

土師器
甕
躯
ＳＤ３０瞬

回 径  169 淡黄褐色 やや粗 良好 振ヒ,第魯構癸

'争

負害癸B争会;寝層妥写旱甘
縁部 ヨヨナデ。

長胴甕
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番号 器種・部位
土

点

出

地
法 量

`cl )

色 調 胎土 焼成 形態 。調整の特徴 備考

土師器
甕
躯
ＳＤ３０鋸

回 径  225 淡黄褐色 やや粗 良好
体部からくの字形に屈曲 し、口縁部に至る。端部
は丸 くつまみ上げられ、外傾する面を持つ。
外面縦ハケ、内面縦ヘラケズリ、日縁部 ヨコナ九

長胴甕

土師器
甕
躯
ＳＤ３０瞬

回 径  246 明橙色 やや粗 良好

体部から丸みのあるくの字形に屈曲 し、日縁部に
至る。端部は上下につまみ出され、外傾する面を
持つ。
内外面ハケ、日縁部 ヨコナデ。

長胴甕

器
鍋
師

・

土
甕
躯
ＳＤ３０鍵

回 径  280 にぶい褐色 やや粗 良好
体部からくの字形に屈曲 し、外反気味の回縁部。
端部は内にわずかにつまみ上げられ、外傾する凹
面となる。
外面ハケ、ヨコナデ、内面体部ナデ、日繍部横かケ。

土師器
甕・ 鍋
躯
ＳＤ３０鋸

回 径  328 にぶい褐色 やや粗 良好
体部から丸みのあるくの字形に屈曲 し、外反する
日縁部、端部は内にわずかにつまみ上げられ、外
傾する面となる。
外面ハケ、ヨコナデ、内面指押え、横ハケ。

器師
釜
土
羽
躯ＳＤ３０鋸

鍔 径  322 暗褐色 やや粗 良好
水平に伸びる鍔周辺のみ遺存。
ナデ、ヨコナデ。

鍔の下面に煤
付着

土師器
鉢
躯
ＳＤ３０餌

回 径  268 外面淡褐色
内面黒褐色

やや粗 良好
内湾する日縁部、端部は内外につまみ出され、内
傾する凹面となる。
ヨヨナデ。

土師器
鉢
躯
ＳＤ３０∝

口 径  241 淡褐色 やや粗 良好
内湾する日縁部、端部は内外につまみ出され、内
に段を持つ。
指押え、 ヨコナデ。

土師器
小型椀
躯
ＳＤ３０鋸

日 径  80 淡黄褐色 やや粗 良好
手ずくねの小型椀。
指押えナデ、ハケ。

杯
器
高
師
型
部

上
小
脚
躯
ＳＤ３０鍍

裾 径  62 にぶい褐色 やや粗 良好 落幕尭ヂ字ど
｀
契耳F。

質師
錘
土
土

3区
SD301
②層

長 さ  73
径  20～ 25 灰褐色 やや粗 良好

やや扁平な管状土錘、紐孔は径 l cm前後で中心か
らずれる。

須恵器
蓋 (壷 )

3区
SD301
②層

口 径  73
器 高  29 灰色 密 良好

浅い半球形、擬宝珠状のつまみを有する。
回転ケズリ後回転ナデ。

灰かぶり

器
杯
≫

恵
型
身

須
小
く
躯
ＳＤ３０鎚

回 径  103 白灰色 密 良好
丸みのある椀形の器形、日縁部はわずかにタト反 し、
端部は丸 く終る。
回転ナデ。

須恵器 躯
ＳＤ３０鍍

回 径  134 灰黒色 密 良好
裔義徘5ュ

る口縁部、端部は丸 く終る。 灰かぶ り

餐曇藍 躯ＳＤ３０∝
黒灰色 密 良好

外傾する頸部のみ遺存、 1条の凹線を有する。
回転ナデ。

自然釉

須恵器壷
底部
躯
ＳＤ３０鍵

灰黒色 密 良好
丸底の底部から内湾 して立ち上がる体部に至る。
底部回転ケズリ後回転ナデ。

緑昴器
壷 躯
ＳＤ３０鍵

底 径  60 外面灰色
内面白灰色

やや粗 良好 派蜃3褒琴筆子属祭把デ雰

`衡

書缶轟字子。

須恵器壷
底部
躯
ＳＤ３０∝

高台径  92
高台高  14 青灰色 密 良好

ハの字形に開 く丈高の高台、端部 は外傾する面を
持つ。
回転ナデ。

須恵器壷
腹部
躯
ＳＤ３０鉾

高台径  84
高台高  05 灰色 密 良好

ハの字形に開 く低い高台、端部は水平な面を持つ。
回転ナデ、内底面静止ナデ。

須恵器壷
瞑部
躯
ＳＤ３０鎚

高台径  100
高台高  10 灰色 密 良好 笠争言ξ揉景を手憂森呂目1督撃二雲F脅揉密曾

面静止ナデ。

り電かおゞり

須恵器
杯 (身 )
躯
ＳＤ３０鋸

口 径  164
器 高  42 灰色 密 良好

垂直に下がる低い高台、端部は水平な面を持つ。
体部は高台際から内湾 し、直線的に開 く。口縁端
部は尖る。
回転ナデ、内外の底面静止ナデ。
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Ⅱ 中田遺跡第 6次 (NT90-6)

番号 器種・ 部位
土

点

出

地
法 量 (cm) 色調 胎土 焼成 形態 。調整の特徴 備考

61 須恵器
杯 (身 )
駆
ＳＤ３０∝

回 径  170
器 高  34 暗青灰色 密 良好 宿琵々霧塚!こ懲壊堪鼻a首練諸

!ご

鮮   「:奪ヨ;髯:拒

須恵器
杯 (身 ) 躯ＳＤ３０瞬

口 径  184
器 高  41 灰 色 密 良好 食:F髯 |ま腎魯働

t言禽港υ薄鵠宵揮菖ゑ国象徳
回転ナデ。

須恵器
杯 (身 )
躯
ＳＤ３０鋸

高台径
高台高

灰黒色 密 良好 回転テy(瀾A縁濃冨募と夢夢!よ水平
な面を持つ。

須恵器 躯
ＳＤ３０鍍

口 径  230 灰色 密 良好
台曇与手Fく

回縁部、端部は外傾する面を持つ。

弥生土器
短頸壷

3区
6層 □ 径 にぶい褐色 やや粗 良好 究設:ゝ

ら屈曲 して外反する日縁部に至る、端部は

ヨコナデ。
V様式

弥生土器
広日壷

3区
6層 口 径  200 茶褐色 やや粗 良好 咎彊毒毛F縁

部、端部は上下に拡張 し、外傾する

ヨコナデ。
Ⅱ様式

土師器 ①
壷体部 躯ＳＫ４０

径
高
大
存
最
現 にない褐色 やや粗 良好 尼首毒ヨ旨:争務ヽ

環干ア姿f賓警ぐ驚 襦 内面に赤色顔
料付着

土師器鍋 躯
脚

日 径  415 にぶい褐色 やや粗 良好 叢繁な臭管評亀阜念響曇rに開く
日縁部に至る。

ヘラケズリ、ナデ、ヨコナデ。

弥生土器
高杯脚部

区

層 裾 径  76 淡褐色 やや相 良好 琴衰台写|まF島義写稜
製夢t彗警字写市民舌絞V様式

器上
部
生
底
弥
甕

区
層 底 径  45 茶褐色 やや粗 良好

体部から突出する平は、外底面中央はわずかに窪
む。
外面縦ヘラミガキ、外底面～底部側面ナデ、内面
ハケ。

Ⅱ～Ⅲ様式
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3区 S D301出 土遺物
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Ⅲ 中田遺跡第 8次調査 (NT91-8)



例

1、 本書は、八尾市八尾木北 5丁目98～ 105で実施した温泉旅館新築に伴う中田遺跡第 8次調

査 (NT91-8)の報告書である。

と、本調査は、八尾市教育委員会の指示書 (八教社文第70号 平成 3年 8月 26日 )に基づき、

財団法人八尾市文化財調査研究会がい日本海から委託をうけて実施したものである。

1、 調査は、当調査研究会 坪田真―を担当者として実施した。

1、 現地調査は、平成 3年 11月 5日 から12月 1日 にかけて実施した。調査面積は500nfを測る。

1、 現地調査には垣内洋平・坂下 学 。浜田千年 。福島友香・山内千恵子が参加した。

1、 内業整理には上記の他、岩本順子 。田島和恵・都築聡子が参加した。

1、 本書で用いた方位は、現地実測図と2,500分 の 1地図から起こした座標北である。

1、 本書の執筆・写真撮影及び編集は坪田が行い、遺物観察表を主に田島が作成した。
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Ⅲ 中田遺跡第 3次 (NT91-8)

垂早 はじめに

中田遺跡は、八尾市のほば中央に位置し、現在の行政区画では中田 1～ 5丁目、刑部 1～ 4

丁目、八尾木北 1～ 6丁目の東西約1 lkm・ 南北約0 8kmが その範囲とされている。旧大和川の

主流である長瀬川と玉串川に挟まれた沖積地上に立地し、同地形上において北狽1で小阪合遺臥

西側で矢作遺跡、南側で東弓削遺跡に接している。

当遺跡は、昭和45年以降の八尾都市計画曙川北土地区画整理事業の際発見された遺跡で、昭

和46年に大阪府教育委員会により最初の発掘調査が実施された。以後中田遺跡調査会・八尾市

教育委員会 。大阪府教育委員会 。当調査研究会により調査が続けられている。これらの調査成

果から、当遺跡は弥生時代中期～古墳時代前期を中心に、弥生時代前期～中世にわたる複合遺

跡であることが確認されている。

このような情勢下の平成 3年、い日本海より、八尾市八尾木北 5丁 目98～ 105に おける温泉

旅館新築の届出書が八尾市教育委員会文化財室 (現文化財課)に提出された。これを受けた同

文化財室では、当該地が周知の遺跡範囲内にあたることから、平成 3年 8月 21日 に遺構確認調

査を実施 した。その結果、古墳時代後期頃に埋まったと思われる自然流路の堆積、中世の遺物

包含層が確認され、同文化財室では発掘調査が必要であると判断し、事業者にその旨を通知し
註 1

た。そして、発掘調査を実施することが両者で合意され、調査にあたっては、事業者・文化財

室 。当調査研究会の三者協定により、当調査研究会が主体となって実施することとなった。

次にこれまでの中田遺跡発掘調査の成果から、主に当調査地周辺の概要について簡単に記す。

弥生時代前期から中期では、遺跡範囲の中部・南部から南に隣接する東弓削遺跡にかけてが

集落域と考えられている。第 4次調査①では前期の上坑、東弓削遺跡にあたる②では中期後半

の壷・高杯からなる土器棺が検出されている。弥生時代中期から後期では数か所で河川が検出

されており、遺跡南部中央付近から北西方向に流路をもつ河川の存在が想定されている。

古墳時代前期になると遺構はほぼ全域で検出されている。注目すべきものとして、第10次調

査③では布留式期古相の土坑から朝鮮半島系の土器、第14次調査④では丸太くり抜き井戸があ

る。また第19次調査⑤では4世紀後半の古墳が検出され、周溝からは船形・家形埴輪等が出土

している。中期～後期と集落は衰退してゆくようであるが、ただ遺跡北西部では、隣接する矢

作遺跡にかけて、後期から奈良時代に続く集落が存在する可能性がある。

中世以降は鋤溝が検出され、主に生産域となっている。

今回の調査地は中田遺跡の南西部端に位置しており、周辺での発掘調査は少ない。そのため

遺跡の概要についてはまだ不明確な地域といえる。当地の東約70m・ 西約■Omで は下水道工

第
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

第 圭早 査概要

第 1節 調査方法

今回の調査は温泉旅館新築に伴うものである。掘削排土処理の都合上、調査区を東西に三分

割することになった。そして西区から調査を実施し、終了後東区の調査を実施した。

調査は、西区では現地表下約1.Omま で、東区では約1.2mま でを機械掘削により除去した後、

以下約0.4mを対象として人力掘削により実施した。なお検出井戸の断割りには随時機械を使

用した。その後、西区ではL字型のトレンチ (東西約16m十南北約10m、 幅約 2m)を設定し

て入力掘削により、また東区では機械と人力掘削を併用して、約 4m× 2mの範囲で下層確認

調査を実施した。

地区割は、調査区平面形に合わせて5m方眼を任意に設定した。そして南北ラインにアルファ

ベット (西からA～ F)、 東西ラインに数字 (北から1～ 4)を冠し、地区名は北西交点番号

に代表させた。なおこの方眼の南】ヒラインは北から東に約1.6度振っている。

0               10m
i

第 2図 地区割図 (S=1/300)

下
層
確
認
ト
レ
ン
チ

-39-



第 2節 基本層序

第 1層は盛土、第 2層 は旧耕土である。第 3・ 4層は、近世までの遺物、特に中世の遺物を

多く含んでおり、第 4層は調査区の東部のみに堆積 している。第 5層は調査区全域にみられ、

中世の遺物を含み、非常に固く締まっており整地層と考えられる。この上面が第 1次面で、標

高は約10.lmである。第 6。 7・ 8層の上面が第 2次面で、標高は約10.Omを 測る。第 6層 は

調査区の中央部から西半部にみられた粘性の強い粘土層であり、落ち込み状の堆積である。第

2次面の溝遺構の埋土となる部分もあり、これらの遺構埋没後、当地が沼沢地となっていた時

期があったものと考えられる。また西端部ではこの下部の第 8層上面でも遺構が確認でき、こ

の部分を第 3次面とした。標高は約9.8mを測る。

以下は下層確認調査の結果、粘土～砂が互層状に堆積しており、河川の様相を呈 している。

第 8層の砂層は弥生時代後期から奈良時代の遺物を含んでいるが、断面観察ではこの直下の第

9層上面で土坑状の落ち込みが数か所にみられ、当該時期の遺構が存在する可能性がある。第

11層の砂層上面の標高は、調査区南西部では約9,3mと 高くなっている。

８≡

1 盛土
2 旧耕土
3 暗灰青色砂礫混じり砂質土
4 灰褐色微砂混じり粘質土
5 褐灰色～暗灰黄色系砂混じり砂質土
6 灰青色系微砂混じり粘土
7 灰青色～灰褐色系粘質シルト
8 灰色～灰黄色系細砂～粗砂
9 暗褐色系粘土～灰色系砂の互層
10 暗掲色～暗灰色系粘土～粘質シル ト
11 暗灰色細砂

A. SD201
B SD202～ 203
C. SD205
D SD207

第 3図 調査区Jヒ壁断面図 (S=縦 :1/40、 横 :1/200)
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-8)

第 3節 検出遺構 と出土遺物

西区で第 1～ 3次面の 3面を、東区ではこのうち第 2次面を調査 した。

(第 1次面〉

西区全域で、南北方向に平行 して直線的にのびる溝20条 (SD101～ 120)を検出した。西部

に位置するSD102・ 1051よ幅約50cm・ 深さ 6 cm～ 20clnを 測り、断面逆台形を呈する。埋土は上

層が灰褐色荒砂混 じり粘質土、下層が灰黄褐色細砂～微砂であり、溝掘削当初の流水状況が窺

える。何らかの水路と考えられる。他の溝は幅20cm～ 60cm程度 。深さ 5 clll～10Cm程度のもので、

断面は皿状 。逆台形を呈 し、埋土はいずれも暗灰色粗砂混じり砂質土である。

SDl10～ 1131ま SDl14の底部の検出である。 SD105と SD106、 SDl19と SD120は調査区南部

で、SDl17と 118は 中央部で合流 して 1条の溝となっている。 SDlll～ 113や SDl17～ 120の 間

には、これらを連結するような東西方向の溝もみられる。

|

0               5m

第 4図 第 1次面平面図 (1/150)

SDl10   +SDl12
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これらの溝からの出土遺物は小片のみで、図化 し得るものは無かった。 この面を覆う第 3層

出土遺物には、12世紀～13世紀のもの、16世紀～17世紀のものがある。前者には瓦器皿 (1)、

中国製青磁 (4)、 東播系須恵器鉢 (6～ 8)、 後者には青花と考えられる鰻頭心碗 (2)、 大

和型羽釜 (5)、 17世紀代の伊万里碗 (3)がある。(2)は伊万里の可能性もある。

これらの溝は農耕に関する溝と考えられ、時期は近世頃のものであろう。法量等は表 1にま

とめた。

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

36,ス」ヒ

50-95

27

25-65

48-84

25-60

24-45

15-59

32-74

19-68

27-40

24-35

25-34

10-35

24-54

24-42

25-42

18-40

18-39

6

19

11

11

18

7

7

8

7

10

2

4

4

1

6

6

6

5

4

7

0～ 10

10-38

57-66

61-107

11ハツ34

101-129

18-42

22-56

8ハΨ24

13-26

10-14

16-33

8～ 28

7～ 27

17-26

20-30

15-32

表 1 第 1次面 溝法量表

5

0                    10Cm

第 3層出土遺物 (S=1/4)
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-8)

SP210 SP2壁

SP213 軽語皆2冨
稀

SP21l  SP207

ＳＰ２０２

。

　

ＳＰ２０３

（

）

SD202  SK202~SP216

◎
ｓＫ

|

5m

第 6図 第 2次面平面図 (1/150)

―-43-―



4

くこE三三三三三Ⅸ三三三三三二蒻
〃
16

瓜
２２

@
｀

準 :P′

24

冤
洋

0                                         20cm

第 7図 第 5層出土遺物 (1/4)
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Ⅱ 中田遺跡第8次 (NT91-8)

(第 2次面〉

井戸 5基 (SE201～ 205)。 土坑 6基 (SK201～200。 南北方向にのびる溝 7条 (SD201～ 207)。

ピット32個 (SP201～ 232)を検出した。このうち西区西部の整地層の上面のものは SP201～

214で ある。またこの整地部分の東側は、SD207の西肩まで浅い落ち込み状を呈 し (第 6層 )、

他の遺構はその底部の検出である。

第 2次面を覆う第 5層からは、主に12世紀から14世紀の遺物が出土 している。瓦器椀は高台

の消失 した最終形態のものがみられる (18・ 19)。 羽釜には大和型 (26～ 29)と 河内型 (30)

がある。輸入陶磁器には白磁碗 (23)・ 皿 (25)、 同安窯系青磁皿 (24)がある。

SE201

2B区、SE202の南約2.9mで検出した曲物井戸で、検出面の標高は約9.8mで ある。掘形平

面形は東西に長い長方形に近い偏円形で、規模は約1,lm× 0,9m、 検出面からの深さは約82 cm

を測る。曲物は掘形のほぼ中央に位置し、直径約40cmを測るもので、下から3段が遺存してい

る (下から曲物 1～ 3)。 曲物の積み方は、曲物 2は曲物 1の外側に、そして曲物 3は曲物 2

の内側にというものである。

掘方埋土は淡灰色細砂～粗砂の単一層である。枠内埋土は上層が暗灰色細砂混じり粘質土、

下層が黒灰色粗砂礫混じり粘質土である。

曲物は下から2段を図化した (42・ 43)。 両方とも二重構造で、外側は三段巻きである。曲

調査区の北西部 lB区で検出し

た曲物井戸で、検出面の標高は約

9.85mである。掘形平面形はほば

円形で、規模は約0.9m× 0.8mを

測り、検出面からの深さは約40cm

である。曲物は直径約40cmを測り、

最下段の下部約10cmの みが遺存 し

ている。埋土は暗灰色粗砂～礫混

じり粘質上で、井戸廃絶の際に埋

められた上であろう。本来の掘方

埋土は遺存していない。

出土遺物には土師器・瓦器の小

片があるが、図化し得るものは無

く、時期は不明である。

SE202

A′

1 暗灰色粗砂～礫混じり粘質↓

第8図  S E291平・断面図 (S=1/20)

2B

増A

A
100m
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物 2(42)に は、内側と

外側の間に補強の為の板

が挟まれている。

出土遺物には土師器皿

(37)、 瓦器椀 (38～ 41)

がある。 完形の瓦器椀

(41)は枠内最下部から

の出土である。これらの

上器の時期は12世紀後半

から末頃に比定される。

SE203

調査区の南西部 3～ 4

B区で検出した。検出面

の標高は約9,95mである。

形状と埋土の様相等から

井戸とした。平面形は偏

円形で、検出時の規模は

径約135m Xl.55m・ 深 第 9図  S E202平・断面図 (S=1/20)

さ約0,7mであったが、断ち割りによる南壁断面観察で直径約1.75mに なることが確認された。

埋土は上層が暗灰青色砂礫混じり粘質土、下層が暗灰色砂礫混じり粘質土で、東部には暗褐灰

色粗砂～礫混じり粘質土 。明灰色細砂～礫の堆積が認められる。断面観察から、何らかの井戸

枠施設が存在していた可能性があり、この場合、東部の堆積土が元々の掘方埋土であろう。

なお、壁面崩壊のため出土状況・位置等は不明確であるが、中央部やや西において、検出面

から埋土を約20cm掘 り下げたところで立位の竹を検出した。この竹は直径 5 cm・ 長さ約20cmを

測り、節を 2か所に残すものである。一端は節部で、他端は斜めに切断されており、こちらを

上にしている。また間の節はくり抜かれている。井戸廃絶に際しての祭祀の可能性があり、広

島県草戸千軒町遺跡や兵庫県姫路市加茂遺跡に類例がある。
註 2

出土遺物には土師器羽釜 (44)、 瓦器椀 (45・ 46)がある。これらの上器の時期は、 12世紀

後半に比定される。

ｍ

３Ｂ
八生
ド
上
―

A
98m

暗灰色細砂混じり粘質土

黒灰色粗砂～礫混じり粘質土

淡灰色細砂～粗砂
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-8)
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/1 暗灰青色砂礫混じり粘質土―___… ……___'´  2.暗灰色砂礫混じり粘質土
3.明灰色細砂～礫
4.暗褐灰色粗砂～礫混じり粘質土 (固 く締まる)
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第11図  S E203平・断面図 (S=1/20)

第12図  S E203出 土遺物 (S=1/4)
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-8)

SE204

4B区、SE203の 南東

約1.4mで検出した曲物

井戸で、検出面の標高は

約9.9mである。掘形平

面形は偏円形で、規模は

約1.2m× 1.Om、 検出面

からの深さは約72cmであ

る。曲物は掘方のほぼ中

央に位置し、直径約40cm

で、下から3段が遺存し

ている。なお出土遺物の

土師器羽釜は井戸枠であっ

た可能陛がある。曲物の

積み方はSE202と は異な

り、下のものより径の大

きい曲物を上に重ねてい

るようである。また曲物

の周囲には立位の竹が巡っ

ている痕跡が認められた

が、補強のためであろう。

次調査 SE-3)。
高L3

A
r00市

黒灰色砂礫混じ
暗黒灰色粗砂混
暗黒灰色細砂混しり粘土 (プ ロック状)
暗灰黄色粘土混じり細砂～粗砂
灰黄色粗砂～細砂
暗灰色粗砂混じり粘土
灰色礫混じり粗砂

第13図  S E204平・ 断面図 (S=1/20)

・４馬

り粘質土
しり粘 土

茅
49

―

4

上

―

＼

Ｖ

Ｖ
A―

2mド

4C

このような類例は八尾市老原遺跡に認められる (当調査研究会第 2

掘方埋土は上から暗灰黄色粘土混じり細砂～粗砂、灰黄色粗砂～細砂、暗灰色粗砂混じり粘

土、灰色礫混じり粗砂である。枠内埋土は上から黒灰色砂礫混じり粘質土、暗黒灰色粗砂混じ

り粘土、暗黒灰色細砂混 じり粘土 (ブロック状)である。

出土遺物には瓦器椀 (47～ 49)、 土師器羽釜 (50・ 51)が ある。(48・ 49)は完形品で、48は

枠内最下層の上位、49は下位から、それぞれ正位で出土したものである。これらの土器の時期

は、12世紀後半から13世紀前半に比定される。

最下段の曲物 (52)は二重構造で、外allは上端と下端の二段巻きである。なおこの外側二段

の間の外面、つまり外から見える部分に墨書を確認した。文面は以下のとおりである。

年ヵ

「□安二二□口 □□□□」
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判読 しえる部分は

少ない。 5文字目が

「年」ならば、最初

の二文字は年号と考

えられる。出土遺物

の時期を下限とし、

また曲物の耐久期間

等を考慮して推定さ

れる年号は『保安

(1120年～1123年 )』、

『久安 (1145年～115

0年)』、『仁安 (1166

年～1168年 )』、『承

安 (1171年～1174)』

の四例があげられる。

一文字目の偏部分か

らは『久安』・『承

安』の可能性が高い。

年号とするならば、

続く「二二」につい

ては22で はな く 4

(2+2、 あるいは

2× 2)の意味とと

るのが妥当であろう。

また最後 の文字 は

『義』、あるいは花押

である可含Z隆もある。
註4

SE205

調査区の南東部 3

～ 4E区で検出した

曲物井戸で、検出面

の標高 は約99mで

0                                         20cm
― ‐一―十―一

―

一

0                                20cm
|

第14図  S E204出 土遺物 (S=1/4、  1/5)
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-3)

4Eく|二二と生とキ_

A
95m一

暗褐灰色細砂混じり粘質土

暗灰青色細砂混じり粘質ンル

暗掲色粗砂混じり粘質シルト

暗灰掲色細砂混じり粘質シル

灰色細砂～粘質シルトの互層

第15図  S E205平 。断面図 (S=1/20)

ある。掘形平面形は偏円形で、規模は約1.85m× 1.6m、 検出面からの深さは約1.15mで ある。

曲物は直径約40cmで、下から4段が遺存 している。曲物の積み方はSE202と 同様で、下から2・

4段目が外側になっている。

掘方埋土は上層が暗灰褐色細砂混 じり粘質シルト、下層が灰色細砂～粘質シルトの互層であ
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る。枠内埋土は上層が暗灰青色細砂混 じり粘質シル ト、下層が暗褐色粗砂混 じり粘質 シル ト

(植物遺体含む)である。

出土遺物には土師器皿 (53・ 54)・ 羽釜 (56)、 瓦器椀 (55)、 木製品 (57)が ある。土師器

阻 (54)は完形品で、下から2段日の曲物中位付近の出土である。土師器羽釜 (56)は大和 C

型式に分類されるものである。 (57)は井戸枠の補強に使用されていたものである。曲物の底
註 5

部の半分と考えられ、周縁には釘穴が認められる。中央にはおそらく一対の半円形の窓を施 し

ており、蒸籠の底部であろうか。これらの時期は12世紀中頃から後半に比定される。

0                                       20cm

第16図  S E205出土遺物 (S=1/4)

SK201～SK205

SK204・ SK205は形状や埋上の状況か ら丼戸である可能性がある。 SK203は試掘坑 にほとん

ど削平され、肩の一部を検出 したのみであり、全容は不明である。SK205か らは土師器皿 (61)、

瓦器皿 (62)、 土師器羽釜 (63)が出土 しており、 これ らの時期は12世紀後半 に比定 され る。

他の上坑か らは図化 しえる遺物は出土 していない。法量等は表 2に まとめた。

SK206

2E～ F区で検出した土坑で、SD207埋没後に掘 られている。東は調査区外に続 き、平面形

は不明であるが、検出部分は長方形を呈 している。規模は105cm× 155cm以上 。深 さ約 60cmを 測

日

Ｈ

日

Ｈ

リ
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Ⅲ 中田遺跡第8次 (NT91-8)

る。断面逆台形で、埋土は上か ら淡黄灰褐色粗砂混 じり粘土 。淡灰褐色粘質 シル ト・ 暗灰褐色

粘質シルト・暗褐色微砂混じり粘土である。

出土遺物には瓦器椀 (58)、 瓦器摺鉢 (59)、

分類され、13世紀代に比定されるものである。
註 6

物にはやや時期差がある。

SKI 地区   平面形 短辺×長辺

瓦器鍋 (60)が ある。(60)は 山城型鍋 B型 に

(59)の時期は15世紀末頃と考えられ、出土遺

埋土 (上から)

暗灰色細砂混じり砂質土

暗灰黄色細砂混じり粘質土

灰褐色粗砂混じり粘質土

暗灰色細砂混じり粘質土

暗灰色細砂混じり粘土

暗灰色細砂混じり粘土

lA   不定形

1～ 2B  不整形
3C   不 明
1～ 2D  偏円形
4D   偏円形

40× 134

112× 168

-× 50以上

107× 127

124× 152

表2 第 2次面 上坑法量表

58～60i S K206    61～63:S K205    64・ 65:S P207

0                                         20cm

第17図  S K206・ 205、 S P207出 土遺物 (S=1/4)

SD201～SD206

ほぼ南北方向に平行して伸びる断面皿状の溝である。検出状況は、ベースが主に砂層という

こともあって肩が崩れており、溝というよりは砂の起伏という状態であった。また調査区の中

央から西部では、第 2次面を覆う第 6層がこれらの溝に落ち込んでおり、SD204は この第 6層

が埋土となっている。

出土遺物はほとんどが破片であり、かなりの時期幅が認められる。SD206の 南端部では土器

０
‐学
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溜り状の出土状況がみられた。

各溝の法量等は表 3に まとめた。出土遺物、及びその時期は後述のとおりである。

幅    深さ 間 隔 (cm)
242-324    11-26

33- 47    2～ 12

74-112    4～ 12

175-273     9～ 14

143-390    15-26

90-141    8～ 11

340         90

160-285

28- 85

290-348

12ハΨ 74

22-196

60-164

暗灰色粗砂混じり粘質土

暗灰色粗砂混じり粘質土

暗灰色粗砂混じり粘質土

灰青色微砂混じり粘土

暗褐色粗砂混じり粘土

暗褐色微砂混じり粘質シルト

(本文参照)

表3 第2次面 溝法量表

・出土遺物

SD201-土師器皿 (66・ 67)、 黒色土器椀 (68)、 瓦器椀 (69・ 70)。 (1l C後半～13C後半〉

SD204-土師器羽釜 (71)、 瓦器羽釜 (72)・ 椀 (73)、 平瓦 (74)。 (1l C末～15C前半〉

SD205-土師器皿 (75～ 83)。 高台付き皿 (84)・ 椀 (85)・ 羽釜 (110～ 114)、 瓦器皿 (86～

89)・ 椀 (90～ 98)・ 鉢 (99)。 甕 (115)、 中国製青磁 (100・ 101)。 白磁 (102・ 100、

人形 (104)・ 木錘 (105)、 東婚系須恵器鉢 (106～ 109)、 常滑焼甕 (116)、 丸瓦

(117)・ 平瓦 (118)。 (12C前半～14C末〉

SD206-土師器皿 (119～ 134、 138～ 143)・ 高杯 (152)。 高台付き皿 (153)・ 羽釜 (160)、

瓦器皿 (135～ 137)・ 椀 (144～ 149)・ 鉢 (150・ 151)。 三足釜 (157～ 159)、 陶器鉢

(154)、 中国製青磁 (155)・ 白磁 (156)、 東播系須恵器鉢 (161～ 162)・ 甕 (163)、

下駄 (164)。 (12C代～13C後半〉

SD205出土の人形 (104)は、厚さ約1.Ocmの板を切り抜いたもので、下部は欠損し、残存長

22.2cmを 測る。側面全身人形に分類されるものである。顎は深く切り込みをいれて尖らせ、尻

は浅く切り欠いて表現している。鼻・ 口等の顔の表現はない。後頭部上位の切り込みは被りも

のの表現と思われる。人形は八尾市域では初めての出土である。また共伴遺物は12世紀前半～

14世紀末に比定され、人形としては新しい例の一つであろう。土師器羽釜 (113)は大和D型

式に分類されるものである。
註 7

SD206出上の陶器鉢 (154)は、貼り付け高台を有し、胎土中には砂粒を多く含むものであ

る。常滑等の東海地方の窯産の可能性が高い。下駄 (164)は平面小判形で、法量は長さ17.0

cm・ 幅9.5cm・ 高さ2.9cmを測る。台と歯を一木から作る連歯下駄に分類される。前壺は後壺に

比して小さく、中央に位置する。台上面には足裏による摩滅痕があり、後歯や台後部裏はかな

り磨り減っている。
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Ш 中田遺跡第 8次(NT91-8)

66～70:S D201
71～ 74:S D 204

0                                         20cm

>

第 18図  S D201・ 204出土遺物 (S=1/4)
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第19図  S D205出 土遺物① (S=1/4)
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

帝

墓 墓

〓

筆

▼ 子
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二
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113

0                                         20cm

第20図  S D205出 土遺物② (S=1/4)
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省く
０
＼、、

-58-



Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

1

|

0                                         20cm

第22図  S D206出 土遺物② (S=1/4)
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SD207

調査区の東端で検出したほぼ南北方向の溝である。規模は幅約3.4m・ 深さ約0.9mを 測り、

断面形状は逆台形を呈する。埋土は大まかにみて上層が暗灰青色粗砂混じり粘質土、中層が淡

褐色微砂混じり粘質シルト、下層が暗灰色粗砂混じり粘質上で、中層には多量の植物遺体が含

まれている。埋土の状況から滞水状態にあったことが窺える。

当溝には橋が架けられていたようで、溝の西肩に 2基、中央に 1基、計 3基の折り取られた

橋脚 (Pl～ P3)ん 遺ゞ存 していた (187～ 189)。 橋脚間の距離は東西約2.3mで、橋幅は親柱

にあたるP2・ P3間の内寸から約90cmと 想定できる。 Plは溝中央付近にあたると考えられ、

溝底部に約80cmが打ち込まれている。 P2・ P3に は掘形があり、規模はP2-98cm× 70cm・

深さ42cm、 P3-83cm× 61cm・ 深さ42cmを測る。橋脚には直径約12cmの 木材が使用され、下端

部は尖らせ、上端部には鋸痕が認められる。この鋸痕が加工痕か、あるいは折り取る際のもの

かは不明である。 Plは他より丁寧な作りで、表面は六角形に面取りされ、また規則的な手斧

痕を残している。これらの処理を装飾と考えると、 Plは見えることを前提として作られた橋

脚であることが窺えよう。なお第 2次面上面では、 P2の北約 4m地点でもこれらと同様の木

材を検出している。 Pl付近の上層、溝底部から約60cm上からは約70cm× 45cmを測る巨石が出

土しており、礎石であった可能性がある。

Pl(187)一 残存長152 9cm・ 直径12.5cm。 断面六角形。

P2(188)一 残存長 52 3cm・ 直径11.4cm。 断面丸みを帯びた六角形。

P3(189)一 残存長 92 3cm・ 直径11,7cm。 断面丸みを帯びた六角形。

出土遺物には土師器皿 (165～ 170)・ 羽釜 (175・ 176)、 瓦器椀 (171～ 174)・ 三足釜 (177)・

火鉢 (178)、 東播系須恵器甕 (179)・ 鉢 (180)、 不明陶器 (181)、 中国製白磁 (182)、 棒状木

製品 (183)、 瓦質不明製品 (184)、 瓦 (185・ 186)がある。時期は12世紀後半から14世紀末に

比定されるものである。瓦器椀は高台の消失 した最終形態のものである。(183)は長さ53 3cm

を測り、全体が六角形・八角形に面取りされた精製品である。細い方の端部には切り込みがあ

る。(184)は高さ37.8cmを 測り、裏面には藁 ?の痕跡が明瞭に遺存し、土壁に貼り付けていた

ような状況である。また部分的に炭が付着している。形状とこれらのことを考え合わせると、

かまどの焚き口部分である可能性がある。軒平瓦 (185)は顎が欠損 しているが、瓦当の文様

は連珠文が確認できる。

SP201～ SP232

調査区南西部 3～ 4A区の SP205・ 210・ 212は、約1,7m間隔でほぼ南北方向に並び、掘立

柱建物を構成する柱穴である可能性がある。 3～ 4D区の SP229・ 230・ 2311ま約20m間隔で

SD204の 西肩に並んでおり、何らかの関連が考えられる。これら以外のピットには関連性は見
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第24図  S D207出土遺物① (S=1/4)
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Ⅲ 中田遺跡第8次(NT91-8)

いだせないが、分布は調査区西部ほど密 といえる。 なお SP217・ 220～ 2241よ SD201の 底部、

SP232は SD205の底部で検出された。SP207か ら12世紀後半に比定される瓦器椀 (64・ 65)が

出土 しているが、他のピットか らは図化 しえる遺物は出土 していない。法量等は表 4に まとめ

た。

0                           20cm

0                                         20cm

第25図  S D207出土遺物② (S=1/6、 1/4)
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第26図  S D207出土遺物③ (S=1/8)
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201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

lA
2A
2A
2A
3A
3A
3A
3A
3A
3～ 4A
3～ 4A
4A
4A
3B
lB
lB
l～ 2B
2B
2B
3B
3B
3B
4B
4B
lC
lC
3C
3B～ C
3D
3D
4D
3～ 4D

平面形    径
偏円形   24× 55
偏円形   35× 44
偏円形   78× 90
偏円形   46× 55
方 形   39× 47
不定形   25× 35
偏円形   48× 57
楕円形   22× 29
長円形   14× 31
不整形  52以上×72
不定形   40× 52
円 形   43× 53
円 形    44× 46
偏円形   32× 37
不整形    46× 57
不整形   43× 48
偏円形   22× 24
偏円形   54× 60
偏円形   61× 84
不 明  40以上×75
楕円形   21× 29
円 形   43× 47
偏円形    31× 39
偏円形   45× 52
不 明   35× 50以上
円 形   37× 39
偏円形   43× 50
偏円形   55× 57
円 形   40× 43
円 形   34× 40
円 形   45× 54
偏円形   68× 84

Ⅲ 中田遺跡第3次(NT91-8)

埋土 (上から)

14   明褐色細砂
10   灰色細砂混じり粘質土
12   灰色細砂混じり粘質土
6   褐灰色粗砂
13   灰褐色細砂混じり粘質土
4   灰褐色細砂混じり粘質土
17   灰褐色粘質土・灰褐色細砂混じり粘質土
10   灰褐色粘質土
10   灰褐色粘質土
20   淡灰色細砂混じり砂質土
14   灰褐色粘質土・灰褐色細砂混じり粘質土
14   明褐色細砂
14   明褐色細砂
15   暗灰黄色粗砂混じり粘質土
7   灰褐色粗砂混じり粘質土
9   灰褐色粗砂混じり粘質土
17   灰褐色粘土混じり粗砂
10   灰褐色粗砂混じり粘質土
10   灰褐色粗砂混じり粘質土
5   暗灰黄色粗砂混じり粘質土
7   暗灰色細砂混じり粘土
12   暗灰色細砂混じり粘土
12   暗灰色粗砂混じり粘質土
18   暗灰色粗砂混じり粘質土
15   灰褐色粗砂混じり粘質土
6   灰褐色粗砂混じり粘質土
7   灰褐色粗砂混じり粘質土
13   灰褐色粗砂混じり粘質土
9   暗灰色細砂混じり粘質土
13   暗灰色細砂混じり粘質土
17   暗灰色細砂混じり粘質土
29   暗褐灰色細砂混じり粘土

表4 第2次面 ピット法量表

〈第 3次面〉

西区西部の整地面下で溝 2条 (SD301・ 302)・ ピット15個 (SP301～315)・ 土師器皿の集積

2か所 (SW301・ 302)を検出した。

SD301・ 302

SD301は東西方向 (幅50～60cm・ 深さ18～ 22cm)、 SD302は南北方向 (幅 33～ 45 cm・ 深 さ12

～22cm)の 溝で、埋土は暗灰色粗砂混じり粘土である。ピットとしたSP308は、その形状か ら

SD302に連続すると考えられ、このことから両溝は直角に屈曲する溝であった可能性がある。

SD302上層部からは、11世紀末から12世紀初頭に比定される瓦器椀 (190)が出土している。
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第27図 第3次面平面図 (S=1/150)

SP301～ 315

これらのピットの位置等からは関連性は認められない。SP3071引よ根石が遺存 している。法

量等は表 5にまとめた。

深さ(clll)      埋土
lA
lA
2B
2A
2A
2A
3B
3A
3A
3B
3A
3A
4B
4A
4B

◎

SP313

円 形
偏円形

偏円形

円 形
円 形
楕円形

楕円形

長円形

長円形

円 形
不定形

円 形
楕円形

長円形

円 形

30× 28

59× 55

84× 73

26× 24

18× 17

36× 22

60× 34

96× 32

64× 27

37× 34

50× 16

46× 43

38× 28

53× 20

38× 36

表 5 第 3次面 ビット法量表

7   灰黒色粗砂混じり粘質シルト
18   暗灰青色粗砂混じり粘質シルト
18   暗灰青色粗砂混じり粘質シルト
7   灰黒色粗砂混じり粘質シルト  191
5   灰黒色粗砂混じり粘質シルト
16   暗灰色粘土混じり粗砂
3   暗灰色粘土混じり粗砂    (根 石)
8   暗灰色粘土混じり粗砂
3   暗灰色粘土混じり粗砂
10   暗灰色粘土混じり粗砂
17   暗灰色粘土混じり粗砂
21   暗灰色粗砂混じり粘土
16   暗灰色粗砂混じり粘±     192
16   暗灰色粗砂混じり粘土
13   暗灰色粗砂混じり粘土
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SVV301

調査区の北西角の整地面下で検出した土師器皿の集積

である。掘形は無く、南北約76cm。 東西約48cmの範囲に

拡がっている。構造は上部と下部に分かれ、上部に小皿

48枚 (193～ 240)以上、下部に大皿12枚 (241～ 252)の

計60枚以上で構成され、厚さは約15cmを 測る。上部の小

皿は主に正位、下部の大皿は主に逆位であった。

小皿は日縁部の形態から2種類 (I類・ H類)に、ま

た色調では大皿も含めて 3種類 (A～ B)に、次のよう

に分類できる。

・形態惇31!:専fよ:i地の〔岳:

Ⅲ 中田遺跡第 3次(NT91-8)

ヤ や
191 192

0                    10cm

第28図  S D302、 S P304・ 313

出土遺物 (S=1/4)

形態では、小皿のうち60%近 くの28枚 (193～ 220)が I類である。色調では、 I類において

はAが 1点のみで、他はBである。 Bの部分的な赤味は焼きむらと考えられ、 I類のほとんど

がこのBであり、これらは一括して焼成されたものであろう。Ⅱ類ではAが 75%を 占め、 Bは

無い。大皿では逆にAの割合が少なく25%と なっている。

小皿はいずれも口縁部ヨコナデ、底部はナデで指頭圧痕が遺存するという技法である。ただ

Ⅱ類の日縁部はヨコナデの強さにより、外反するものと直線的なものがみられる。また底部と

口縁部との境は、稜を成すものと不明瞭なものがある。これらは明確には区別しえないもので、

個体差の範囲で捉えられるものと思われ、分類はしなかった。ただⅡC類の多くが底部と口縁

部との境の不明瞭なものである。

法量は I類 とⅡ類にはほとんど差は無く、日径9 0cm～ 10.3cmで 、平均値は9.6cmと なる。

大皿は口縁部ヨコナデ、底部ナデで、底部外面には指頭痕が遺存する。法量は、日径14.8cm

～16 1cmで 、平均値は15 3cmと なる。

皿の規格・形態・色調による分類は表 6にまとめた。なお第 3章での個々の観察表は省略し

た。
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第29図  S W301・ 302平面図 (S=1/10)
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Ⅲ 中田遺跡第 3次 (NT91-8)

1鶴      船 5

2∝

217

て ≡ 王 要 /218 ~230

2げ     餌 9

96     2∝      2郷      2W

ミ ≡ ∃ ≡ 多 /1。フ  

ー

209 ~221

1弱      川 0     2盟

釧 1     2閉

212       224

213

釧 4

241 獅

225

226

242

2弔 249

く【::::::::::::]:::::::::'''ラタ′
241

くミ【ここ::::::::::]:::::::::::''7多
4245 矧

0                                            20cm

第30図  S W301出土遺物 (S=1/4)

233
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237
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法量・形態

小皿
大皿 計

I類 Ⅱ類 計

色

　

調

A 1 (  193  ) 15 (221-235) 3(241～ 243)

B 27(194～ 220)

C 5 (286-240) 5 9(244～252)

計

表6 S W301出 土土師器皿分類表

SWV302

SW301の南約0.8mに位置し、南北約34cm。 東西約33clllの 鞄囲に拡がる。 SW301と 同 じ構造

で、上部に小皿35枚 (253～ 287)、 下部に大皿 3枚 (288～ 290)の計38枚で構成 され、正位に

大皿 3枚を重ね、その周囲と上部を覆うように小皿が積まれている。厚さは約 15clllを測る。上

部の小皿は主に正位であるが、横位に立てられているものもある。

皿の規格・形態 。色調からSW301と 同様の分類が可能であり、表 7に まとめた。 なお第 3

章での個々の観察表は省略した。

形態的に注目されることは、小皿においてはSW301と 異なりI類が一点も含まれていない。

また色調ではBが無く、Aと Cで は逆にCの 占める割合が多くなり60%程度となっている。両

遺構を合わせてBは I類固有の色調といえる。大皿はAのみである。

調整技法においては、小皿・大皿ともに SW301の ものとほぼ同様であるが、大皿の口縁部

のヨコナデがいずれも二段である。

法量は小皿が日径9,lcm～ 10.25clllで 、平均値は9,7cm、 大皿が口径14.75cm～ 15 6clllで、平均

値は15.2clllと なる。

表 7 S W302出 土土師器皿分類表

法量・形態

小皿
大皿 計

I類 E類 計

色
　
　
調

A 13(253～ 265) 3(288～290)

B

C 22 (266-287)

計 3
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Ⅲ 中田遺跡第8次(NT91-8)

SW301と の関係であるが、小皿 I類が含まれていないこと等、皿の構成比率に違いはある

ものの、層位的にも、また同様の構造であることからも同時に構築されたものであろう。

SW301・ 302の土器の時期は、11世紀末から12世紀初頭と考えられる。遺構の性格 としては

整地にともなう地鎮の可能性がある。八尾市域での類例として、跡部遺跡第 2次調査において、

土師器小皿を一括埋納 した12世紀頃のピットが検出されている。
註 8

255

2路     2磁      2刊     2側

2引 272くて 三 工 互 ラ
フ
281

郷 4     2潟     2乾

2弱      2“      2μ     2開

27     2“      2膏     2辟

ヤ
2配     2伊     2門     2“

郷 9    郷 8    "7   閉 6

昴 0     2側      2刀     2V

剛      2刊      2拇

く目三
:三三三三:::::::三:]::::::::::::''テテク

7       くミミ三三三三三三三三三:::::::I:::::::::::''''そ

`:9

288

第31図  S W302出土遺物 (S=1/4)

o                                         20cm

第32図 第 8層出土遺物 (S=1/4)
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く下層出土遺物〉

第 8層の砂層か らは、弥生時代後期から奈良時代までの遺物が出土 している。土師器杯

(291)は、日縁部外面横方向、底部外面一定方向の密なヘラミガキを施す。二方向あるいは三

方向に三角形把手を付し、杯としては特異な形状のものである。 8世紀初頭、平城Ⅱの段階に

比定される平城京左京三条二坊七・八坪長屋王邸宅跡 SD4750の 出土遺物に類例が認められる。
註 9

須恵器 (292～ 295)も 同時期に比定されるものであろう。円筒埴輪 (298)は横断面の円弧 の

形状か ら、楕円筒埴輪の可能性がある。 (299)は 形象埴輪で、突帯が屈曲するようである。

第 3章 出土遺物観察表

遺物番号

図版番号
器 種

出土

地点

法量(cln)日径

(復元値)器高
色調 外
内

胎 土 焼成 技法・形態等の特徴
残 存
備 考

1 瑞
皿

2～ 3A
第3層

85
17 灰色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。底部ナデ。内面一重

の圏線状暗文。
ほぼ完形

２

十
一

誡
碗
2C
第3層

高台径  (53)
高台高  09 乳青灰色 密 良好

餞頭心碗。高台内に銘款―『□明□□

年製』。

底部 1/4
反転

3
伊万里

碗

2C
第3層

径

高

台

台

吉
回
高

(54)
10 乳灰青色 密 良好 網目文。

1//3
反転

４

十
一

誡
碗

西区

第 3層
(174)

淡緑灰色 密 良好 内面片切彫 りによる蓮華文。
極小

反転

5
土師器

羽釜

2B～ C
第 3層

(159)
淡橙色 密 良好 回縁部ヨコナデ。体部ナデ。

1ッ/3
反転

6

東播系

須恵器

鉢

3D～ E
第 3層

(257)
灰茶色

密 0 3mm以 下
の砂粒含む

良好 回転ナデ。
極小

反転

7

東播系

須恵器

鉢

4D～ E
第3層

(266)
淡灰青色

密 1 5mm以 下

の砂粒含む
良好 回転ナデ。

極 /1ヽ

反転

8

東播系

須恵器

鉢

4D～ E
第3層

(311)
灰色

密 1 5mI以 下

の砂粒含む
良好 回転ナデ。

極小

反転

9
土師器

皿

3A
第 5層

975
20 乳茶色 密 良好 日縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

土師器

皿

3A
第5層

985
16 乳茶色 密 良好

口縁部 ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
4/5

土師器

皿

3A
第5層

985
205 乳茶色 密 良好

日縁部 ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿

1～ 2C
第5層

945
18 明乳茶色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿

3A
第5層

975
175 乳茶色 密 良好

口縁部 ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿

3A
第 5層

975
18 乳茶色 やや粗 良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

遺物番号

図版番号
器  種

出土

地点

法量 (cm)回径
(復元値)器高

色調 外
内

胎  土 焼成 技法・形態等の特徴 残 存
備 考

15
土師器

皿

3A
第 5層

985
165 乳茶色 密 良好 □縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

16
土師器

皿

3～ 4E
～ F
第 5層

1235

16 乳茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。
2/3
-部反転

17
瓦器

皿

IA
第 5層

82
19 白灰色 密 良好

口縁部 ヨコナデ。底体部外面ユビオサ

エ、内面ナデ。

口縁部
1/3欠損

18 酪
椀

3～ 4D
～F
第 5層

(107)
245 淡灰色 密 良好 口縁部ヨコナデ。底体部ナデ。

1//3
-部反転

瑞
椀

3～ 4E
～ F
第 5層

(110)
淡灰色 密 良好 回縁部 ヨヨナデ。底体部ナデ。

1/4
反転

瓦器

皿

束区

第 5層

(83)
23 淡灰黒色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。内面斜

格子 。圏線状ヘラミガキ。

1/2
反転

21
土師器

杯

3～ 4C
第5層

(92)
淡橙灰色

密 l mm以下の

砂粒含む
良好
回縁部ヨコナデ。底体部外面ユビオサ

エ。内面放射状ヘラミガキ。

1ノ/4
反転

土師器

高台付き皿

4A
第 5層

径底

高

脚

脚
(48)
26 乳茶色 密 良好 ナデ。

脚部 1/4
-部反転

２３

十
一

醜
碗
4D～ E
第5層

(164)
淡灰白色 密 良好 回転ナデ・ 回転ヘラケズリ

1/10
反転

２４

十
一

融
皿
2B
第 5層

底径   (50)
淡緑灰色 密 良好

回転ナデ・回転ヘラケズリ。内面櫛に

よるジグザグ文。は部外面露胎。

1//4
反転

２５

十
一

自磁

皿

2B
第 5層

底径   (54) 乳白青色 密 良好
内面ヘラ描きによる花文。底部外面露

胎。

1/4
反転

２６

十
一

土師器

羽釜

4D～ E
第5層

(241)

鍔径   (298) 乳茶色 やや粗 良好
回縁部は端部～外面ナデ、内面ヨコナ

デ。鍔 ヨヨナデ。

1/10
反転

２７

十
一

土師器

羽釜

4D～ E
第5層

(268)
淡乳茶色 やや粗 良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面 ヨコナデ、

内面ナデ。

極小

反転

２８

十
一

土師器

羽釜

3～ 4E
～F
第5層

(301)
淡茶灰色

密 I mm以下の

砂粒含む
良好 ナデ。

極小

反転

２９

十
一 珊雅

4D～ E
第5層

(316)
淡乳茶色 やや粗 良好 ヨコナデ。

小

転

極

反

器

釜

瓦

羽

3D～ E
第5雇

(218)

鍔径  (275) 淡灰色
密 l mI以下の

砂粒含む
良好 ヨコナデ。鍔下面ヘラケズリて裸付着。

小

転

極

反

東播系

須恵器

鉢

4D～ E
第5層

灰色 密 良好 回転ナデ。内面ナデ。 極小

東播系

須意器

鉢

3～ 4C
第5層

(224)
灰色 密 良好 回転ナデ。日縁部外面自然釉。

小

転

極

反

東播系

須恵器

甕

とB
第5層

(226)
淡茶色 密 良好 回転ナデ。

1/8
反転

東播系

須恵器

甕

3B
第 5層

(420)
暗灰色 密 良好 ナデで、外面タタキ残る。

小
転
極

反

瑞
甕
3D～ E
第5層

(322)
灰色 密 良好

回縁部ヨコナデ。体部外面タタキ、内

面ナデ。

極小

反転
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遺物番号

図版番号
器 種

出土

地点

法量 (cl)

(復元値)

径

高

□

器

色調 外
内

胎  土 焼成 技法・ 形態等の特徴
残 存
備 考

布留式上器

甕

3B
第 5層

(126)
乳茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。体部内面ヘラケズリ

1/8
反転

土師器

皿

S E202

曲物内

(127)
203 暗乳茶色 密 良好 口縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/4
反転

瑞
椀

S E202

曲物内

(155) 淡灰色

灰黒色
密 良好

外面粗なヘラミガキ。内面は見込み斜

格子、体部密なヘラミガキ。

1/8
反転

酷
椀

S E202

曲物内

(166)
暗灰黒色 密 良好

外面粗なヘラミガキ。内面は、体部密
なヘラミガキ。

1/8
反転

瑞
椀

S E202

曲物内

(144)
50

高台径  (45)
黒灰色 密 良好

外面粗なヘラミガキ。内面は、体部粗

なヘラミガキ。

高台高 06

極小

反転

４‐

十
一

瓦器

椀

S E202

曲物内

154

505

高台径  (43)
黒灰色 密 良好

内面は、見込み斜格子、体部粗なヘラ

ミガキ。

高台高 03
完形

４２

十
一

曲物

S E202

下から二

段目

直径   416
高さ  330

外側は三段巻きで、下段のみ巻き方向が逆。

内側と外側の間には、補強のための長方形

の板を挟んでいる。裾には釘穴が巡る。

４３

十
一

曲物
S E202

最下段

直径   400
高さ  285 外側は三段巻き。

土師器

羽釜
S E 203

(310)
暗乳茶色 やや粗 良好 口縁部ナデで、端部外面 ヨコナデ。

小

転

極

反

瑞
椀

S E203
(148)

黒灰色 密 良好
外面粗なヘラミガキ、内面密なヘラミ

ガキ。

1/5
反転

瑞
椀

S E203

(156)
54

高台径  (61)
黒灰色 密 良好

外面やや密なヘラミガキ、内面は見込

み平行、体部密なヘラミガキ。

高台高 06

1/6
反転

酷
椀

S E204

曲物内

(156)

54

高台径  (61)
灰黒色 密 良好

外面粗なヘラミガキ、内面は見込み格

子状、体部密なヘラミガキ。

高台高 06

1/8
反転

４８

十
三

瑞
椀

S E204

曲物内

1525

445

高台径  50
黒色 密 良好

内面見込み平行、体部粗なヘラミガキ。

高台高 04
完形

４９

十
上

略
椀

S E204

曲物内

150

51

高台径  49
黒灰色 密 良好

内面見込み平行、体部粗なヘラミガキ。

高台高 05
完形

５０

十
三 鰐雅

S E 204

山物内

(234)

鍔径  (326) 暗乳茶色 やや粗 良好
ナデ。鍔 ヨコナデ。口縁端部の二か所

にくばみ有 り。

1/J
反転

５‐

十
三 瑞准

S E204

曲物内

(278)

鍔径   (376) 乳茶色 やや粗 良好
回縁部～体部外面 ヨコナデ。内面ナ/。

鍔下面煤付着。

1/5
反転

５２

十
二

曲物
S E204

最下段

直径   415
高さ  290

外側は上部と下部の二段巻きで、巻き

方向は逆。外面に墨書。

土師器

皿

S E205

曲物内

最下層

(89)
17 暗乳茶色 密 良好

日縁部 ヨコナデ。底体部外面ユビオサ

エ、内面ナデ。内面煤付着。

1/2
-部反転

５４

十
二

土師器

皿

S E205

曲物内

1005

17 乳茶色 密 良好
日縁部 ヨコナデ。底体部外面ユビオサ

エ、内面ナデ。
ほば完形

瑞
椀

S E205

曲物内

最下層

(142)
淡黒灰色 密 良好 内外面密なヘラミガキ。

1/5
反転

５６

十
三 饂雅

S E205

曲物内

最下層

(237)

鍔径  (247) 褐灰色
やや粗 3 5 mm

以下の砂粒含

む

良好 ナデ。外面煤付着。
1/5
反転
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

遺物番号

図版番号
器 種

出土

地点

法量 (卿 )

(復元値 )

径

高

回

器

色調 外
内

胎 土 焼成 技法・ 形態等の特徴
残 存
備 考

５７

十
三

曲物底
S E205

掘形内

直径   354
厚さ   H

器

椀

瓦

小
S K206

(78)
淡灰色 密 良好

日縁部 ヨコナデ。体部外面ナデ、内面

圏線状の粗なヘラミガキ。

1/5
反転

開

十
一

器

鉢

瓦

摺
S K206

(290)
黒灰色

やや粗 5 0mm

以下の砂粒含

む

良好
回縁部 ヨコナデ。体部外面ヘラケズリ

内面卸 し日。

1/4
反転

６０

十
一

酷
鍋

S K206
(331)

淡灰色
密 0 5mm以 下
の砂粒含む

良好

日縁部 ヨコナデで、外面ハケ残る。日

縁部～体部間外面ユビオサエ。体部外

面ナデ、内面ハケ。

小

転

極

反

土師器

皿
S K205

(85)
165 乳茶色 密 良好

回縁部～体部内面 ヨコナデ、医体部外

面ユ ビオサエ、底部内面ナデ。

1/4
反転

囃
皿

S K205

88
19 淡灰色

密 1 5mm以 下

の砂粒含む
良好
回縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ナデ。

内面は見込み平行十圏線状ヘラミガキ。

／

転

１

反

土師器

羽釜
S K205

(316)

鍔径   (396) 乳茶色 やや粗 良好
回縁部～体部外面 ヨコナデ。体部内面

ナデ。煤付着。

1/8
反転

囃
椀

S P207
(140)

淡灰黒色 密 良好
外面はやや密な、内面は密なヘラミガ

キ。

1/8
反転

瑞
椀

S P207
高台径  49
高台高   05 黒灰色 密 良好

底部外面ナデ。見込み格子状ヘラミ方

キ。

高台のみ

一部反転

土師器

皿
S D 201

(82)
14 淡灰茶色 密 良好 ナデで、日縁部内面 ヨコナデ。

1/4
反転

土師器

皿
S D201

(35)
14 乳灰茶色 やや粗 良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/4
反転

黒色土器

椀
S D201

高台径  (80)
高台高   10 乳灰茶色 やや粗 良好

外面ナデ。内面ヘラミガキ。A類 (内
黒)。

1/2
反転

６９

十
三

瑞
椀

S D 201

(151)
48

高台径   56
黒灰色 密 良好

日縁部ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

外面粗なヘラミガキ。 内面は見込み斜
格子十体部密なヘラミガキ。高台高 06

1/4
-部反転

７０

十
三

酷
椀

S D201

(141)
33

高台径   34
黒灰色 密 良好

口縁部 ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

底部外面ナデ。内面見込み平行十体部

粗なヘラミガキ。高台高 03

1/3
-部反転

71 珊
雅

S D 204

(307)

鍔径   (380) 褐茶色
やや粗 2 mm以

下の砂粒含む
良好 回縁部ナデ。鍔 ヨコナデ。

小

転

極

反

器

釜

瓦

羽
S D204

(267)

鍔径   (327) 灰色 密 良好
日縁部外面 ヨコナデ、内面ハケ。体部

外面ヘラケズリ。

1/8
反転

７３

十
二

瓦器

椀
S D204

径

高

ム
ロ
台

一局

古
回

65
08 黒灰色 密 良好

底体部外面ナデ。高台 ヨコナデ。見込

み一定方向のヘラミガキ。

高台のみ

一部反転

平瓦 S D 204

辺

辺

長

短

(190)

(155) 白灰色 やや粗 良好
凹面布目。凸面縄目後、一部横方向の

ヘラケズリ。端面ナデ。
1/5

土師器

皿
S D205

785
16 乳灰茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 3ノ/J

土師器

皿
S D205

(86)
12 子L灰茶色 密 良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/3
反転

７７

十
二

土師器

皿
S D 205

935
17 乳灰茶色 やや粗 良好

回縁部 ヨコナデ。底体部外面ユビオサ

エ、内面ナデ。
2//3
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遺物番号

図版番号
器  種

土

点

出

地

法量 (cm)

(復元値)

径

高

回

器

色調 外
内

胎  土 焼成 技法・形態等の特徴
残 存
備 考

土師器

皿
SD205

875
1 65 乳灰茶色 密 良好

回縁部～内面 ヨヨナデ。底体部外面ユ

ビオサエ、内面ナデ。
1/2

７９

十
三

土師器

皿
SD205

99
18 淡茶灰色

密 0 2 mal以 下

の砂粒含む
良好 回縁部～内面 ヨコナデ。底体部ナデ。 完形

土師器

皿
SD205

(1025)
16 乳茶色 密 良好 回縁部～内面 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/4
反転

８‐

十
三

土師器

皿
SD205

135
295 乳茶色 密 良好 口縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

土師器

皿
SD205

(150)
淡茶灰色

密 l mI以下の

砂粒含む
良好 口縁部 ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

1/8
反転

土師器

皿
SD205

(159)
23 淡灰茶色

密 l mm以下の

砂粒含む
良好 回縁部ヨコナデ。底体部ナデ。

1/8
反転

土師器

高台付き皿
SD205

径底

高

脚

脚

(94)
35 乳茶色 密 良好 脚部ナデ。

1/4
反転

土師器

椀
SD205

(180)
淡茶灰色

密 l mm以下の

砂粒含む
良好
回縁部外面ナデ、内面 ヨコナデ。体部

外面ユビオサエ、内面ヘラミガキ。

1/8
反転

86 瑞
皿

SD205
(85)
15 黒灰色 密 良好

口縁部～内面ナデ。底体部外面ユビオ

サエ。

1/5
反転

８７

十
四

瑞
皿

SD205
(92)
19 黒灰色 密 良好

回縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ユビ

オサエ。内面見込み平行 十体部密なヘ

ラミガキ。

1/3
反転

88 瑞
皿

SD205
(92)
26 黒灰色 密 良好

□縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ナ鳥

内面見込み平行十体部密なヘラミガキ。

1/4
反転

89 瑞
皿

SD205
89
18 黒灰色 密 良好

回縁部外面ナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ。内面渦巻 き状ヘラミガキ。
ほぼ完形

90 略
椀

SD205
(140)

黒灰色 密 良好

回縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ユビ

オサエ。外面は粗なヘラ ミガキ。内面

は見込み格子 +体部密なヘラミガキ。

1/3
反転

９‐

十
四

瑞
椀

SD205
(148)

黒灰色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

外面は粗なヘラミガキ。内面は体部密

なヘラミガキ。

／

転

１

反

９２

十
四

燃
椀

SD205
(156)

39

高台径  (39)
黒灰色 密 良好

回縁部外面 ヨコナデ。体部外面ユビオ

サエ。底部外面ナデ。内面は見込み平

行十体部粗なヘラミガキ。高台高 03

／

転

１

反

９３

十
四

酪
椀

SD205
(166)

淡灰色 密 良好
内外面密なヘラミガキで、外面上位に
ユビオサエ残る。

1/5
反転

９４

十
四

瑞
椀

SD205
120

295

高台径   285
黒灰色 密 良好

口縁部～内面 ヨコナデ。底体部外面ユ

ビオサエ。内面渦巻 き状ヘラミガキ。

高台高 02
4/5

９５

十
四

瓦器

椀
SD205

(128)
235

高台径   33
黒灰色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。底体部外面ナデ。内

面渦巻き状ヘラミガキ。

高台高 01

1/4
反転

９６

十
四

瑞
椀

SD205
(140)

灰色 密 良好

回縁部 ヨヨナデ。体部外面ユビオサエ。

底部外面ナデ。内面見込み平行十体部

粗なヘラミガキ。

1/5
反転

９７

十
四

瑶
椀

SD205
(138)
26

高台径   28
黒灰色 密 良好

口縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ユビ

オサエ。

内面渦巻き状ヘラミガキ。高台高 02

1/5
反転

９８

十
四

瑞
椀

SD205

101

29 白灰色 密 良好
□縁部ナデ。底体部外面ユ ビオサエ。

内面渦巻き状ヘラミガキ。
1/2
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-3)

遺物番号

図版番号
器  種

出土

地点

法量 (cm)

(復元値 )

径

高

回

器

健調 外
内

胎  土 焼成 技法・形態等の特徴
残 存
備 考

９９

十
四

瓦器

鉢
S D205 (232)

黒灰色 密 良好
日縁部ヨコナデ。体部外面ナデ、内面
ヘラミガキ。

極小

反転

‐００

十
四

青磁

皿
S D205

底径
乳灰緑色 密 良好

回転ナデ。回転ヘラケズリ。底部外面

釉掻き取 り。

底部のみ

一部反転

‐０‐

十
四

誡
碗

S D 205
(172)

淡緑灰色 密 良好 内面片切彫 りによる花文。
1/8
反転

脱
十四

白磁

碗
S D205

(174)
乳茶灰色 密 良好 回転ナデ。回転ヘラケズリ

極小

反転

‐０３

十
四

餓
碗

S D205
(163)
65

底径   (70)
乳灰色 密 良好

回転ナデ。回転ヘラケズリ。外面下半

露胎。

1/3
反転

104
人形 S D 205

長

幅

厚

222

28
10

下端部欠損。

105
木鍾 S D205

長

幅

98
30-55

東播系

須恵器

鉢

S D205
(266)

灰色
密 0 5mm以 下
の砂粒含む

良好
回縁部外面回転ナデ、内面ナデで、内

面にハケ残る。

小

転

極

反

東播系

須恵器

鉢

S D205 灰色 密 良好
日縁部外面回転ナデ、内面ナデ。外面

自然釉。
極小

東播系

須恵器

鉢

S D205 灰色 密 良好 回縁部ナデ。 極小

系

器

播

恵

鉢

東

須 S D 205 灰 色 やや粗 良好 回転ナデ。
極小

反転

110 土師器

羽釜
S D205

(179)

鍔径   (236) 乳茶色
やや粗 3 mm以

下の砂粒含む
良好
日縁部～鍔外面 ヨヨナデ。内面ナデ。

日縁端部と鍔に煤付着。

1/8
反転

ｍ
十五
銚
略

S D205
(249)

鍔径   (330) 灰褐色
やや粗 1 5mm

以下の砂粒含

む

良好 日縁部～体部ナデ。鍔 ヨコナデ。
1/5
反転

‐‐２

十
五

土師器

羽釜
S D205

(339)

鍔径   (400) 乳茶色 やや粗 良好
回縁部 ヨコナデ。体部ナデ。鍔 ヨコナ

デで燥付着。

1/5
反転

‐‐３

十
五 銚准

S D205
(222)

鍔径   (253) 淡乳茶色 やや粗 良好
日縁部～鍔 ヨヨナデ。内面ナデ。外面

煤付着。

極小

反転

土師器

羽釜
S D205

(288)

鍔径  (330) 黒灰色 やや粗 良好 回縁部～鍔 ヨヨナデ。体部ナデ。
極小

反転

‐‐５

十
五

酬
甕

S D205
(384)

暗灰色 やや粗 良好 日縁部回転ナデ。
極小

反転

‐‐６

十
二

棚
甕

S D205 淡褐灰色
密 1 5mm以 下

の砂粒含む
良好 回転ナデ。

小

転

極

反

丸 瓦 S D205 淡灰黒色 密 良好
凹面布目。凸面ナデ。玉縁凹面端部ヘ

ラケズリ。
極小

平瓦 S D 205

長辺   189
短辺   140 黒灰色 やや粗 良好

凹面ナデ。凸面縄目。側面ナデ。端郡
ヘラケズリ。

1/5

‐‐９

十
五

土師器

皿
S D206

93
16 乳灰茶色 やや粗 良好 日縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 3/4
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遺物番号

図版番号
器  種

出土

地点

法量 (cm)日径
(復元値)器高

色調 外
内

胎  土 焼成 技法・形態等の特徴
残 存
備 考

土師器

皿
S D 206

885
17 淡乳茶色 密 良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 4/5

121 土師器

皿
S D206 淡灰茶色

密 0 2mm以 下
の砂粒含む

良好 日縁部～内面 ヨコナデ。底体部 ナデ。 完 形

土師器

皿
S D 206

91

165 乳茶色 密 良好
口縁部ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
7/8

土師器

皿
S D206

89
14 乳茶色 密 良好

日縁部 ヨコナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿
S D 206

(87)
165 乳茶色 密 良好 回縁部ヨコナデ。底体部ナデ。

1/2
反転

‐２５

十
五

土師器

皿
S D206

91
17 淡茶灰色

密 1 5mm以 下

の砂粒含む
良好 日縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 完形

土師器

皿
S D206

91

15 淡灰茶色
密 0 5mm以 下
の砂粒含む

良好 口縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほば完形

‐２７

十
二

土師器

皿
S D206

895
155 明乳茶色 密 良好

回縁部～内面 ヨコナデ。底体部外面ユ

ビオサエ、内面ナデ。
ほば完形

土師器

皿
S D206 乳灰茶色 密 良好

日縁部 ヨヨナデ。底体部外面ユ ビオサ

エ、内面ナデ。
3ッ/4

土師器

皿
S D 206

(90)
13 淡茶灰色

密 1 5mI以 下

の砂粒含む
良好 回縁部～内面 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/2
-部反転

土師器

皿
S D206

91
14 乳灰茶色 密 良好 回縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

131 土師器

皿
S D 206

895
16 暗灰茶色 密 良好

日縁部～内面 ヨコナデ。底体部外面ユ

ビオサエ、内面ナデ。
完形

‐３２

十
五

土師器

皿
S D206

85
16 淡灰茶色

密 l mm以下の

砂粒含む
良好 日縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 完形

土師器

皿
S D206

81
155 乳茶色 密 良好

日縁部～内面 ヨコナデ。底体部外面ユ

ビオサエ、内面ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿
S D 206

82
13 淡灰茶色

密 l mm以下の

砂粒含む
良好 回縁部 ヨコナデ。威体部ナデ。 ほぼ完形

断
十五

瓦器

皿
S D 206

(875
14 灰色 密 良好

回縁部ヨコナデ。体部外面ユビオサエ、

内面ナデ。底部ナデ。

1/2
-部反転

136 酪
皿

S D206

96
19 黒灰色 密 良好

日縁部～内面 ヨコナデ。底体部外面ユ

ビオサエ、内面ナデ。
ほぼ完形

甥
皿

S D206

(77)
17 淡灰色 密 良好

回縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。底体

部ナデ。

1/2
反転

‐３８

十
六

土師器

皿
S D206

144

28 暗乳茶色 密 良好 回縁部 ヨヨナデ。底体部ナデ。 完形

土師器

皿
S D 206

138

27 淡茶灰色
密 0 5mm以 下
の砂粒を含む

良好 日縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 1/2

‐４０

十
六

土師器

皿
S D 206

1435

25 暗乳茶色 やや粗 良好 口縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形
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Ⅲ 中田遺跡第 8次 (NT91-8)

遺物番号

図版番号
器  種

出土

地点

法量(cla)日 径

(復元値)器高
色調 外
内

胎  土 焼成 技法・ 形態等の特徴
残 存
備 考

Щ
十六

土師器

皿
S D 206

143

26 暗予L茶色 密 良好 口縁部ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

‐４２

十
六

土師器

皿
S D206

136
23 暗乳茶色 密 良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

‐４３

十
六

土師器

皿
S D206

(137)
28 乳灰茶色 密 良好

口縁部ヨヨナデ。広体部ナデ。内面煤

付着。

1/2
反転

144 略
椀

S D 206

(160)
475

高台径  (54)
黒灰色 密 良好

日縁部ヨコナデ。底体部外面ナデ。高台ヨコ

ナデ。外面粗なヘラミガキ。内面見込み格子
十体部やや密なヘラミガキ。局台高 04

1/3
反転

‐４５

十
六

瑞
椀

S D206

154
49

高台径   50
淡灰黒色 密 良好

体部外面ユビオサエ。底部外面ナデ。

外面粗なヘラミガキ。内面見込み格子
十体部密なヘラミガキ。高台高 05

完形

‐４６

十
六

瑞
椀

S D206
(157)
49

高台径  (61)
黒灰色 密 良好

体部外面ユビオサエ。底部外面ナデ。

外面粗なヘラミガキ。内面見込み格子
+体部粗なヘラミガキ。高台高 05

1/3
反転

‐４７

十
六

酪
椀

S D 206

(152)
42

高台径  (49)
黒灰色 密 良好

体部外面ユビオサエ。底部外面ナデ。

内面見込み格子十体部粗なヘラミガキ。

高台高 06

1/2
-部反転

‐４８

十
六

酪
椀

S D 206

1585

51

高台径  (49,
黒灰色 密 良好

□縁部ココナデ。体部外面ユじオサエ。高台ヨ

コナデ。底部外面ナデ。外面粗で、内面は見込

み平行+体部密なヘラミガキ。高台高 06

1/4
-部反転

‐４９

十
六

瑞
椀

S D 206

(154)
40

高台径  40
灰黒色 密 良好

日縁部ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

底部外面ナデ。内面見込み平行 +粗な
ヘラミガキ。高台高 025

1//4
反転

瑞
鉢

S D206
(154)
40

高台径  40
灰色 密 良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

内面ヘラミガキ。

高台高 025

小

転

極

反

‐５二

十
七

瑞
鉢

S D206
高台径   795
高台高  40 黒灰色 密 良好

底部外面ナデ。内面見込み平行ヘラミ
ガキ。

高台 3/4
-部反転

152

珊蔀
S D 206

脚底径  54
脚高   35 乳茶色 密 良好 ナデ。

脚のみ

一部反転

‐５３

十
六

土師器

高台付 き皿
S D 206

脚底径  100
脚高   38 乳灰茶色 やや粗 良好

底部ナデ。脚部 ヨコナデで、外面上位
ユビオサエ。

脚のみ

‐５４

十
七

略
鉢

S D206
(212)
81

高台径  (129)
淡灰色 やや粗 良好

回縁部～内面回転ナデ。体部外面回転
ヘラケズリ。底部ナデ。高台貼付け。

高台高 15

1/4
反転

融
碗

S D 206
(170)

緑灰色 密 良好 内面片切 り彫りによる花文。
小

転

極

反

醜
碗

S D 206
底径   (72)

乳灰色 密 良好 回転ナデ。底部外面露胎。
1/2
反転

器

釜

瓦

羽
S D 206

(144)

鍔径  (186) 黒灰色 密 良好
日縁部ハケで、端部ヨヨナデ。鍔 ヨコ

ナデ。

1/8
反転

器

釜

瓦

羽
S D 206

(17651

鍔径  (232) 黒灰色 密 良好
口縁部ハケで、端部ヨコナデ。鍔 ココ

ナデ。鍔煤付着。

極小

反転

瓦器

三足釜
S D 206

残存長  110
白灰色 やや粗 良好 ナデ。 脚のみ

鰐
澄
土

可
S D 206

(308)

鍔径   (364) 乳茶色
やや粗 5 mm以

下の砂粒を含

む

良好
口縁部ナデで、端部ヨコナデ。日縁部

～体部外面煉付着。

極小

反転

東播系

須恵器

鉢

S D206
(290)

暗灰色 密 良好 口縁部回転ナデ。体部ナデ。
1/4
反転
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遺物番号

図版番号
器 種

土

点

出

地

法量 (cm)

(復元値 )

径

高

日

器

色調 外
内

胎  土 焼成 技法・形態等の特徴
残 存
備 考

東播系

須恵器

鉢

S D 206
(348)

暗灰色
密 2 mm以下の

砂粒を含む
良好 回縁部回転ナデ。体部ナデ。

小

転

極

反

‐６３

十
七

東播系

須恵器

甕

S D206
(218)

暗灰色 密 良好
回頸部回転ナデで、頸部外面 タタキ残

る。体部外面 タタキ、内面ナデ。

1/4
反転

幽
十七

下駄 S D 206

長

幅

高

170
95
29

完 形

‐６５

十
七

土師器

皿
S D 207

(140)
26 淡茶灰色

密 1 5mm以 下

の砂粒を含む
良好 回縁部ヨコナデ。底体部ナデ。

1/3
反転

‐６６

十
七

土師器

皿
S D207

83
13 灰茶色 やや粗 良好 口縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

土師器

皿
S D 207

(80)
11 淡灰茶色

密 l mI以下の

砂粒を含む
良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/3
反転

‐６８

十
七

土師器

皿
S D207

80
155 乳茶色 やや粗 良好 口縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 ほぼ完形

‐６９

十
七

土師器

皿
S D207

(76)
14 灰色 密 良好

回縁部～内面 ヨコナデ。体部外面ユ ビ

オサエ。底部ナデ。
ほぼ完形

土師器

皿
S D207

78
15 淡灰茶色

密 0 2mm以 下
の砂粒を含む

良好 日縁部ヨコナデ。底体部ナデ。
1/4
反転

瑞
椀

S D 207

(106)
28 灰黒色 密 良好

口縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。底体

部外面ナデ。内面粗なヘラミガキ。
反転

酬
擁

S D207
(109)

淡灰色
密 3 mI以 下の

砂粒を含む
良好 外面ナデ。内面乱方向のヘラミガキ。

1//4

反転

173 瑞
椀

S D207 灰黒色 密 良好
回縁部外面 ヨコナデ。底体部外面ナ元

内面渦巻き状ヘラミガキ。
4/5

174 瑞
椀

S D 207

107

24 淡灰茶色
密 2 mm以下の

砂粒を含む
良好

回縁部 ヨコナデ。体部外面ユビオサエ。

底部外面ナデ。内面渦巻 き状ヘラミガ

キ。

3/4

175

珊
雅

S D207

(302)

鍔径   (330) 淡茶橙色
やや粗 2 mm以

下の砂粒を含

む

良好
口縁部ナデ。鍔部 ヨヨナデで下面に煤

付着。

1/8
反転

176

珊
雅

S D207

(286)

鍔径   (343) 淡茶灰色
密 2 5mm以 下
の砂粒を含む

良好
日縁部ナデ。鍔部 ヨコナデで下面に煤

付着。

1/5
反転

177 器

釜

瓦

羽
S D 207

(147)

鍔径   (192) 黒灰色 密 良好
回縁部外面 ヨコナデ、内面ナデ。鍔部

ヨコナデで下面に煤付着。

1/6
反転

178 器

鉢

瓦

火
S D207

(273)
暗灰色 密 良好

回縁部回転ナデ。日縁部 2条の突帯間
に菊花スタンプ文。

小

転

極

反

179
系

器

播

恵

甕

東

須 S D207
(195)

灰色 密 良好 回転ナデで、体部 タタキ残る。
1/3
反転

‐８０

十
八

東播系

須恵器

鉢

S D207 灰緑色
密 l mm以下の

砂粒を含む
良好 回縁部ヨコナデ。体部ナデ。

極小

反転

‐８二

十
八

鑑
鉢

S D 207

高台径  (108)
高台高   12 灰色 やや粗 良好

回転ナデ。底部外面未調整。高台貼付

け 。

1/5
反転

白磁

碗
S D207

高台径  (52)
高台高   06 乳灰色 密 良好

回転ヘラケズリ、回転ナデ。底部外面

露胎。見込み蛇の目状に釉掻 き取 り。

底部のみ

一部反転
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Ⅲ 中田遺跡第 8次(NT91-8)

遺物番号

図版番号
器  種

出土

地点

法量 (cl)日径
(復元値)器高

色調 外
内

胎 土 焼成 技法・ 形態等の特徴
残 存
備 考

咄
十八

木製品 S D207

長

幅

533
10～20 表面は大角形～八角形に面取 りされる。

細い方の端部には切 り込みが入る。

‐３４

十
八

瓦質製品 S D207

一局

幅

378
375 灰色 密 良好

表面か ら側面はナデ。上小口面は粘土

切 り取 り後未調整。裏面には藁 ?の痕
跡。煤付着。断面151× 90

1/2?

軒平瓦 S D207
長辺

褐灰色
密 3 mm以下の

砂粒を含む
良好 凹面布目。側面ナデ。連珠文。 極小

丸瓦 S D207
長辺   187
高さ   88 白灰色 粗 良好 凹面布目。凸面ナデ。端部面ナデ。 1/4

団
十九

瓦器

椀
S D302

156

58
高台径  64

灰黒色 密 良好

日縁部ヨコナデ。高台ヨコナデ。底部外面

ナデ。外面は密で分割した、内面は密で放

射状のヘラミガキ。高台高 08
4/5

土師器

皿
S P 304

78
15 淡灰茶色

密 l mm以下の

砂粒を含む
良好 回縁部～内面 ヨコナデ。底体部ナデ。

1/4
反転

土師器

皿
S P313

86
16 淡灰茶色

密 l mm以下の

砂粒を含む
良好 回縁部 ヨコナデ。底体部ナデ。 完形

２９‐

こ
＋

土師器

杯

2B
第8層

(167)
25 乳茶色 密 良好

外面ヘラミガキで、底部にヘラケズリ

残る。内面は回縁部回転ナデ、底部ナ

デ。耳はナデで、 2～ 3方向。

1/2
反転

須意器

杯身

西区

第 8層

(149)
43

高台径  (114)
白色 密 良好

回転ナデ。

高台高 05
1/5
反転

２９３

二
十

須恵器

杯蓋

西区

第 3層

(157)
245

つまみ径  33
灰色

密 0 2 mI以 下

の砂粒を含む
良好

回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズリ

つまみナデ。灰かぶり。

つまみ高 09

1/4
-部反転

須恵器

杯蓋

西区

第 3層
(140)

灰色 密 良好
回転ナデ。天丼部外面回転ヘラケズリ

内面ナデ。

1/6
反転

須恵器

広回短頸壷

西区

第 8層
(101)

灰色 密 良好 回転ナデ。肩部外面ナデ。灰かぶり。
1/6
反転

296
土師器 西区

第 8層
(108)

乳茶色 密 良好 ナデ。 回縁部内面ヘラミガキ。
1/6
反転

土師器

鉢

西区

第 8層
(132)

乳茶色 密 良好
回縁部ヨコナデ。体部外面ナデ、内面
ヘラミガキ。

小

転

極

反

円筒埴輪
西区

第 8層

突帯高   14
突帯幅   13 暗灰茶色 やや粗 良好 ナデ。平面楕円形 ? 極イ

形象埴輪
東区

第 8層

突帯高   10
突帯幅  09 暗灰茶色 やや粗 良好 ナデ。突帯は屈曲する。 極小
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第 4章 まとめ

今回の調査では、特に平安時代後期から室町時代の遺構
。遺物を検出した。

第 2次面では南北方向に平行する 7条の溝 (SD201～ 207)を検出 した。出土遺物からみる

と、調査区西部の SD201と 中央部の SD204が 11世紀後半から、東部の SD205・ 206・ 207が や

や遅れて12世紀中頃からとなる。そして SD201・ SD206は 13世紀末頃には埋没 し、その後 SD

204・ 205・ 207は 14世紀末まで機能していたと思われる。

これらの溝のうち東端に位置するSD207は、規模や埋土の点か ら他の溝とは性格を異にす

るものである。 SD207に は橋が架けられており、また埋上の状況か らも流路というよりは、

「堀」、すなわち集落・屋敷地を区画する区画溝としての機能が考えられる。埋土中には建築材

と考えられる多量の加工木材や、少量ではあるが瓦が含まれており、また上層からは礎石に使

用されたとも思える巨石が出土している。これらのことからも SD207の 東側に屋敷等の建

物の存在も想定できよう。SD207の出土土器の時期には12世紀末から14世紀末の幅があり、鎌

倉時代から室町時代前半という長期間にわたる集落の存在が窺える。同時期のこのような区画

溝は、八尾市域では成法寺遺跡や福万寺遺跡で確認されている。
註10 註11

井戸は 5基 (SE201～ 205)を検出した。出土遺物の時期は12世紀後半か ら13世紀初頭に比

定される。これらの井戸は溝 (SD201・ 206)に重複しており、同時に機能 していたとも考え

られよう。

第 2次面の西部では、地鎮遺構と考えられる土師器皿集積を伴う整地層が確認され、整地層

の下、第 3次面ではH世紀末～12世紀前半の遺構が検出された。調査区の西側に平安時代後期

の集落遺構が存在する可能性がある。

下層確認調査では砂層中から弥生時代後期～奈良時代の遺物が検出されている。古墳時代前

期までの土器はかなり摩滅しており、河川による流入が主であろう。埴輪については、東部の

調査で検出されている古墳との関連が注目される。奈良時代の土器にはかなり遺存状態の良好

なものがあり、周辺に 8世紀初頭頃の集落の存在が十分考えられる。

註

註 1 八尾市教育委員会「15 中田遺跡 (91-207)の調査」『八尾市内遺跡平成3年度発掘調査報告書』

1992,  3

註2 水野正好「竹筒をのこした一井とその秘呪」(広島県草戸千軒町遺跡調査研究所『草戸千軒血36』 )

註3 財団法人八尾市文化財調査研究会「八尾市埋蔵文化財発掘調査概要 昭和61年度」 〈Ⅱ老原遺跡
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Ⅲ 中田遺跡第3次(NT91-8)

(第 2次調査)〉 『財団法人八尾市文化財調査研究会報告13』 1987年

この例では、補強のため曲物周囲に隙間なく竹を打ち込んでいる。当例は竹の遺存が悪く断言は

できないがこれほど強固な補強ではなかったようである。

註4 墨書の解読については、八尾市立歴史民俗資料館 尾崎良史・小谷利明氏から御教示を得た。

註 5 森島康雄「中河内の羽釜」(日本中世土器研究会『中近世土器の基礎研究Ⅵ』1990年 12月 )

註 6 伊野近富「12～ 16世紀の京都の上器」(日 本中世土器研究会『中近世土器の基礎研究 V』 1989年 11

月)

註 7 前掲書 註 4

註8 八尾市教育委員会文化財室「跡部遺跡発掘調査報告」『八尾市文化財紀要 5』 1991.3

註 9 古代の土器研究会編「古代の土器 1 都城の土器集成」

註10 財団法人八尾市文化財調査研究会「成法寺遺跡」 〈第 6章 第 6次調査 (SH90-6)発 掘調査報

告〉『財団法人八尾市文化財調査研究会報告33』 1991

註11 財団法人八尾市文化財調査研究会「福万寺遺跡―上之島町北 3丁目22-1の調査―」

『財団法人八尾市文化財調査研究会報告24』 1990.6

参考文献

財団法人八尾市文化財調査研究会「 I萱振A遺跡 (第 1次調査)」『八尾市埋蔵文化財発掘調査概

要 昭和61年度』1987

奈良国立文化財研究所「木器集成図録 近畿古代篇」1984

乙益重隆・金子裕之「人形」(『神道考古学講座』第二巻 原始神道期二 1981)
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図 Ⅵ
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Ⅳ 中田遺跡第24次調査 (NT94-24)



例 ロ

1、 本書は、八尾市刑部 4丁目210-1で実施した共同住宅建設に伴う発掘調査の報告書であ

る。

1、 本書で報告する中田遺跡第24次調査 (NT94-24)の発掘調査の業務は、八尾市教育委員

会の指示書 (八教社文第151号 平成 6年 3月 25日 )に基づき、財団法人八尾市文化財調

査研究会が安堂清長氏から委託を受けて実施したものである。

と、現地調査は平成 6年 4月 13日 から平成 6年 4月 26日 (実働10日 間)にかけて、原田昌則を

担当者として実施した。面積184∬を測る。調査においては大見康裕・辻野優子・浜田千

年・平沼寿隆・興儀徳保が参加した。

1、 内業整理は、現地調査終了後、随時実施し平成 7年 5月 31日 に完了した。

1、 本書作成に関わる業務は遺物実測―辻野・沢村妙子 。田島和恵、図面レイアウトー原田、

図面 トレースー北原清子、遺物写真撮影一成海佳子が行った。

1、 本書の執筆・編集は原田が行った。

本 文 目 次
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Ⅳ 中田遺跡第24次 (NT94-24)

Ⅳ 中田遺跡第24次調査 (NT94-24)

1 はじめに

中田遺跡は八尾市のほば中央部に位置する遺跡で、現在の行政区画では中田 1～ 6丁目、刑

部 1～ 4丁目、八尾木 1～ 6丁目付近の東西1,lkm。 南北0.8kmがその範囲とされている。

地理的には長瀬川と玉串川に挟まれた低位沖積地の標高10～ 1l m付近を中心に展開している。

当遺跡周辺にはこれらの地理的条件を背景として、南に東弓削遺跡、西に矢作遺跡、北西に成

法寺遺跡、北に小阪合遺跡が近接する位置に存在しており、遺跡分布が比較的密な地域である

ことが指摘できる。当遺跡内では、昭和45年以降、大阪府教育委員会・八尾市教育委員会 。当

調査研究会により断続的に発掘調査が実施されており、弥生時代前期から近世に至る複合遺跡

であることが確認されている。

このような情勢下、安堂清長氏から八尾市刑部 4丁目210-1に おいて共同住宅建設の届出

書が八尾市教育委員会文化財課に提出された。この地点は中田遺跡範囲の東部に位置しており、

¬r―
―――
 1  9仰
第 1図 調査区設定図

-85-

Y5     Y10

4  B   + C

1

X5+

2

X10+

3

X15+

4



近隣では、昭和54年 に市教育委員会が南西約130m地点で実施 した発掘調査で、古墳時代初頭

に比定される吉備系土器群が多量に出土している。さらに、北西側に隣接する地点で平成 5年

に当調査研究会が行った発掘調査 (NT93-17)においても、吉備地方の特殊器台に影響され

た弥生時代後期末の大型装飾器台 3点が出土 しており、前記調査地点と共に吉備地方に関連し

た遺物が数多く出土する地域として注目されていた。このような既往調査の結果を踏まえて、

平成 6年 3月 14日 にノ＼尾市教育委員会により遺構確認調査が実施された結果、弥生時代後期か

ら中世に至る遺物包含層の存在が確認された。以上の経過を経て発掘調査を実施することに至っ

たもので、発掘調査は事業者・八尾市教育委員会 。当調査研究会との間で取りかわした三者協

定に基づき、当調査研究会が事業者から委託を受けて実施した。現地での発掘調査期間は、平

成 6年 4月 13日 から平成 6年 4月 26日 までの10日 間である。調査面積は184rを 測る。内業整

理および本書作成にかかる業務は、調査終了後平成 7年 5月 31日 まで随時実施 した。 (調査位

置図はP-3参 照)

2 調査概要

1)調査の方法と経過

今回の発掘調査は共同住宅建設に伴うもので、建物の基礎工事で破壊される部分の東西16m、

南北H5mを 調査対象とした。調査地の地区割については、調査地の北西隅のXO・ YO地点

を基点として東西15m、 南北20mに わたって設定した。一区画の単位は5m四方で、東西方向

はアルファベット (西からA～ C)、 南北方向は算用数字 (北から1～ 4)で示 し、地区の表

示は lA～ 4C区 と呼称した。地点の表示には、東西線 (XO～ X15)・ 南北線 (YO～ Y15)

の交点の数値を使用 した。掘削に際しては、表土下0.6m前後までを機械掘削した後、以下02

mについては層理に従って人力掘削を行い遺構 。遺物の検出に努めた。その結果、表土下0.8

～09m前後 (標高9.90m前後)に存在する第 4層上面で、平安時代末期に比定される掘立柱

建物 1棟 (SB-1)、 井戸 2基 (SE-1・ SE-2)、 土坑 2基 (SK-1・ SK-2)、 溝 5条

(SD-1～SD-5)、 小穴17個 (SP-1～SP-17)を 検出した。遺物は遺構内および第 2層・

第 3層からコンテナ箱に 3箱程度が出土している。

2)基本層序

表土下0,8～0.9m付近で埋没河川が検出されており、この部分では粗粒砂～中礫を主体とす

る層相が認められた (第 4層 )。 上層の第 2層・第 3層 においても第 4層 の影響を受けたため

か、細礫～中礫が優勢な層相であった。全体で 4層を確認した。

第 0層 盛土。層厚0.5～ 0,7m。 上面の標高はTP+10。 7～ 109m。

第 1層 旧耕土。N4/0灰色極細粒砂。層厚0.15m前後。

-86-―



Ⅳ 中田遺跡第24次 (NT94-24)

Ｙ
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ト

0 盛土
1 旧耕土 N4/0灰色極細粒砂
2 10YR 6/4に ぶい責橙色極細粒砂 (細礫～中礫を含む)
3 10YR 5/1褐 灰色極細粒砂   (   ″   )
4 75Y8/1灰白色細粒砂～中礫
5 25Y5/2暗灰黄色極細粒砂   (細礫～中礫を含む)

第 2図 検出遺構平断面図
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第 2層 10YR 6/4に ぶい黄橙色細礫～中礫混じり極細粒砂。層厚01m前後。古墳時代

後期～近世に至る遺物を極少量含む。

第 3層  10YR 5/1褐 灰色細礫～中礫混じり極細粒砂。層厚0.1～02m。 一部、欠損する

部分がある。弥生時代後期～平安時代末期に至る遺物を少量含む。

第 4層 7.5Y8/1灰 白色細粒砂～中礫。層厚1.2m以上。河川堆積土。弥生時代後期の

遺物を含む。上面が平安時代末期の遺構検出面。

3)検出遺構と出土遺物

掘立柱建物 (SB)

SB-1

2・ 3AB区で検出した。SP-1～ SP-8で構成されている。東西 2間 (4.0～ 4,4m)×

南北 2間 (3.9m)の規模を測る。主軸方向はほぼ磁北で、床面積は約16.4ポを測る。建物を
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構成する柱穴は、上面の形状が円形およ

25mを測る。埋土は褐灰色細礫混じり細

生土器、土師器、須恵器の小片が極少量

井戸 (SE)

SE-1

3AB区 で検出した。掘形の平面形状が不定形を呈する曲物積み上げ井戸で、東西幅1.58m、

南北幅1.6m、 深さ1.Omを測る。井戸側は、摺鉢状に掘られている掘形の南西部に設置されて

いる。調査時点では最下段の井戸側 (曲物―径35cm。 高さ19cm)の みが遺存していた。埋土は、

断面形状に沿って 3層 (第 1層～第 3層)が堆積 しており、最下層の第 3層は炭を含む灰色粘

土質シル トである。遺物は第 1層～第 3層から土師器小皿 。台付き耳皿 。土釜、瓦器椀・瓦器

小皿の小片が少量出土 している。そのうち図化 し得たものは、土師器小皿 (1・ 2)。 台付 き

耳皿 (3)・ 土釜 (4)、 瓦器小皿 (5)の 5点である。 (1・ 2)は ともに 1/6程度が遺存す

る土師器小皿の小片である。いわゆる「て」字状□縁を有する土師器小皿の最終段階の形態を

呈するものである。胎土はともに精良で、色調は (1)が明灰白色、(2)が淡黄褐色である。

(3)は高台付き耳皿で完形品である。日径9.2cm、 器高2 8cm、 高台径4 8cm、 高台高1.Ocmを 測

る。全体に丁寧な作りであるが、内底面

頭大のくばみが 5ケ所認められる。胎土

程度が遺存する土師器土釜である。

鍔は断面三角形でほば水平に貼付

けられているが、上部の調整は丁

寧でなく、一部には指頭整形によ

る圧痕が残されている。胎土には

石英 。長石 。チャートの小砂粒が

多量に含まれている。色調は茶灰

色である。(5)は 1/4程度が遺

Ⅳ 中田遺跡第24次 (NT94-24)

び楕円形を呈 しており、径046～ 09m・ 深さ014～ 0.

粒砂である。遺物はSP-2・ 3・ 5。 7・ 8か ら弥

出土 している。

には高台との接合の際に内側から押えたため生 じた指

は精良で色調は灰白色である。(4)は 回縁部の 1/4

TP +1000m

灰黄褐色極細粒砂

黒掲色極細

灰色粘土質シル ト

存する瓦器小皿である。体部外面

および底部内面に密なヘラミガキ

が施されている。胎土は精良で色

調は淡灰色を呈する。出土遺物の

特徴から、井戸の廃絶時期は12世

紀前葉の一時期が推定される。
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第 4図  SE-1平 断面図
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第5図  SE-1出 土遺物実測図

SE-2

SE-1の 南側で検出した。SE-1と 同様、曲物積み上げ井戸である。掘形の南部はSD-4

により切 られているが、検出部分からみて平面形状は隅丸方形を呈するものと推定される。検

出部分で東西幅158m、 南北幅1lm、 深さ116mを測る。井戸側は摺鉢状を呈する掘形のほぼ

中央部に設置されており、調査時点では曲物 4段が遺存 していた。埋土は 6層 (第 1層～第 6

層)ん らゝ成る。遺物は第 3層を除く各層から、土師器小皿・ 中皿、瓦器椀・小皿、須恵器鉢の

＼

小片が少量出土 している。そのうち、図化 し得

たものは土師器小皿 (6)。 中皿 (7)、 瓦器椀

(8)。 小皿 (9・ 10)の 5点である。 (6)は

1/4程度が遺存する土師器小皿である。内面お

よび口縁部外面はヨコナデ、他はナデを施す。

胎土は精良で色調は淡茶色である。 (7)は復

元口径が15 2cmを測る土師器中皿である。日縁

端部はヨコナデのため側面に明瞭な面を有する。

胎土は精良で色調は淡茶灰色である。 (8)は

復元日径が14.4cmを測る瓦器椀である。体部外

面および体部内面は密なヘラミガキ、見込みに

は格子状ヘラミガキが施されている。胎土は精

良で色調は淡灰色である。(9。 10)は瓦器小

皿で、ともに1/10程度が遺存する小片である。

日縁部は (9)が斜上方に伸び、 (10)は外反

して伸びる。(10)は底部外面以外にヘラミガ

キが施されている。 2点ともに胎土は精良で、

色調は黒灰色である。遺物の特徴から丼戸の廃

TP +10 0om

!合言撮三9粒
砂
|(小

礫含):昌写ヨE;毒愁サ↑【宗凄魯;
第 6図  SE-2平 断面図
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Ⅳ 中田遺跡第24次 (NT94-24)

絶時期は12世紀中葉の一時期が推定

される。

土坑 (SK)

SK-1

3A区で検出した。北部が撹乱さ

れており全容は不明である。検出部

分では東西方向に長い不整方形を呈

している。東西幅2.39m、 南北幅 1.

5m、 深さ0.lmを測る。埋土は褐灰

色細粒砂の単一層である。遺物は古

墳時代後期～奈良時代の土師器甕、

6

第7図  SE-2出 土遺物実測図

須恵器杯身のほか、平安時代末期の土師器小皿の小片が少

量出土 している。

SK-2

3・ 4B区で検出した。不定形を呈するもので、北部はSD-4に切られている。検出部分

で、東西幅1.79m、 南北幅1.22m、 深さ0.14mを測る。埋土は 2層から成る。遺物は土師器小

皿、瓦器椀の小片が少量が出土しているが時期は明確でない。

溝 (SD)

SD-1

調査区の北部で検出した。北肩は調査区外に至るため不明である。検出部分では東西方向に

直線的に伸びるもので、東端部分で屈曲し北東方向に流路を変えている。検出長74m、 幅1.82

～3.3m、 深さ0 1lmを測る。埋土は 2層から成る。遺物は弥生時代後期の甕・高杯、古墳時

代後期の土師器甕 。高杯、須恵器杯蓋・甕、平安時代末期の土師器小皿・瓦器椀が出上してい

るがいずれも小片化 したものである。

SD-2

調査区の北東部で検出した。東西方向に伸びるもので、東部は調査区外に至る。検出長2.42

m、 幅036m、 深さ0。 12mを測る。埋土は灰黄褐色中礫混 じり極細粒砂の単一層である。遺物

は古墳時代後期の上師器甕・高杯、須恵器壺 。甕、平安時代末期の土師器小皿等の小片が少量

出土している。

SD-3

3A区で検出した。東西方向に伸びるもので、全長2.53m、 幅0.33～0.4m、 深さ0.1l mを 測

る。埋土は灰黄褐色中礫混じり極細粒砂の単一層である。遺物は土師器・須恵器の小片が極少

量出土 したが時期は明確でない。
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SD-4

3A区から3C区にかけて東西方向に直線的に伸びるもので、西部は調査区外に至る。西か

らSIP-14・ sF-2・ SK-2を切っている。検出長9.65m、 幅0.5m前後、深さ0.12～ 0.15mを

測る。埋土は上層の褐灰色極細粒砂と下層の灰色中粒砂の2層である。遺物は土師器・須恵器。

瓦器椀の小片が少量出土している。

SD-5

調査地の南東部で検出した。東西方向に直線的に伸びるもので東部は調査区外に至る。検出

長2.9m、 幅0.27m、 深さ0.06wを 測る。埋土は灰臼細粒砂の単一層である。遺物は土師器の小

片が少量出土したが時期は明確でない。

/1ヽウ式 (SIP)

小穴は総数で17個 (sP-1～SP-17)を検出した。概ね、調査区の申央部から南部にかけ

て検出されている。そのうち、SP-1～ sP― Sは据立柱建物 (SB-1)を構成する柱穴であ

る。これらを除いた小穴
′9個SP-9～ SP-17は 、上面の形状では円形e楕用形■隅丸方形に

区別できる。規模は、SP-0。 sP-1うが幅0,9mでやや大型である以外は、幅0.5m前後のも

のが申心である。深さは、004～02mで比較的粽いものが多い。埋土は褐灰色小礫混じり細

粒砂の単一層である。遺物はSPT P,3,5,7や 8・ 10・ 13～ 15か ら弥生土器・土師器・

須恵器。瓦器の小片が極少量1出土している。

包含層出土遺物

第3層を中心としてコンテナ箱 2箱程度が出土した。全体に小破片で出土したものが大半を

占めている。時期的には弥生時代後期、古墳時代後期～奈良時代、平安時代末期から鎌倉時代

初頭に比定されるものに大別される。そのうち、図イヒしたものは14点 (11～ 24)で ある。

弥生時代後期のものとしては、8点 (11～ 13)図化した。(11)は 日径12.8cmを 測る広口壷

である。日頚部が外反して伸びるもので、端部は垂下して面を有する。生駒山西麓産の特徴と

される茶褐色の色調で、長石・角囚石。黒雲母が多量に含まれている胎上が使用されている。

(12)は日縁端部が垂下し、外面に面を持つ広El壷である。復元口径25,7cmを測る。口縁部外

面に5状の沈線を巡らせた後、日形浮文が等間隔に貼り付けられている。日縁部内面はハケナ

デの後 1条の波状文さらに2本の沈線を隔てて5本を1単位とする波状文が施文されている。

胎土および色調は (11)と同様である。(13)は垂下する1日縁部の小片で、器種は広口壷ない

しは器台等が考えられる。日縁端面には4本の沈線を巡らした後、3本を1単位とする棒状浮

文が設けられている。なお、棒状浮文 ,日縁端部下半。日縁部内面の一部に赤色顔料が塗布さ

れている。胎土ならび色調は (11)と同様である。

古墳時代後期から飛鳥時代に比定されるものは11点 (14～ 24)図化した。(14・ 15)は復元

―-92-―



Ⅳ 中田遺跡第24次 (NT94-24)

18

頂

=可

=フ レ
21

圏鰻―団

=型
」 巫 R巨 23

厖 ∞ 勿 24

第8図 第 3層出土遺物実測図

口径が10cm前後を測る土師器郭である。日縁端部が尖り気味で終る (14)と 口縁端部が小さく

外反し外面に沈線が巡る (15)がある。 2点ともに胎土は精良で、色調は (14)が赤茶色、

(15)が明橙色である。(16)は土師器土釜である。口縁部は外反して伸びるもので、鍔は水平

方向に貼り付けられている。色調は茶灰色で、胎土には長石・角閃石 。赤色酸化土粒が含まれ

ている。 (17)は復元口径14.4cm、 器高9.4cmを測る小型甕である。体部外面は下位が乱方向、

中位が横方向、上位が縦方向に密なハケナデ調整が行われている。赤茶色の色調で胎土には石

英 。長石・赤色酸化土粒が少量含まれている。(18)は 1/6程度が遺存する須恵器杯蓋である。

偏平な器形で回縁部は下外方に下り端部は丸い。 (19～ 21)は須恵器杯身である。 3点 ともに

1/4程度が遺存 している。(19)は立上りが内傾して伸びた後直立し、受部は水平に短く伸び

る。 (20・ 21)は立上りが内傾 して短く伸びる。受部は水平に短く伸びる (20)と 内湾 して上

方に伸びる (21)がある。 (22)は須恵器高杯で脚部は完存している。裾部径は9 0cm、 脚部高

は6.4cmを測る。胎土には0,1～ lm■大の小砂粒が多量に含まれている。焼成は堅緻で裾部外面

および杯部内面に灰かぶりが認められる。色調は灰白色である。(23)は 短脚の須恵器高杯で

ある。裾部径7.8cm、 脚部高3.8cmを測る。図化した須恵器類は (18～ 23)は概ね 6世紀末～ 7

世紀中葉に比定される。 (24)は 4面に使用面を認める砥石で、石材は流紋岩である。
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3 まとめ

今回の調査では、小面積にもかかわらず、弥生時代後期から平安時代末期の遺物を含む包含

層の存在と平安時代末期の居住域を構成する遺構を検出した。遺構を検出した第 4層上面は、

埋没自然河川の上面に対応するもので、下層確認調査においては少なくとも1.2m以上の堆積

が認められた。層相は、上部に細礫～中礫が混在し、下部では粗粒砂が優勢であることから、

比較的流勢の早い自然河川であったことが推定される。上部を中心として弥生時代後期の遺物

が出上していることから、この時期以前の埋没自然河川と考えられる。なお、同様の上層の広

がりは、北西部の近接する位置で実施された発掘調査 (NT93-17)で は確認されていないこ
註 1

とから、流路は南北方向に伸びるもので、その西端が当調査地の西部付近にあったものと考え

られる。東部については、調査地から東300m地点に位置する玉串川にかけて自然堤防が形成

されており、今回検出した自然河川も旧玉串川に関連 した河川の可能性もあり、今後も付近の

調査には注意を払う必要があろう。

一方、平安時代末期の遺構については、掘立柱建物を中核とする居住域を検出した。検出し

た井戸 2基はSE-1が 12世紀前葉、SE-2が 12世紀中葉に比定されるもので、約半世紀にわ

たって集落が営まれていたことが明らかとなった。特に12世紀中葉段階においては、掘立柱建

物 (SB-1)・ 井戸 (SE-2)・ 溝 (SD-4)を 1単位とする遺構配置が想定される。 これら

の遺構以外にも南壁面には数多くの小穴の存在が確認でき、集落がさらに南部一帯に広がって

いたようである。なお、調査地の南に近接する位置に、御剣神社が鎮座 していることから、今

回検出した集落はこれらを中心に展開していたことが推定される。

註

註 1 高萩千秋 1993「 Ⅱ中田遺跡 (第17次調査)」『llll八尾市文化財調査報告43』 側八尾市文化財調査研

究会
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V 中田遺跡第28次調査 (NT94-28)



例

1、 本書は八尾市刑部 2丁目地内で実施した公共下水道工事 (平成 6年度第 5工区)に伴う発

掘調査である。

1、 本書で報告する中田遺跡第28次調査 (NT94-28)の 発掘調査業務は、八尾市教育委員会

の指示書 (八教社文第埋297-3号 平成 6年 9月 22日 )に基づき財団法人八尾市文化財

調査研究会が八尾市から委託を受けて実施したものである。

1、 現地調査は平成 6年11月 18日 から12月 5日 (実働 4日 間)にかけて、西村公助を担当者と

して実施した。調査面積は20,96Efを 測る。なお、調査においては中西明美、西村和子が

参力日した。

と、内業整理はヽ 現地調査終了後実施し平成7年 7月 31日に終了した。

と、本書に関わる業務は、図面レイアウト・ トレースー中西、西村 (和)、 西村 (公)が行っ

た。

1、 本書の執筆、編集は西村 (公)が行った。
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V 中田遺跡第28次 (NT94-28)

V 中田遺跡第28次調査 (NT94-28)

1 は じめに

中田遺跡は八尾市のほぼ中央に位置する遺跡で、中田 1～ 6丁目、八尾木北 1～ 6丁 目、刑

部 1～ 4丁目付近にあたる。地理的には河内平野のほぼ中央部を流れる長瀬川と玉串川に挟ま

れた沖積地にあたる。当遺跡の西には矢作遺跡が、南には東弓削遺跡が、北には小阪合遺跡が

ある。

当遺跡内では、当調査研究会が27件の調査を行っている他、大阪府教育委員会文化財保護課、

八尾市教育委員会文化財室により調査が実施されており、弥生時代～近世に至る遺跡であるこ

とが確認されている。

今回調査を行った場所は、八尾市刑部 2丁目地内で、平成 2年度に当調査研究会が実施した

第 6次調査地に隣接している。従来から当調査地近辺では発掘調査が行われており、弥生時代

から近世に至るまでの遺構及び遺物が出土している。このことから、今回の工事に伴い発掘調

査を実施するに至ったもので、事業者、八尾市教育委員会文化財課、財団法人八尾市文化財調

脚

作を

:炉E

第 1図  調査地周辺図
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査研究会との間で取りかわした三者協定に基づき財団法人八尾市文化財調査研究会が事業者か

ら委託を受けて実施した発掘調査である。現地発掘調査の期間は平成 6年11月 18日 ～12月 5日

で、調査面積は20,96ド を測る。

2 調査概要

1)調査の方法と経過

調査地は、到達立坑が 1箇所と中

間立坑が 3箇所あり、到達立坑をNα

l、 中間立坑を西からNα 2～ Nα 4と

した。

調査に際しては、周辺の調査成果

をもとに、現地表下08mま でに存

在する盛土を機械で掘削し、以下約

0.8mは人力と機械を併用 して掘削

を行い調査を実施 した。

また、到達立坑部分は、現地表下

約4.Omま での下層確認調査を実施

した。

2)検出遺構と出土遺物

Nα l

4× 4mの到達立坑掘削工事の調

査区である。

① 基本層序

第 0層 盛土 (上面標高 T,P.十

10.6m)。 層厚0,7m。

第 1層 暗灰色 (N3/)細 砂混

粘土 (旧耕作土 )。 層厚

01m。

第 2層 褐灰色 (10YR 4/1)

細砂混粘土。層厚0.15m。

鎌倉時代末期頃の遺物包

含層。

平成 2年度調査地
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V 中田遺跡第28次 (NT94-28)

第 3層 黒褐色 (10YR 3/1)シ ルト混粘土。層厚0,lm。

平安時代末期頃から鎌倉時代初頭頃の遺物包含層。

上面で溝 1条 (SD-101)検出した。

第 4層 黒色 (5Y2/1)粗 砂混粘土。層厚0.15～0.4m。

奈良時代の遺物包含層。

第 5層 黄褐色 (10YR 5/6)粗砂混細砂。層厚2.8m以上。

② 検出遺構・出土遺物

溝 (SD)

SD-101

南北方向に伸びるもので、幅0.7m、 深さ025mを測る。埋土は灰色 (75Y4/1)細 砂混粘

土で、溝内か らは瓦器の椀 (1)、 土師器の皿 (2)が出土 した。

中和m一 L 」―

第 0層
第 1磨
第 2層
第 3層

第 4層
第 5層

第 3図  Nα l 平断面図
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また第 3層内からは、瓦器の椀 (3)、 土師器の皿 (4)、 須恵器の壺 (5)が、第 4層内か

らは、土師器の甕 (6)・ 鍋 (7)が出土 した。

第 5層以下は粗砂混細砂層が現地表下40mま で堆積 していた。 この層内からの遺物の出土

はなかった。

第4図 阻 l SD-101(1・ 2)第 3層 (3～ 5)第 4層 (6・ 7)出土遺物実測図

Nα 2

東西 2m× 南北1.5mの中間立坑掘削工事の調査区である。

① 基本層序

第 0層 盛土 (上面標高 TP.+10.7m)。 層厚0.7m。

第 1層 暗灰色 (N3/)細砂混粘土 (旧耕作土)。 層厚0.lm。

第 2層 灰黄褐色 (10YR 6/2)シ ルト混粘土。層厚02m。

第 3層 褐灰色 (10YR 4/1)細 砂混粘土。層厚0.3m。

平安時代末期頃から鎌倉時代の遺物包含層。

第 4層 黄橙色 (10YR 7/8)シ ルト混粘土。層厚0.3m以上。

上面で小穴 1個 (SP-101)と溝 1条 (SD-101)を 検出した。

1

~l~72

―-98-―



V 中田遺跡第28次 (NT94-28)

② 検出遺構と出土遺物
/1ヽ穴 (SP)

SP-101

径0.2m、 深さ03mを測る。埋土は黒褐色 (10YR 7/8)粘土で、小穴内からは、瓦器の

椀 (8)が出上した。

溝 (SD)

SD-101

南北方向に伸び、溝の南側は西に折れ曲がるもので、幅02m、 深さ0.3mを測る。埋土は黒

褐色 (10YR 7/8)シ ルト混粘土で、溝内からは瓦器の小皿 (9。 10)、 土師器の皿 (11・ 1

2)が出土した。

遺構面直上の第 3層内からは、瓦器の椀 (13～ 17)、 瓦器の小皿 (10、 土師器の皿 (19～ 2り、

須恵器の片日鉢 (23)が出土した。

l    i

O    SD-101

層
層
層
層
居

第
第
第
第
第

一　
　
　
　
一

盛上 (上面標高 TP+107m)層 厚07m
暗灰色 (N3/)細 砂混粘上 0日耕作士)層厚01m
灰黄褐色 (10YR 6/2)ン ル ト混粘土 層厚02m
褐灰色 (10YR 4/1)細 砂混粘土 層厚03m
黄橙色 (10YR 7/8)シ ル ト混粘土 層厚03m以上
SP」 01内埋土 黒褐色 (10YR 7/8)粘 上
SD引 01内埋土 黒褐色 (10YR 7/8)ン ル ト混粘土

第 5図  Nα 2平断面図
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第6図 血2 SP-101(3)SD-101(9～ 12)第 3層 (13～ 23)出土遺物実測図

Nα 3

東西 2m× 南北 2mの中間立坑掘削工事の調査区である。

① 基本層序

現地表下08mま では盛土が堆積し、調査地の南側は既設の水道管が埋設されており、本来

の堆積土は壊されていた。本来の堆積状況が確認できたのは調査地の北側半分のみである。第

3層上面で調査を行ったが、遺構の検出はなかった。

第 0層 盛土 (上面標高 TP,+10.9m)。 層厚0.8m。

第 1層 暗灰色 (N3/)細砂混粘土 (旧耕作土)。 層厚0.lm。

第 2層 灰黄褐色 (10YR 6/2)シ ルト混粘土。層厚0.2m。

第 3層 褐灰色 (10YR 4/1)細 砂混粘土。層厚0.2m。

平安時代末期頃から鎌倉時代初頭頃の遺物包含層。

第 4層 黄橙色 (10YR 7/8)粘 質粗砂。層厚0,3m以上。

働
学
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V 中田遺跡第28次 (NT94-28)

TP+1l om―

千
∴型Oml

西壁画

第7図 No 3 平断面図

Nα 4

東西 2mX南北1.5mの中間立坑掘削工事の調査区である。

① 基本層序

現地表下1.2mま では盛土が堆積しており、本来の堆積土である第 1層 と第 2層 は一部壊さ

れていた。また調査地の南側は既設の水道管が埋設されており、本来の堆積土は壊されていた。

第 3層上面で調査を行ったが、遺構の検出および遺物の出土はなかった。

第 0層 盛土 (上面標高 T,P.+11,Om)。 層厚1.2m。

第 1層 暗灰色 (N3/)細砂混粘土 (旧耕作土)。 層厚0.2m。

第 2層 灰黄褐色 (10YR 6/2)シ ルト混粘土。層厚0.2m。

第 3層 褐灰色 (10YR 4/1)ン ルト混粗砂。層厚0.4m以上。

層
層
層
唐
層

第
第
第
第
第

盛土 (上面標高 TP+109m)層 厚08m
暗灰色 (N3/)細 砂混粘土 Q日耕作士)層厚01m
灰黄褐色 (10YR 6/2)シル ト混粘土 層厚02m
褐灰色 (10YR 4/1)細砂混粘土 層厚02m
黄桂色 (10YR 7/8)粘質粗砂 層厚03m以上
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第 8図 血 4平断面図

3 まとめ

今回の調査では、Nα lと Nα 2で平安時代末期頃から鎌倉時代初頭頃の遺構を検出した。また

Nα 2で は平安時代末期頃から鎌倉時代初頭頃の遺物包含層を確認しており、今回の調査地付近

一帯が同時期の集落であったことが判明した。

同時期の遺構は、当調査研究会が平成 6年度に行った第24次調査地でも検出しており、少な
註 1

くとも南北約100mの範囲内が集落であると推定される。

註 1 本書 掲載「Ⅳ 中田遺跡 (第24次調査)」
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コード

北緯 東経

調査期間 絶
離
⑪

調査面積F町本
遺跡

番号

なかたいせき
I 中田遺跡
(第 5次調査)

おおさかおゝやおしやおぎきた

大阪府八尾市八尾木北
1丁目37番 2

27212
34度
36分
48秒

135度
36分
53秒

19901126

19901204
約80 送電鉄塔建て替え

なかたいせき
I 中田遺跡
(第 6次調査)

おおさかおゝやおしやおぎきた

おさかベ

大阪府八尾市八尾木北 3～

刑部 2丁目

27212

度
分
秒
秒｝

135度
36分
47秒
～37分
22秒

19910108

19910215
約180 公共下水道工事

なかたいせき
Ⅲ 中田遺跡
(第 8次調査)

おおさかふやおしやおぎきた

大阪府八尾市八尾木北
5丁目98～ 105

27212
度
分
秒

135度
36分
55秒

19911105

19911201
そ,500 温泉旅館新築

なかたいせき
Ⅳ 中田遺跡
(第24次調査)

おおさかふやおしおさかベ

大阪府八尾市刑部
4丁目210-1

27212
度
分
秒

135度
87分
22秒

19940413

19940426
共同住宅建設

なかたいせき
V 中田遺跡
(第28次調査)

おおさかふやおしおさかべ

大阪府八尾市刑部 2丁目地内
27212

度
分
秒

135度
37分
23秒

19941118

19941205
2096 公共下水道工事

所収遺跡名 種 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

I 中田遺跡
(第 5次調査)

集落遺構 古墳時代前期 土坑

庄内系甕・布留

傾向甕などの古

式土師器

祭祀遺構か

穿孔のある土

器

生産遺構 平安時代後期以降 土坑・鋤溝

Ⅱ 中田遺跡
(第 6次調査)

集落遺構

弥生時代後期以前 自然河川 弥生土器

古墳時代前期 小穴 古式上師器壷
埋納ピットか

穿孔

奈良時代 土坑 土師器鍋 埋納ピットか

江戸時代以降 井戸・溝 陶磁碗

Ⅲ 中田遺跡
(第 3次調査)

集落遺構

平安時代後期 土師器皿集積 土師器皿 地鎮祭祀遺構

鎌倉時代～

室町時代

井戸・溝・堀。

上坑ピット

土師器 。瓦器・

陶磁器 。曲物・

下駄 。人形

堀には橋が架
けられている

井戸側曲物に

墨書

Ⅳ 中田遺跡
(第24次調査)

集落遺構 平安時代末期

掘建柱建物・

井戸・土坑・

小穴

弥生土器・

器・須恵器

器

師

瓦

土

。

V 中田遺跡
(第 28次調査)

集落遺構
奈良時代 土師器

平安時代末期 小穴・溝 土師器・瓦器
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